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　陸上自衛隊特とく地ち派は遣けん部隊の戦闘・輸送車両の列が長ちょう蛇だとなって、砂じゃ利り道みちを進んでいく。

　大型トラックの無ぶ骨こつなタイヤが巻き上げる土つち埃ぼこりはもうもうと舞い上がり、アルヌスの景色はあたかも紗うすぎぬを被せたように霞かすんでいた。

　肌にじわりと浮き上がってくる汗は埃とともに黒くこびりつき、目も開けていられないほどだ。

　だが、その中を進んでいく隊員達の士気は高い。

　銃を握る手、前を見据える眦まなじり、真っ直ぐに伸びた背筋、半長靴の踵かかとが地を踏む時の闊かっ達たつな歩調。全てに活気が溢れて、旺おう盛せいな意欲が隊員達の五体に充みちていた。

　これから挑む戦いが、おそらくは帝国との最後の激突となることを、皆が理解しているのだ。

「これで、戦争も終わる」

「これが終われば、帰れるんだよね」

「きっちりと、とどめを刺してやる」

　問えば、それぞれが思い思いの動機を述べるだろう。その全てが、隊員達を戦いに駆り立て、アルヌスの丘は一つの炎となったかのごとき、熱気に包み込まれたのである。

　だが、その熱気から取り残されている者がいた。

　隊員達の戦意が高まれば高まるほど、彼ら、彼女らは空くう疎そな寂せき寥りょう感かんに落ち込んでいく。

　まばらにしか客の姿のないＰＸ（駐ちゅう屯とん地ち購こう買ばい部ぶ）の情景は、『門ゲート』が閉じられることになったら、このアルヌスの街がどうなるかを、皆に実感させていたのだ。




　昼間からカウンターで酒を飲んでくだを巻いているＰＸの猫耳店員のだらしない姿に、料理長は苛いら立だちを露あらわにした。

「昼間っから酒なぞ飲みやがって！　メイア、お前暇なのか？」

「今日は非番だニャ。ゆうきゅうきゅうか有給休暇を消化しないといけないニャ」

　カウンターに頬をぺったりと載せた猫耳娘は、耳をぴくぴくと震わせながら答えた。

　いつもならお仕し着きせのメイドドレスを着ている彼女も、今日は私服姿である。

　それはこのアルヌスの亜人種に流行している、足を付け根までむき出しにした黒革生き地じのホットパンツにしっぽ穴をあけたもの。編み上げたサンダルの紐ひもに包まれる美脚と、ふにょふにょと揺れるしっぽの曲線美を周囲に見せつけていた。

　上はゆるゆるのチューブトップで、脇わきや襟えりが甘いからチラリと中身がこぼれそうである。丈たけが短く、締まった腰回りを衆しゅう目もくに曝さらす挑発的な出で立ちだ。

　はっきり言って、眩まぶしいほどに艶なまめかしい。

　おかげで食堂の人口密度は、彼女の座るカウンターの周りだけが妙に高くなっていた。

　作業員やら隊商護衛の傭よう兵へい連中が、彼女のしどけない姿を鑑賞しながら食事を取ろうと集まっているのだ。

　これが他の街で夜の居酒屋ならば、彼女に言い寄ったり、絡んだりする酔すい客きゃくが出て来るところである。だが今は昼間であり、周りに顔見知りしかいないようなこの街ならば、メイアも安心して飲める。だからこその油断が、こんな眼福を周囲の男達に許しているのだ。

　だが、料理長は女の泥でい酔すい客きゃくは好まないという差別的な態度をあからさまにしていた。

「オスの酔っ払いには文句を言わないくせに、それは差別ニャ」

「違う！　こいつは区別って奴だ。女が正体を失ってると良からぬ事を考える奴が出て来てマジで困るんだよ。中途半端に知り合いってのが、かえって始末に悪い。女が徹底的に油断するからな」

　料理長はそう言い放つと、隙あらば言い寄ろうと待ち構えている男共を睨にらみつけて威い嚇かくした。

　そしてメイアを諭さとすような口調へと改めた。

「なぁメイア、折せっ角かくの休暇なんだ。ちっとは有意義に過ごしてみちゃあどうだ？」

「有意義ってどんなことニャ？」

「例えばだ、部屋の掃除とか洗濯とか、繕つくろい物とかだ。溜め込んでたりしないのか？　そんなことをやってりゃ一日なんてあっという間だぞ」

「そんなことは、毎日ちゃんとやってるから、溜まったりしてないニャ」

　何気に働き者な娘であると分かる答えである。どうやらメイアは、やらなければならないことを翌日回しにするような性格ではないらしい。

「じゃあ、どこかに遊びに行くとか、誰かと一日おしゃべりをして楽しむとかはどうだ？　いっそのこと、これと決めた男と遊んでもいいんじゃないか？」

　周囲にいる男達は、料理長の言葉に一斉に「うんうん」と頷いた。遊び相手に立候補したいのだろう。だがメイアは料理長の提案を一笑に付した。

「このアルヌスで遊びに行くってどこニャ？」

　残念ながら、このアルヌスに遊興施設の類たぐいはない。ウィンドウショッピングも、売る側である彼女にとってはあまり楽しめるものではない。何しろ仕入れから陳ちん列れつ、棚たな卸おろしといった作業の一切を彼女が取り仕切っているのだ。どこにどんな商品があるか見るまでもなく把握している。

「それに、友達と顔を合わせていると面白くない話になってしまうニャ」

　ここ最近は、アルヌスの住民が二人以上集まると、『門』を閉じることになったらどうする？　という話題になるのだ。『門』が閉じられた後どうなるのか、自分達はどうなってしまうのかという不安が、人々の間に蔓まん延えんしていた。

「それにあの人はこれから戦いだニャ。それなのに他の男と遊べるほど、ウチは器用になれないニャ……寂しいんだニャ」

「なんだメイア。お前さん男がいたのか？」

「そういう仲には、まだなってないニャ。ウチが勝手にいいなぁって憧あこがれてるだけだニャ」

「もしかしてニホンの人か？」

　メイアは顔を上げてトロンと酔った視線を料理長に向けると、黙ったまま小さく頷いた。

「そ、そいつは……確かに困った話だな」

　料理長もそういう話ならば仕方ないかと、ばりぼり後ろ髪を掻かく。

　暮らしの先行きばかりでなく、その彼氏を失ってしまうことまで思い悩んでいるのだ。極端な話、失業と失恋のダブルパンチだ。この二つが重なったダメージが大きいことは料理長とて理解できる。彼も、職と妻とを一緒に失った経験者だからだ。

「で、その相手は、お前の気持ちを知ってるのか？」

　メイアは、突っ伏したまま首を左右に振った。

　相手がメイアを憎からず思っているなら、こちらに居残ってくれる可能性もあるのだ。実際に残留要員の募集も始まっており、応募者もそこそこ集まっているという噂だ。

　例えば、旧第三偵察隊の倉くら田た三曹や、富とみ田た二曹が残留すると公言していることは、皆もよく知る話である。

　だが、彼らがこの地に残ることを選択したのは、相手との関係が上手くいっているからだ。メイアが一人で燻くすぶっていても意味はない。やはり気持ちは伝えなければ、何も始まらないのだ。

「なぁメイア、いっそのこと告ってみちゃあどうだ？　んでもって、こっちに残って下さいって頼むんだよ」

　だがメイアは目を涙で潤うるませると、「そういうわけにはいかないニャ」と唇を尖らせた。

　メイアは言った。彼をこの地に引き留めるということは、彼氏に肉親との離別を強いることになるのだと。

『門』を閉めることで懸け念ねんされる問題の一つに、再開通後に起きるであろう時間のズレが指摘されている。こちらでは少ししか時間がたっていなくても、日本側ではどれだけの時間が流れているか分からないというのだ。

　下手をするとそれが一生の別れになってもおかしくない。それを恋しい相手に強しいることが出来るほど、メイアは身勝手になれないでいた。

「だったら、お前がニホンに行くってのは？」

　先日、アルヌス周辺の施し政せい権けんが日本に移った後、どうなるかという説明会があった。

　それによると現段階でこのアルヌスで生活している者の内、希望する者には日本国籍か永住の許可が与えられ、このどちらを得ても日本で生活できる。

　だが、それとてメイアには気安く出来ることではない。見知らぬ土地で暮らすのは、想像以上の困難が待ち受けているのだ。

　言葉、習慣、仕事。自衛官達は最初から礼儀正しく振る舞ったので感じなかったが、ジャーナリストとか名乗る連中がやって来た時、彼女達はまざまざと思い知らされていた。

　彼らは自分達に、口を利きく犬猫を見るような視線を向けていたのだ。もし『門』の向こう側に住む者の多くがそうならば、かなりの覚悟が必要だ。決心するにしても、まだ成じょう就じゅしていない恋心だけを頼りにするのは、あまりにも心こころ許もとない。

「仕事をしていれば、変なこと考えずに済むニャ。けど今は暇ニャ。だったら飲むしかないニャ」

　メイアはとろんとした瞳でビールのおかわりを要求した。そして、食堂で忙しそうに立ち働いているウェイトレス達を眩しそうに眺めた。

「ここは、相変わらず忙しそうでいいニャあ」

「ああ……夜の客は減ったが、昼には影響がないからな。元々ジエイタイの人達は昼飯は自前の食堂で食うから、こっちに来ることはない。ま、もうしばらくはこんな感じが続くだろう」

　とは言え、『門』が閉じられれば街の存在価値は低下する。人口減少も必至だ。この食堂に来る作業員、隊商護衛の傭兵達、そして大だい工くなどの多くが姿を消す。

　メイア達もまた、配置転換や転勤の覚悟が要求されていた。支店の置かれている帝都や、あちこちの大きな街に移り住むこともあり得るのだ。

「メイア、上手くすれば帝都あたりの支店に移れるかも知れないぞ。こんなチンケな街に比べりゃあ大都会だ、遊ぶ場所にも事欠かない。きっと面白いぞ」

　だが、メイアは首を横に振った。

「ここに比べたら、どんな街でも見劣りするニャ」

「ま、ある意味そうかもしれんな」

　料理長もそれを認めた。

　よっぽど歴史のある古い街でない限り、幅を利かせているのは大抵がヒト種で、亜人の肩身は狭いのだ。学都ロンデルほどに歴史があればそんなこともないが、あそこまで古い街だと、逆に古くから住んでいる連中の古こ参さん意識が鼻につく。

「ウチも食堂に配置転換してもらえばアルヌスから出て行かずに済むのかニャ？　まだ新人を雇う余裕があるみたいだし、ウチもこっちでウェイトレスとして働いていいかニャ？」

　メイアの羨うらやましそうな色を含んだ視線は、慣れない仕事に追い回されている新人ウェイトレスへと向けられていた。

「いや。あれは、そういうのとは違う」

　だが答える料理長の顔には、気まずい表情が貼り付けられていた。

　新人ウェイトレスと思われた竜人女性をここで働かせているのは、よっぽど彼の意に沿わないことなのだろう。

　その気まずさをどのように理解したらよいのか分からないメイアは、ただ戸惑ったように首を傾かしげた。

「……そうなのかニャ？」

「ああ。あれは、借金のカタにただ働きさせているんだ。だから誤解するなよな」

　料理長はこの話題をこれ以上続けたくないのか、きっぱり言うと口を一の字に結んだ。




「じぜるさ～ん。これ運んで～」

「は、はひぃ～」

　黒ゴス神官服が、暗黒神エムロイに仕つかえている神官女性の衣装であることはつとに有名である。

　だが、それ以上に有名なのが白ゴス神官服である。

　この衣装をまとっているのが冥めい王おうハーディに仕える神官であることを知らない者は、特地ではまずいないと考えてもいい。

　それは、シスターの衣装を着ている人を見たらキリスト教系の教会か修道院の人かと思い、袈け裟さを着ている人を見れば仏教の人だと思い、巫み女こ服を着ているのを見れば神しん道とうの関係の人だと我々が思うのとほぼ同じであった。

　さらに、その白ゴスを着ているのが竜人女性だと聞けば、誰のことと思い当たらない者はまずいない。

　そのために、食堂内のテーブルの隙すき間まをあたふたと走り回るエプロン姿のジゼルを見た者は、まるで時が止まったかのように開いた口が塞ふさがらなくなるのだ。

　今し方、隊商の護衛任務を終えて帰ってきた狼男系亜人傭兵の二人組も、旅りょ塵じんを払う前に少しばかり喉を潤そうと食堂に入った途端、あんぐりと口を開いたままの姿で固まった。

「おい、ウォルフ。こ、ここって……いつから、こすぷれ食堂になった？」

「なるほど、これがニホンにあると噂されているこすぷれ食堂か。びっくりしたぜ。さすがアルヌス共同生活組合。ニホンの流行を取り入れるのが早いね。竜人族の女の子を探してきて、白ゴス着せるとは、見事としか言いようがない」

　目まの当たりにした現実を否定できる発想にたどり着いた二人は、安堵のため息をついた。

　だが、顔見知りのウェイトレスから「コスプレじゃなくて本物だから、あれ」と言われ、二人は改めて衝撃を受けることとなった。

「じゃ、じゃあ、あれって、本当にベルナーゴ神殿の？」

　ウォルフは頬を引きつらせながら、カウンターで飲んでいる顔なじみのドワーフ大工の肩をつついて尋ねた。

　するとドワーフは、肯定するように小さく顎あごをしゃくった。

「で、でもこんなことってあり得るのか？　って言うより、あって良いことなのか？　もし本物なら、あれってジゼル猊げい下かなんだろ？　か、か、か、神様がこんなところで働いてるなんて！」

　彼らにとってそれは、テレビでよく見るアイドルを、ラーメン屋の洗い場で見つけたような気分だったかも知れない。

「別に変じゃないだろう？　ロゥリィ聖下だってこの街で働いてるんだぜ」

「ロゥリィ聖下はここのお偉いさんじゃないか！　ジゼル猊下がやっているのはおさんどんだぞ。あんな下働きみたいなこと、やらせていいのかよ!?」

「そうは言うがな、こうなったのにもそれなりの深～い事情があるんだ」

　ドワーフは、ビールの入ったジョッキをテーブルに置くと居い住ずまいを正した。

「聞きたいか？」

「あ、ああ。是ぜ非ひ」

「あらかじめ言っておくが、こいつは面白い話じゃない。どっちかって言うとこの世の悲ひ哀あいって言うか、厳しい現実って奴を非常に強く思い知らされる」

　傭兵二人は、ドワーフの傍かたわらに腰を下ろすと覚悟を決めたように頷いた。

「いいだろう。なら聞かせてやる」

　それは、後の世に長く語り継がれることとなる、『借金をしてはいけない。借金をしたらば、亜神であっても働いて返さねばならない』という教訓話であった。
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　事の起こりを語るには、ジゼルがこのアルヌスの街にやって来たところまで時を巻き戻す必要がある。

　ジゼルとしては、ハーディから課された宿題を、伊丹いたみやロゥリィ達がどうこなすのかを検けん分ぶんしなければならないから、このアルヌスまで来ることは当然の選択であった。だからアルヌスに向かうと空飛ぶ乗り物「ヘリコプター」へと乗り込んだのである。

「あれ、アルヌスに行くんですか？」

　伊丹は、何食わぬ顔をして座っている竜人女性に尋ねた。

「ああ、やっかいになるぜ」

「途中で、タンスカという場所に立ち寄りまして、味方の作戦部隊を拾って帰ります。戦闘になるかも知れませんけど、いいんですか？」

「いいっていいって。気にすんなって」

「ならいいですけど」

　伊丹もまた、彼女がチヌークに乗り込むことを拒絶することはなかった。

　だが、このやり取りがジゼルにささやかな誤解をさせた。伊丹が拒否しなかったからといって、それが彼女にアルヌス滞在中の世話を約束したことにはならない。しかしジゼルは、すっかり客として饗きょう応おうを受けられると思い込んでしまったのである。

　伊丹が拉ら致ち犠牲者の移送やら、学者さん達の応対に気をとられ、ジゼルのことを考える余裕が少しもなかったことも理由になるかも知れない。

　アルヌス到着後、一人放置されたジゼルは顎あご足あし枕まくら付きの待遇を当然のものとして食堂を訪れ、食欲の赴おもむくままにあれこれと注文して飲み食いしてしまったのだ。

　満腹になったジゼルは、「はい、ごちそうさん」と幸せな気分で席を立つとウェイトレスに尋ねた。

「オレのねぐらどこ？」

　だが、答えの代わりに突きつけられたのは勘かん定じょう書しょであった。

「なんだこれ？」

　ウェイトレスはジゼルの視線にたじろぎながらも、常日頃から指導されているように、会計を明めい朗ろうなものとすべく質問に対する回答を行った。

「ええと、お客様が飲み食いされた代金の請求です」

「えっ、なんだよそれ!?　イタミの野郎から何も聞いてないのか？」

　何やらトラブルが起きているらしいと聞きつけた料理長が責任者としてやって来て、ウェイトレスに代わって対応する。

「それはもしかして、組合顧こ問もんの旦だん那なのことですか？」

「そうそう、ロゥリィのお姉様達とつるんでる奴だよ」

「ならイタミの旦那のことですよね。けど旦那からはお客様についての話は全く承うけたまわっておりませんけどねえ？」

「しょうがねぇなぁ、あの野郎も忙しすぎて話をし忘れてやがる。まぁいいやさ。待っててやるからイタミって奴に連絡とってみな。そうすれば話は分かるからよ」

　ここまで自信たっぷりに笑われると、料理長も何かの手違いかと思う。

　それに、ジゼルが……と言うより、亜神が自分の飲み食いの代価を支払わない例が多いということは、かつて自分の店を切り盛りしていた料理長自身も耳にしたことがあった。

　例えばハーディがレレイの身体を借りてさんざん飲み食いした時の話だが、あの時の彼女は飲食代を自分で支払っていない。この手の支払いは全て神殿が負担するからだ。

　いや、実を言えば請求すらされていない場合もある。信徒の多い神殿街では、「使徒がこの店にいらして、ウチの食事を召めし上がった」と言うだけで宣伝効果は抜群だからである。

　ここが他の街でも、亜神たるジゼルに請求書を突きつける者はいない。どの街にも冥王ハーディを祀まつる小さな神殿やら祠ほこらがあって、布教を担当する司祭が駐在していたり、信者の団体があるからだ。そういう街では、亜神が飲み食いや宿泊をすると請求書はそちらに回されてお布施から支払われるという仕組みが出来上がっているのだ。

　なので料理長も、その手の約束事があるのかと思った。そこで、組合の事務所に連絡して、伊丹に確認してもらうことにしたのである。

　だが、しばらく待ってもたらされた答えはジゼルを不幸のどん底へと叩き込むものだった。

「お客さん。イタミの旦那から、そんな話は知らないって言われましたぜ」

「ええっ!?　そんなことあり得ねぇよ！」

「でもねぇ、旦那から知らないと言われてしまえば、我々としては猊下から直接お支払いしてもらわなければなりませんが」

「じゃ、じゃぁ、この街には祠とか、信徒の団体は!?」

　料理長は残念そうに首を横に振った。

　この新興の街アルヌスには、ハーディの祠どころか司祭も存在しない。残念なことに信者すらいないのだ。

　否いな、かつてはいた。だが今はいないとヤオの顔を見ながら言うべきだろう。

　つまり、ジゼルには自分が飲み食いした代価となるような持ち合わせもなく、また代わって支払いを持ってくれるような存在もいないと言うことである。

「だいたい、イタミの旦那はハーディ様の信者じゃありませんぜ。そもそも炎龍の一件以来、猊下と旦那はいわば仇きゅう敵てきだ。なのにどうして猊下が饗応を受けられるなんて思ったんですかい？」

「ク、クナップヌイで飯を食わせてくれたから……」

　伊丹はお腹をすかせていたジゼルに食事をご馳ち走そうしてくれた。正直期待していなかっただけに、本気で嬉しかったのである。

　思わずほろりと絆ほだされて、いろいろな恨うらみは水に流して、ちょっとくらい仲良くしてやってもいいかなと思ったくらいなのだ。だがそれは一時の気まぐれでしかなかったようである。

「その時はその時。今は今ですぜ、お客さん」

　冷や汗をたらたらと流しながらジゼルは料理長に申し出た。

「あ、あのさぁ。お布ふ施せと言うことで、どうにかならねぇかなぁ？」

「それは出来ません」

　料理長とウェイトレスは二人並んで微笑んだまま彼女に勘定書を突きつけた。明朗会計。笑顔が大変によろしかった。

　ジゼルは不公平だと叫ぶ。

「ロゥリィのお姉様だってここで食ってたじゃんかよ！　料金も請求してなかったじゃんかよ！　それって信仰による差別だぞ！」

「いいえ、違いますって」

「違わねぇよっ！　こっちが差別だと思えば、どんなことでも差別なんだよ！　改めないと謝罪と賠償を請求すっぞ！」

「差別ってのは、不合理な区別による、扱いや待遇の差のことですぜ。でも、ロゥリィ聖下がここで特別の扱いを受けることは不合理ではありません。なにしろ聖下はこの街を運営している組合代表のお一人なんですから。つまり身内なんですよ」

「!?」

　料理長の詳しい説明によって、ジゼルはようやく理解するに至った。

　この食堂は、ロゥリィやレレイ、テュカが代表を務めるアルヌス協同生活組合によって経営されている。……いわばこの街そのものがアルヌス協同生活組合の持ち物なのだ。

　ならば組合代表の一人であるロゥリィと、そうでないジゼルの扱いが異なるのは当然である。

　これで、ジゼルの脳のう裏りをよぎっていた「食い逃げ」という選せん択たく肢しも、ばっさりと断たれた。

　このアルヌスの街は、ロゥリィの神殿にも等しい。ここで食い逃げを敢かん行こうすれば後でどんな竹しっ篦ぺい返しを喰らうことになるか……。

　ロゥリィのハルバートによる斬撃、伊丹から叩きつけられた攻撃の土ど砂しゃを巻き上げる凄まじい光景が脳裏に蘇よみがえって身体を震わせる。その記憶には、かなりの部分で誤解が混ざっているのだが、ジゼルの頭にはそのように焼きついていたのである。

　しかも「おたくの亜神が食い逃げしたからぁ、損害はそっちに請求するわよぉ」などいう苦情付きの勘定書がベルナーゴに送りつけられる可能性もある。

　それは考えてみると非常に恥ずかしいことであった。少なくともジゼルの権威は格段に失しっ墜ついするだろう。いや、そればかりかベルナーゴ神殿までもが、恥をかいてしまう。それは大変に宜よろしくなかった。

「いったい何を騒いでるのぉ？　言って置くけどこのアルヌスで騒ぎを起こしたらぁ、タダじゃ済まさないわよぉ」

　その時、ロゥリィを筆頭に組合の幹部達が姿を現した。問い合わせが組合の事務所に届いたので様子を見に来たのだろう。

　ふと、その中にレレイがいるのを見つけたジゼルは、その薄い胸にすがりついた。

　長身のジゼルがレレイにすがりつく光景は何とも珍ちん妙みょうではあるが、ジゼルには彼女だけが最後の命綱に見えたのだ。

「レレイ頼むっ！　お前もハーディの眷けん属ぞくになったんだろ!?　俺らはもう身内だよな!?　な!?」

　レレイは冥神ハーディから『門』を開く技を授けられた。その意味では確かにハーディの眷属であり、ジゼルと身内とも言える。レレイがそれをどう思っているかは関係なく、世間的にはそう見なされるのだ。

　それを聞いた料理長は「へぇ、レレイさんがねぇ」と目を細めた。

「なるほどね……で、どうしますレレイさん？　払ってやりますか？」

　だがレレイは無表情のまま、首をぷるぷる横に振った。

「イヤ」

「そんなああああああっ！」

　救いを求める者を崖がけから突き落とすような冷たい一言に、ジゼルはずりずりとへたり込んだ。

　亜神となって百と数年。彼女もまた多くの敵と戦って強敵を屠ほふって来た身である。

　その彼女の心身にここまでのダメージを負わせたのは、ロゥリィのハルバートや自衛隊の集中砲火を除けば、レレイのこの一言ぐらいだった。

　さすがにジゼルを哀れに思ったのか、レレイは即座に付け加えた。

「貸すならよい」

「か、貸してくれるのか!?」

　ぱっと元気を取り戻すジゼル。

「ただし十ト一イチの利息をつけること」

　起きたり、萎しなびたりと忙しいことこの上ないが、またしてもジゼルはガックリとしてくたくたっと床に膝をついた。

　十一とは一般的に、十日で一割の利息が付くことを意味しているからだ。

　ここが日本であれば、利息制限法どころか出資法違反で捕まる暴力高利貸し的な利息である。だが債権の取り立てリスクが高く、貸し倒れの可能性の高いこの世界では、実のところこれでも良心的な部類なのである。

「くっ……」

　ジゼルは歯がみした。思わずそれでもいいと認めそうになったのだ。

　だが、返済するあてのない一時しのぎの借金は、雪だるま式に膨ふくらんでかえって酷くなるということは、ジゼルとて充分に承知していた。

　何しろ、神殿に来た参拝者が神様にするお願いのベスト３に、「お金持ちになれますように」と「借金が完済できますように」の二つが入るのだ。ちなみにあと一つは「結婚相手が見つかりますように」である。

　ベルナーゴ神殿にレレイの請求書を回してもらうのは良い。だが、その場合は完済されるまでの利息が十日で一割の割合で膨らむ。その間の滞在費、食費もかかるから、借金の元本がどれだけ膨らむか想像するだけで恐ろしい。

　神殿の財務担当神官からねちねちと苦情を言われ、主上ハーディからも叱られてしまいかねない。それだけは、どうしても避けなければならないのだ。

「……む、無理」

　涙目のジゼルは地に膝をついた姿勢から、どっかりとおしりを下ろすと、床に座り込んで両手両足をじたばた振り回しながら叫んだ。

「くそぉぉぉぉぉぉぉ！　オレをハメやがったなあ！　こうなったら好きにしろいっ！　煮にるなり焼くなりなんなりしやがれっ！　胸の肉、十一ワントを切り取りたきゃ取りやがれ！」

　胸の肉十一ワントというのは、借金のカタに命を差し出すという約束をした商人の物語に出てくる、いわば特地版『ベニスの商人』の一節である。

　悪徳高利貸しを罵ば倒とうする際に用いられる慣用句でもあるが、その言葉の意味は、借金のカタに俺を殺すのかと相手を詰なじるものだ。手足を切られようが、胸を抉えぐられようが死ぬことのない亜神がそう喚いても、それほどの迫力はない。

　とは言え、スタイル抜群のジゼル猊下のこの発言は、ロゥリィとレレイの二人が常日頃からささやかに気にしている『何か』に触れた。

　二対の視線は大地に磔たっ刑けいにあったかのごとく横たわったジゼルの、ボリューム豊かな双そう丘きゅうに遠えん慮りょ無く注そそがれたのだ。

　その充実した張りがどれほどに素晴らしいかは、かなりの質量を有しているにもかかわらず「さあ、好きにしろいっ！」と仰向けに横たわっても形状がほとんど変わらないことから理解できるだろう。

　二人はそれぞれの胸部を見下ろし、次いでジゼルの傍らにしゃがみこむと、その胸の質や感触を確かめるように、ふにふにと触ったりした。

「成長途上だから十一ワントもいらない。でも、そう、あと一……いや、二ワントもあればかなり違いが、メリハリが……」

「レレイぃ、肉体の一部をツギハギする魔法とかあるぅ？」

「それは禁きん忌きに触れる。二十年ほど前に、誘拐した娘と身体のすげ替えを行った女魔導師は、どっかの亜神に首を落とされたと聞く」

「あ……それやったの、わたしぃだったわぁ」

　ゆがんだ思惑が二人の間に流れるのを見ていられなくなったのか、テュカが取りなすように言った。

「二人とも邪よこしまな考えは捨てなさいよ！　自前が一番でしょ。それに二人とも、お父さんの好みの分析結果を忘れたの？　こんな下品なのは駄目だって分かってるでしょ？」

　テュカが言っているのは、当然ながら二人の言動のことで、決してジゼルの胸を下品と貶けなしたわけではない。だが、そのように聞こえたジゼルは、心底傷ついたように呻うめいた。

「げ、下品って……」

「じゃあ、どうするのぉ？」

「もちろん、身体で返してもらえばいいわ」

　自分の肢し体たいをなめるようなテュカの視線に、寒気にも似た戦せん慄りつを覚えたジゼルは、思わず自分の身体を抱きしめた。

「まさか……オ、オレに、その、あの、身体で稼げって言うのかよ？　ま、まさか、ミリッタのところみたいな働きをしろとか言わねぇよな？」

　ミリッタは豊ほう穣じょうと子宝を司つかさどる女神である。

　それだけなら何一つ恐れることはないのだが、問題はその神殿の女性神官が娼婦を兼ねることにあった。ミリッタの信者たる女性は、生しょう涯がいに一度は神殿で娼婦として働かなくてはならないというとんでもない教義というか戒かい律りつがあるのだ。

　それでよくぞまあ信仰を捨てる女性が居なくならないものだと思うところであるが、子宝・安産といった、女性にとって命がけだったり真剣に悩んだりする分野でかなり現実的な御利益──新生児・乳児死亡率がコンマゼロ以下にまで下がる──がある。さらに産さん褥じょく婦ふの死亡率もコンマゼロ以下という、医学水準の低いこの世界では驚異的な力を持っているために、意外にも結構な数の信奉者がいるのである。

　とは言え、それにはきちんと理由がある。娼婦として働く時に相手を拒絶できないというルールこそあるものの、神殿にあがるタイミングをうまく計って、婚約者にお客になってもらうという裏技があるのだ。

　そのため奉仕の義務を果たした翌朝にそのまま神殿で結婚式を挙げるカップルは少なくない。もちろんうまく行かずに予想だにしない展開になる例もあって戯ぎ曲きょく化かされていたりもするのだが、神官にちゃんと話を通しておけば予想外のことはまず起きない。実に話の分かる女神様なのである。

　本当に特地の神様というのはいろいろで、教義も信者も多た岐きにわたる。ミリッタはその証しょう左さみたいな存在なのだ。

　ムリムリムリと首を振るジゼル。

「だって、オレ、男って分かんねえもん！　無理、ごめんなさい！　出来ません、勘弁してっ！」

　ジゼルはへこへこと頭を下げ、自分が幼少期に神殿に入って外に出たことのないままに亜神化した箱入り娘であることを白状した。するとロゥリィはにんまりと意地悪そうに微笑み、ジゼルの耳元で囁ささやいた。

「大丈夫よぉ、テュカってぇ男も女もいける両刀だからぁ。神殿勤めが長かったのならそういうのに免めん疫えき有るわよねぇ」

　女の園とも言える女子修道院では、同性同士の色恋沙ざ汰たの方が頻ひん繁ぱんなのだ。雰囲気としては女子中学・高校に近いかも知れない。言動が男性的なジゼルはその意味で、確かに人気を集めていた。

　たちまちウェイトレス達が色めき立って、きゃーという黄色い悲鳴を上げる。

　精せい霊れい種しゅたるテュカに憧れの視線を向ける女性は、このアルヌスにもかなり潜伏している。そしてその相手がジゼルのような亜神ともなれば、天使と堕天使の組み合わせにも似た雰囲気が漂うだけに、妙に色めき立ってしまうのだ。

　だがテュカは人差し指を立てると二人に「ちっちっちっ、それは間違ってるわ」と訂正した。

「正確には『お父さん』と女の子よ」

「同じじゃなぁい!?」

「大いに違うわよ。男なら誰でもいいってわけじゃないもの！　お父さんでなきゃ嫌だもの」

　そんな会話が頭の上を飛び交うと、自分の運命が心配になったのか、ジゼルはおずおずと尋ねた。

「あの、それで身体で稼ぐってのは……」

　するとテュカはジゼルにウェイトレスのエプロンを押しつけ、安心するようにと告げた。

「もちろん働いて返して貰うのよ」

　散々脅おどされた直後なだけに、ジゼルは「あ、それならやる！」と簡単に飛びついた。

　そんな訳で、ジゼルは飲み食いした代金を支払うためにこのアルヌスの食堂で働くこととなったのである。職務として指定されたのは接客、料理運び、皿洗い、掃除等。借金もそこまで多額なわけではないから、まじめに十日も働けば完済できると思われた。

　ところが彼女は毎日毎晩、賄まかないとして認められる範囲を超えて飲んで食った。

　美う味まい酒に目がないジゼルは、エールの類ではもう満足できない。高価な輸入物のブランデー、ワイン、シャンパンといった酒をついつい飲んでしまった。そのため借金がなかなか減らず、延々と働き続けるはめになっていたのである。

　ジゼルは悔くやしげに呟いた。

「くそぅ、ここの飯が美味いのが悪いんだ」

　うっかり開けてしまった、クリュグとにらめっこしつつ、罵ば倒とうするのはあくまでも料理である。

　それは、大好物の酒に責任を負わせることを無意識に忌き避ひした言葉かも知れなかった。
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「ってわけなんだ」

　ドワーフは、そうやってジゼルの物語を締めた。

「なるほど……」

　ウォルフ達はこれにはどんな感想を口にして良いか分からなかった。可哀想に思えなくもないけれど、自じ業ごう自じ得とくなのではとも思えるからだ。

　そのあたりの微妙な気分を察したのか、ドワーフは論評を控えて、「さぁ、仕事だ」と腰を上げた。そしてテーブルには飲み食いの料金と別に、ジゼルへのお賽さい銭せんらしき銅貨を一枚ペタンと置く。

「そんなところか」

「まぁ、そうだな」

　ウォルフも財布から銅貨を一枚取り出すと腰を上げた。そしてドワーフに問う。

「この街で、大工仕事なんて残ってるのかい？」

　すでにアルヌスの街の建物は完成していて、かつてほどに大工が働いている気配はない。

　もちろん荷物の発送をする時に使う木箱、荷車の補修といった小規模の仕事はあるが、それらは職人種族であるドワーフでなければ出来ないような仕事でもないのだ。

　だがドワーフは、まだまだ忙しいぞと答えた。

「街に居ると気がつかないかも知れんが、丘の向こう側には外から戦災難民が流れ込んで来ているんだよ。そのための長屋を拵こしらえてくれっていうことでな、儂わしらが働いとる」

　傭兵達はドワーフと共にそんな会話を交わしながら、自衛隊の輸送車両がひっきりなしに走る外へと出て行った。

「ありがとうございました」

　丁てい寧ねいな挨拶で客を送り出すジゼル。

　ジョッキや食器を片付け、自分へのお布施を見つけると、両手を握り合わせてからポケットに収める。ここで働くようになってから、他人からの情けがとても身に沁しみて感じられるようになったのだ。

　食事時が過ぎたこともあり店内から客の姿は消えており、残っているのはカウンターで突っ伏している酔っ払いの猫耳メイアだけ。

　彼女については、ムリに起こして千ち鳥どり足あしで街を歩かれて、事故でも起こされては困るから寝かせておけ、と料理長に言われている。なので、ジゼルは彼女の座っている場所以外の椅子をテーブルに上げていった。

「掃そう除じ、片付け、掃除、片付け……」

　昼の書き入れ時が過ぎたこの時間帯に、掃除等は済ませなければならない。

　ジゼルは箒ほうきと雑巾を持ってくると床の清掃を始めた。

　傭兵共は粗そ野やだし、商人達は忙しいから早く食べようとする。大工共は乱暴だ。そのせいか食べこぼし飲みこぼしを散乱させ、それを平気で踏みつけるから無茶苦茶床が汚れていた。

　箒で掃はくだけでは当然のことながら綺麗にすることが出来ない。だから床を這はってそれらを拾い集める──それがジゼルの役目であった。他のウェイトレスは、三時間ほどの休憩時間となっていて、夜の営業のためにそれぞれに英えい気きを養っている。

「くそっ！　こんなの神官見習いの時以来だぜ」

　ジゼルは四百歳を超える。それだけに神官見習いだったのは、一般の感覚からすれば随ずい分ぶんと昔のことになる。そう、それこそ歴史的なスケールで昔のことなのだ。

　幼かった頃の彼女はただの竜人で、神官見習いであった。そしてベルナーゴ神殿とは別の、ハーディに仕える神官を育てる修道院で生活をしていた。

　そこでは、これに似た辛い雑用で一日を終える毎日だった。

　冬の早朝に、凍り付いた井戸の表面を割りながら水を汲くみ、その冷たい水で雑巾を絞しぼって拭ふき掃除と洗濯をする。掃除がきちんと出来ていないと、先輩からねちねちと嫌味を言われ、かじかむ手は、あかぎれとひび割れ、そして擦すり傷きずでいっぱいだった。

　指の第二関節の皺しわが割れて、そこから出血して雑巾が赤く染まってしまうのはしょっちゅうのことであった。

　その後に続いた長い下したっ端ぱ神官生活も過酷だった。

　他の種族なら、そろそろ引退を考える歳だからとお情けで昇進させてもらい閑かん職しょくに回される時期になっても、なまじ長命種で若い姿であり続けたため、最下級の神官のまま留め置かれ、自分が神殿に上がった時にはまだ産まれてさえいなかったような後輩達にも追い抜かれて、ねちねちと嫌味を言われながら顎あごで使われる日々を送ったのである。

　ふと、辛かった日々の記憶が蘇よみがえり、気がつくと目から水滴がこぼれ床を濡らしていた。

「あ、あれ……なんだこれ。くそっ、目から水が溢れて来やがる。なんでだろ、なんでだ……うっうっ……お母ぁちゃん！」

　どうやら幼かった日々のホームシックまで蘇ってしまったようである。

　ついでに何百年も前に亡くなった母のことまで思い出してしまった。「立派な神官におなり」と送り出してくれた彼女の母は、大変優しい女性だったのだ。

　ジゼルにハーディからの天てん啓けいが下ったのは、母が亡くなってその面影を思い出すのに苦労するようになった頃である。

　どうして自分なんかがと思ったが、その理由は今も分かっていない。

　亜神になれるかどうかは神殿内の位い階かいや出自種族、血統は一切関係がなく、本人の才能と努力、そしてプラスアルファのみがものを言うとされている。実のところこのプラスアルファこそが最大の要素であり、これが何であるかは一切が不明なのだ。

「要するに『運』の善よし悪あしよ」

　などという極端な意見を口にする者もいる。

　宗教関係者の間でかわされる言葉なだけに「その者が主神に愛されたから」という理解の仕方に行き着くことが多い。後に、ジゼルが亜神になったことを知った教団の長も、長い長い下積みの生活に腐らず密かに陰いん徳とくを積んでいたのを、主神ハーディがご覧になっていたからだという解釈をしていた。

　だが、ジゼル本人はそれを喜ぶことはなかった。

　それよりも、自分に起こるであろう境遇の変化に不安を感じた彼女は、慣れ親しんだ日常を維持するために、亜神となったことを隠そうとしたのである。

　それは、亜神となった後もその事実を十年以上に亘わたって隠し続けたという、エムロイ神殿の先達を真似たものであった。

　だが、ジゼルはエムロイの使徒ほど要領がよくなかった。

　エムロイの使徒の場合は濡ぬれ衣ぎぬを着せられ苦境に陥おちいった神官見習いを救うために、敢かん然ぜんと名乗り出て不正を働いていた司教を断頭破門したという逸いつ話わが残っているが、ジゼルの場合はそれほど格好が良くなく些さ細さいなドジが原因だった。台所仕事の最中にうっかり指を切ったのが瞬く間に治っていくのを皆に見られ、それが噂という形で周囲に知れ渡ってしまったのだ。

　彼女の立場は激変した。

　つい昨日まで、自分のことを見下してきた連中が、思った通りと言うべきか一斉に態度を変えたのである。

「貴女なら、いつしか大成すると思っていましたよ。これまで辛く当たっていたのは、全ては貴女のため。それが報われてとても嬉しく思います」

「ジゼルは、儂が育てた！」

「ジゼル猊下。何なりとお申し付け下さい。これまでのことで、いろいろと恨みに思われることもあるかと思いますが、一生懸命お仕えいたしますのでどうぞ水に流していただきたく、そのあの、ごめんなさい……」

　そんな環境の激変が、自分はもう昨日までと違うのだと嫌でも実感させた。

　だがこのアルヌスではそれがない。ジゼルを亜神と知りつつもなお容よう赦しゃなく、請求書を突きつけ払えないと知れば働けと言うのだ。

「へっ、良い度胸してやがるぜ」

　呟きつつ、ジゼルは手を休めることはない。

　床を綺麗にし終えると椅子をおろし、額を流れ落ちる汗と一緒に心の汗もエプロンで拭ぬぐって、自分の仕事の完璧さを誇らしげに見渡すのだ。

「どうだ、綺麗になったろう？」

　見ている者がいたらジゼルはそう問いかけたに違いない。

「よしっ、終わり！」

　パンパンと手の埃ほこりをはらって仕事の終了を宣言すると、これでいつでもお客を迎え入れることが出来るぜと満足そうに微笑んだ。

「やっぱり、オレってこうやって身体を使って働いてるのがあってるんだよな」

　するとそれを待ち構えていたようにロゥリィがやって来た。

「ジゼルの奴ぅ、ちゃんと働いているぅ？」

「今日は乳にゅう茶ちゃねぇ」という注文に、料理長は「ええ、なかなかに働き者ですぜ」と答えるとカップを棚から取りだし支度を始めた。

　ジゼルは畏かしこまった姿でお辞儀をすると「ご案内するぜ……します」とロゥリィを食堂の奥の貴き賓ひん室しつへと案内した。

　ロゥリィが腰を下ろしても、ジゼルは立ち去ろうとしなかった。

　周りに誰もいないのを利用して、込み入った話をするつもりだと理解したロゥリィは、ジゼルに腰掛けるように告げた。

　だがジゼルは座ろうとせず、立ったまま口を開いた。

「お姉様。アポクリフの件は、どうにかなるのかよ……ですか？」

　ジゼルは、眷属の翼竜から、またアポクリフが広がったという報しらせが届いたと語った。

　末席とはいえ、世界の庭師たる神に連なる身である。ジゼルも世界の終末をもたらすかも知れない黒い霧の動向を、気にしない訳にはいかないのである。

　だが、ロゥリィはジゼルほど危機感を抱いてないようであった。

「信じて待つことにしたわぁ。だからジゼルも『門』には手出し無用よぉ」と朗ほがらかに微笑み、料理長が運んできた乳茶の表面に浮かぶ薄い膜をスプーンで掬すくい上げ口に含んだ。

「信じて待つって言うけどよぉ、この世界が終わっちまうかも知れないんだぜ」

「そんなこと分かってるわよぉ」

「じゃあどうして人間任せにしようなんて思えるんだよ!?　俺達が閉じるんじゃ駄目なのかよ！」

　ジゼルは、そのためにこそ自分達亜神は存在するのだと言った。

　たとえ人間共が反感を抱いても、「これは神のすることだ。それが何か？」と、切り捨ててしまえばいい。それがジゼルの主張であった。

「前のお姉様だったら今頃そのハルバートで『門』をぶちこわして、はいおしまいだったぜ。オレ一人じゃ無理かも知んないけど、お姉様と一緒なら一暴れするだけで有う象ぞう無む象ぞうごと『門』を吹き飛ばしてやれるじゃんかよ。なんだって人間なんかに任せるんだよ？」

「欲に駆られて世界を破滅に追いやるかぁ、逆に危険だからといって折角の可能性まで手放してしまうかぁ、それとも理性と叡えい智ちを掻き集めて自己を管理しながらぁ、可能性を切り開いていく道を選ぶかを、人間達に自分で決めさせたいからよぉ」

「けどよお、決断をさせるって言ったって、結局は選ばれた一人か二人の判断だろう？　そんなのが人間『達』の下した決断になるのかよ？」

















「ええ。たとえ個人の成した行為でも、わたし達ではなく人間が成したという結果が残るものぉ。それこそが人間達に自覚を促すきっかけになるわぁ」

「もしかしてターレスを気取ってたりしませんか、お姉様？」

　ターレスとは、古いにしえの神の名である。

　火を扱うには人間という種は幼すぎる、きっと自らを傷つける、と言って、古い神々は人間に火を与えようとはしなかった。だがターレスは、人間はいずれ火を扱うにふさわしい叡智を身につけるであろうと予言し、独断で人間達に火をもたらしたのである。

「彼がいなければぁ人間という種はいつまでも肉を生で食べてぇ、寒さに凍えて生きる野獣のままだったでしょうねぇ。彼は人間という種を信じたのよぉ」

「けど、その信頼は今も裏切られ続けているぜ。人間は戦に火を使って、互いを焼き殺しているじゃねぇか。火を使えるのと使いこなしているってことの間には、深い溝みぞがあるんだぜ、お姉様」

「そうねぇ。でもぉ、誰しも最初からはぁ泳げないものよぉ。溺おぼれながら泳ぎ方を身につけるのぉ。そうやって人間は種としての成長を続けているのよぉ。一度溺れたからといって水に近づくことも見るのも嫌だと言い出すような怯きょう懦だな種族にはぁ、滅びの運命しか残されないのよぉ」

「けどよぉ、人間みたいな楽らくしたがりに、あんまり期待するのもどうかって思うけどなあ。ほっときゃあすぐに手抜きをしたり、いい加減をやったり、私腹を肥こやす連中だ。そんな輩やからに自分を律するなんて事が出来る時が本当に来るのかねぇ？」

「ジゼルぅ。あんた産まれた時から亜神だったぁ？」

「そりゃ違うけど……」

「ハーディがぁ、レレイに『門』を穿うがつ術を与えた理由……考えたことあるぅ？」

「んなの、あいつへの褒美だろ？」

　ハーディは飲み食いして食欲を満たすために、適当な娘を見つけて憑ひょう依いした。ジゼルはそれぐらいに考えているのだ。

「それだけなわけないでしょう!?」

　ロゥリィは、こめかみの辺りを人差し指で叩きながら頭を使えと言った。

「くっ……そういう面倒くさいこと言われても分かんねぇよ。そもそも何をどうやって考えろっていうんだよ？」

「ならヒントをあげるわぁ。本当にやってはいけないことは最初から出来ないように出来ているってことよぉ。例えばぁ、人間は肉の眼まなこで自分の項うなじ、後ろ頭を見られないように作られているわぁ。何故かというと、それこそが本当の意味での禁きん忌きだからよぉ」

「なんだそれ!?　馬鹿じゃねぇの？　誰がそんなことしたがるって言うんだ？　だいたい自分の後ろ頭なんか、鏡をうまく使えば見えないこともないぜ」

「そうねぇ。けれど肉の眼では決して直接見ることは出来ないわぁ。絶対禁忌とされていることは、したいとも思わないしぃ、やる価値を感じることもないようにされているのよぉ。気まぐれでやろうと思い立ってもぉ、身体の構造上絶対に出来ないわぁ」

「ま、そうだよな」

「そういうことって、実はあちこちにいっぱいあるのよぉ。その深しん奥おう部ぶにこそ世界の理ことわりがあると見て研究している賢者もいるくらいよぉ」

「わけ分かんねぇ話だなぁ。つまり考えついて実際に出来ることは、それをすることが許されてるってことかよ。近きん親しん相そう姦かんも、親殺し子殺しも、しようと思えば出来るのは、それがやっても良いって許されてるからかよ！」

　ジゼルの反応が、彼女の予測したものとほとんど同じだったこともあり、ロゥリィは嬉しそうに唇を弓形に描かせた。

「そうよぉ。お好きなようにどうぞぉってことになっているわぁ」

　ジゼルは信じられないとばかりに目を剥むいて首を横に振った。

「つまりだ。人間には、自分自身すら滅ぼす自由も与えられているってことなのか？」

「極端な話ぃそうなるわぁ。人間には、本来は全てのことを、自分で選択する権利が与えられているのよぉ」

「けどそれは駄目だろうよ、お姉様。禁じられてなけりゃ何をやっても良いと考えるような奴らばっかりだからこそ、オレ達がいるんじゃねぇのか？　人間ってのは自分が一番偉えらいって思い込むとすぐに傲ごう慢まんに振る舞う。だから徹底的に抑え込んで、下手なことを考えるような馬鹿野郎は、ぶっ殺してやらなきゃ駄目なんだよ！」

「つまり危険なのは、『門』ではなくて人間そのものってことよねぇ。危険なのはぁ『門』や剣や炎じゃなくて、人間っていう存在そのものってことになるわぁ」

「あ……」

　ジゼルは、ロゥリィが何を示し唆さしようとしているかに気がついた。

「危険な物は遠ざける。危険な物はとりあげる。危険な物は手放す。その発想の下では、人間は何もかも手放して、最後には自らそのものを滅ぼさなければならなくなるわぁ。それをしないで済むのは、自分こそが危険な存在だと気がついていないからぁ。だからこそぉわたしぃ達がぁ、人間達を抑え込む役割を担ってきたのよぉ。けど、その結果はどう？　この世界の人間は数万年の歴史を持っているけど、停滞して息が詰まって滅びそうになってる。その滅びを防ぐためにぃ、主神方はあの手この手でこの世界を滞らせまいと揺り動かしていたわぁ。ハーディがこの世界に新しい種族を呼び込んで来たのもぉ、そのためだそうよぉ。悔しいけど、向こうの世界との差を見たらそれも認めないわけにはぁいかないわぁ。しかもハーディは『門』の後始末をなんとかしてみせろって人間に押しつけて、自分は手を引いて見せた。ねぇ、ジゼルぅ、それはいったいどうしてだと思う？　人間が自ら滅びを回避することが出来るかも知れないって、認めたからじゃないのぉ？」

「無理に決まってるじゃねぇか！　この飯屋で働いている奴らだって、自分の生活の為に『門』を閉めることに反対してるんだぜ。『門』があることの方が都合のいい連中ばっかりの中で、世界のことを考えて『門』を閉じようなんて決断を下せる奴なんかいねぇよ！」

「そんなことないわよぉ。ちゃんと世界のことを考えている人間もいるわぁ」

「どこの誰だよ！」

「例えば、レレイやテュカよぉ。そしてヨウジぃねぇ」

　ハーディは世界そのものという重荷を彼らに託すことで、人間という存在そのものが、一いち階かい梯てい、上ることが出来ると考えているのだろうとロゥリィは語った。

「気でも狂ったのかお姉様!?　主上様がどうしてンなこと考えるんだよ。どうして人間なんて信じられるんだよ!?」

「あらぁ、このわたしぃが正気だったことがあると思うのぉ？　狂気を司つかさどる神の使徒なのにぃ」

　言い返したい言葉もあったがそれを呑のみ込んでジゼルは口を噤つぐんだ。言われてみれば確かにその通りだったからだ。

「愛は狂気の一形態よぉ。誰かを愛している者が正常なわけないでしょう」

「つまりだ、お姉様も奴らが成長するって思ってるわけだ……」

「自分達も世界の存在を担っているんだって自覚さえすればねぇ。自分で自らを管理する自律心。わたしぃは、それこそが世界を豊かにする鍵だと思っているわぁ。その一点で、わたしぃはハーディと同じ意見を持てる。今回のことはそのきっかけになるわぁ」

「なんでまたそんな危ないこと……」

「陞しょう神しんが近いからかしらぁ。見ているだけで手を出したくても出せなくなるって思えば、少しは成長して欲しいって思うじゃなぁい？」

「ったくよぉ、今まで通りじゃ駄目なのかよ」

　その方が楽だと頷くジゼルを見て、ロゥリィは深々とため息をついた。

「ハーディの不幸はぁ、自分でものを考えて、行動する使徒がいないってことよねぇ」

「悪かったなぁ馬鹿で」

「ヤオに言ったそうね、ハーディが白と言えば、黒い物ですら白だって。あれってぇ、自分は思考を放棄してますっていう宣言よねぇ？」

　信仰心のありようとして間違っているとロゥリィは酷評した。

　概念としてしか存在しない、幸福を約束してくれる『神』を信じるなら、その無む謬びゅう性せいを受け容れただひたすらに信じるのが正しいが、この世界の『神』はそのような存在ではない。従って使徒となるならば、その言葉に従うだけではなく、とことん問いかけていくことも必要となるのだ。

「だからぁ、あんたはぁ使い走り以上のことが出来ないのよぉ」

「じゃあお姉様はオレに、どうしろって言うんだよ？」

「まずはぁ、自分で考える習慣をつけなさぁい。そうすればハーディの真意だって見えてくるはずよぉ。その中で、自分の成すべき夢も見えてくるわぁ」

「お姉様は、随分と主上さんのことを理解してるんだな。それでいてどうして、蛇だ蝎かつの如く主上さんを嫌うんだよ？」

「わたしぃは、人間の魂を人形みたいに陳列して喜ぶほど悪趣味じゃないからよぉ」

「あの趣味かぁ……」とジゼルはポリポリと頭を掻いた。「けどよぉ、当の本人が幸せならそれでいいんじゃねぇの？」

「魔薬を売り歩いている輩が似たようなこと言ったわよぉ。真実の人生はあまりにも希望がなく、苦しみに充ち満ちている。だからこそ偽りの幸福と知りつつもそれに浸ひたりたくなるんですって。ハーディの陳列棚で味わえる幸せはそれと同じよぉ。あんな嘘の幸福に浸らされたらぁ、魂の力はどんどん衰えちゃう」

「だから主上さんが気にくわないって？」

「力のある魂をハーディが集めまくって陳列棚に並べているせいで、ろくでもない奴らばっかり増えちゃってるのよぉ！　だからこそぉ世界は活力を失っていくんじゃない!?　いつかハーディの陳列棚から人形にされた魂達を解放してやるんだからっ！」

　ハーディが外の世界から様々な種族を呼び入れるのも、自分のコレクションを増やすためではなかろうかとロゥリィは疑っていた。

「そういうエムロイだって、戦いで死んだ人間の魂を掻き集めてるじゃんか」

「ハーディのところに行ったら救われないからでしょ！」

「冥めい府ふに行くのが救われないって……そこんところに見解の相違があるよなぁ。つまりは、オレはいつかはお姉様と戦うしかないってことか？」

「いつでも相手してあげるわぁ。けれどぉその前に借金を全額返済してぇ、もう少し気品というものを身につけてからになさい。いい？」

　ジゼルは舌打ちすると悔しげに頬を膨らませた。

「お姉様だって、特殊な喋り方してるじゃねぇかでございます」

　なかなか直らない言葉遣いには、ジゼル自身も閉口しているようであった。

　こればかりは気性というか性分なのだからしょうがないとロゥリィも思うが、畏かしこまる必要のある時くらいは畏まれるようになってもらわなければ、使徒全体の評価に関わるのである。

　さて、どう宥なだめ、窘たしなめ、ジゼルに発破をかけようかと考えていると、貴賓室の入り口から突然声をかけられた。

　振り返ると「これ、どう思う？」と、おしゃれな服装に身を固めたテュカが、私服姿の栗くり林ばやし、富田の二人を引き連れて立っていたのである。




　テュカは東京ガールズ・コレクションのモデルのような歩き方で貴賓室に入ってくると、くるっと一回転してからポーズを決め、ロゥリィに論評を求めた。

　ロゥリィは自分のおとがいを軽く摘つまんだ姿で、どれどれと非常に厳しい視線を浴びせながらテュカの周りを一巡りする。

　化粧は極力薄く。元々テュカの肌は綺麗なのでほとんど手を加える必要は無いのだが、それでもこれだけはと主張するかのように、桜貝のような繊せん細さいなピンクをリップに塗り、テュカの女性らしさを引き立たせていた。

　その代わりなのか、髪には充分に手間がかけられている。

　蜂はち蜜みつが流れているように見える髪は、わずかな光を浴びただけでも黄金こがね色いろに輝くのだが、その先端が艶なまめかしく媚こびるようなピンク色に染められていた。

「これ、どうしたのぉ？」

　まるっきり染めてしまうには勇気が必要なので、髪の端の方だけを染めて、問題があればほんの少し切るだけで元通りに出来るようにした、とテュカは語った。

「お父さんの愛読書に出てくる人物の姿を真似てみたの」

　要するにコスプレである。

　ロゥリィは「ふ～ん」と呟きながらさらに細部を確認していった。

　指先は爪を綺麗に磨き上げ、マニキュアを施している。色は唇に合わせた真珠のように輝く淡いピンク。カジュアルなシャツは、身体にフィットして見事にテュカのスタイルを浮き立たせている。その上に紗うすぎぬのブラウスを纏うことで、ふんわり感がゴージャスな雰囲気を演出していた。

　ボトムは普段穿はいているローライズはやめて、ぴったりとした革のミニスカートを着用。

　その下にはレースのストッキング。テュカのきゅっと引き締まった腰回りとすらりとした脚の線、特にスカートの裾すそから姿を現すガーターベルトが縦断する絶対領域は、眩まばゆいばかりに強調されていて非常にセクシーと言えるだろう。

　これが、テュカの勝負服であった。

「うん。いいわねぇ」

　ロゥリィはテュカにＯＫサインを出した。

「頑張ってよぉ」

　どこからともなく現れたレレイも、テュカのファッションを無表情に眺め、「これを装備に追加」とテュカの耳じ朶だに真珠に似た白い宝玉のピアスをとりつけ、彼女を鼓舞する。

「貴女が主戦力。戦果を期待する」

「うむ、なかなかだ」と、レレイと共にやって来たヤオも頷いた。「これで反応しないような奴は男ではないな。これであの男も生なま唾つばを呑み込むであろう。もしかすると押し倒されてしまうかも知れないぞ」

　だが、この言葉を耳にした途端、ロゥリィ、テュカ、レレイの三人は揃って視線を地面に落とした。

「それでも心配なのがぁ、あいつなのよぉ」

「時々、生身の女に興味が無いのかしらって思う時があるのよね」

「非常に心配」

　予想もしていなかったそれぞれの反応に、ヤオは慌てて取り繕った。

「いや、でも、いくら何でも大丈夫なのではないか？　此この身が男ならテュカ殿に迫っているぞ」

「あんたがぁ男ならそうでしょうねぇ。でも、あんた、あいつから手を出されたことあるぅ？」

　ロゥリィ、テュカ、レレイの三人は何とも形容しがたい微妙に重たい空気に包まれ、ヤオもそう言われてみればと呻うめいた。

「う……それは確かに。いろいろと迫ってみたことはあるが、手を握られたこともない」

　翼竜にタンデムで乗った時の絡み合いが、ヤオにとっては伊丹との最接近である。

　あの時の触れ合いはとても心地が良かった。お互いの距離がとても近づいたように感じられ、その後の展開もいろいろと期待していたのである。だが、それ以来、距離はさっぱり縮まらなかった。かえって疎そ遠えんになってしまったのかと思うほどだ。

　普通の男なら、身体に触れることを許されたと思ったら、顔を合わせる度に下心の籠こもった手を伸ばして来るとか、誘いをかけて来るとかするはずなのだ。

「だがそれは、彼が性格的に奥手だからではないのか？　時間をかけて距離を詰めていけばイタミ殿とて……」

　ヤオはそう考えて、心の安定を図っていた。

　だがレレイは冷たく言い放つ。

「その時間はない」

「どうして？」と物分かりの悪いヤオにロゥリィは告げた。

「『門』の件があるからよぉ。そして今のままだと、ぎりぎりのところで逃げ出しかねないのよぉ彼奴あいつはぁ！」

『門』を閉じる際に、伊丹の身柄は特地側に留め置かれることとなっている。だがそれは日本政府と取り交わした約束であって、伊丹自身の選択ではない。趣味のために仕事をしていると言い放つ男だけに、強しいられたら「いやだ、俺は帰る」と言って逃げ出す恐れは充分にあった。

　もちろん、だからといって手放すつもりは毛頭ない。だが伊丹が本気で逃げ出したら捕まえることが果たして可能か、ロゥリィ達にも不安が残るのである。

　それに出来ることなら自分で、こちらに残るという選択をして欲しい。それが女心というものなのだ。

　しかも、伊丹が向こう側を離れがたく思う理由の一つに「同人誌即売会に行けなくなるから」と言うものがある。彼女達にはそれが何より気にいらなかった。

「いい、二人とも。紙に描かれた女の絵なんかにぃ、負けるわけにはいかないのよぉ！」

　ロゥリィの差し出した手の甲に、テュカ、レレイも自らの手を重ね、えいえいおうっ！　と気勢を上げる。そう、これは女のプライドをかけた勝負なのだ。

　これに勝つためであれば、個人としての勝利や独占欲は棚に上げることが出来た。

　三人がかりで、伊丹を心身共に虜とりこにするぐらいのことはしなければならないのだ。一時的に誰が優位になるかは、些さ細さいな問題でしかない。最終的な勝利は、伊丹を特地に残らせてから、時間をかけてゆっくりと手にすればいいのである。

　もちろん、それは裏を返してみれば、三人がかりでないと絵に描かれた女に勝てないという危機感の現れではないかと指摘することも出来るのだが……当然のことながらそれは無ぶ粋すいなことである。

　いずれにせよこれは、「自分は伊丹の所有物」という立場に安住してしまっているヤオには感じられない類の危機感であった。とは言えヤオにも状況は理解できたので、自分なりの提案を試みた。三人がかりではなく、自分も含めた四人がかりではどうかという提案である。

「だったら、こんな手ぬるい色仕掛けではなく寝台に忍ぶと言うのはどうだろう？」

　レレイの魔法で監視に立っている警けい務む官かんを眠らせ、あの手この手を使えばいいのではないかとヤオは言う。そして、そういうことなら自分が大いに役に立てるだろうとまで宣のたまった。

　だがロゥリィは「ふっ……」と鼻で笑い、認識が甘いと告げる。

「それは無理の上に無用。ついでに言うとかえって嫌がられる」

　監視を眠らせたりすれば大騒ぎになるとレレイは言った。

「それにお父さんは、貴女のような遣り方で迫られるのは苦手なのよ。気がつかなかった？」

「えっ……まさか!?」

　レレイは、伊丹が購入し、よく読んでいる同人誌、小説、漫画などを分析して分かる伊丹の嗜好を語った。

「彼がこちらに持ち込んだ絵草紙漫画・同人誌、物語の挿絵ライトノベルのイラスト等から、調べることの出来た二千四百七十八点を比較検討した結果、彼の嗜し好こうには一つの傾向があることが判明した。彼は色気で迫る女性をあまり好まない。あくまでも気持ちで迫る必要がある。そしてその方法も問題となる。気持ちを素直に伝えるよりも、気持ちとはまったく裏腹な態度で攻撃的な言動をしたり、気持ちを伝えようとするけれど不器用なためにうまく表現できなかったりするのを好む。また好意が過度になり相手の全てを支配しようとするとか、精神的に常じょう軌きを逸いっしてしまうような言動も好みの範囲に入るらしい。ひねていて素直とは言えない態度の持ち主が、好意を持っている相手にだけ素直というのも良い。ただしこれは短期決戦には向かない」

「ええっ、そんなっ！　嘘だ！　嘘だと言ってくれ！　それでは此の身のしてきたことは……」

「そう。かえって嫌がられていた可能性が高い」

　ヤオは残酷な宣告を受けて崩れるように膝をついた。

　それは裏返してみれば、自分が他者に追随できない色気の所有者であることを自負し、密かな優越感に浸っていたことを意味している。

　そんな傲慢さをロゥリィは静かに冷笑した。

「い、色気を嫌がる男がこの世にいるなんて」

　ヤオの絶望ぶりがあまりにも可哀想だったのか、テュカが慰めの言葉をかける。

「色気を持っているのが駄目なんじゃないのよ。それを使って迫るのが駄目って事」

　例えば、食堂で働いていたデリラなんかは、ヴォーリアバニー特有の大変な色気の持ち主であった。だが言動の雑さと鉄てっ火か肌はだがそれを薄めていたため、伊丹も気安く接していたのだ。

　もし、そんな彼女がしおらしく恥ずかしさに耐えながら迫ったら、非常に効果的だっただろう。

「彼の好意を容姿のみで引き寄せようとするのは無意味。ヤオに可能性があるとするなら、色気を普段は隠しておいて、さりげなく彼のみにぶつけるのが最も効果的と思われる。けど……今更手遅れ」

「そうだったのか、そうだったのか。そうと分かっていれば、くそっ！」

　ロゥリィは苦笑のような微笑みを浮かべ、打ち拉ひしがれている自分の信徒を「立ち直るのに、少し時間がかかるわねぇ」と見棄て、テュカを振り返った。

「テュカぁ、貴女の選んだ戦術はぁ？」

　するとテュカは、「これよ」と少し大きめのバッグを抱えあげた。

「何それぇ？」

「お父さんの肌着とかタオルとかよ。そしてあたしの作ったお・弁・当♥」

　この一言に、ロゥリィはガツンと脳天を殴られたような表情で後ずさり、その手があったかと手を打った。

「レレイから、ヨウジがビョウインの食事はまずいって文句を言ってた、って聞いたから作ってみました。手料理って効果あるって思わない？」

「なるほどぉ、家庭的なところを出すってわけねぇ」

　派手な格好をしながら、その実中身はとっても家庭的というギャップ萌もえを狙う戦術である。

「それは良い手。生まれ育った環境や前妻の気質から見ても、彼は家庭的な雰囲気には慣れていないと思われる。手料理、着替え……甲か斐い甲が斐いしい世話の得点はとても高いはず。テュカの持つきらびやかさとの差がそれを引き立てる」

　実際、伊丹が父親代わりにテュカから世話を焼かれていた時、伊丹はまんざらでもなさそうな視線をテュカへと向けていた。そんな健気けなげさに絆ほだされたからこそ、伊丹はテュカのために命がけの炎龍退治に立ち上がったと見ることも出来るのだ。

「料理かぁ……わたしぃはぁ、得意な分野が偏かたよっているのよねぇ」

　丸焼き系の料理は作れるが、細かく切ったり、煮炊きするのは苦手だとロゥリィは語った。

　それを聞いたレレイは、ロゥリィが大きな毛長牛か猪いのししを、丸焼きにしている光景を想像した。

「それを料理と呼称するのは抵抗を感じる」

「食べられるようにするんだからぁ料理でしょぉ！　それを言うレレイはぁどうなのよぉ！」

「出来る。得意」

　だが、レレイが得意という言葉を発した途端に、突然現れた誰かが「へっ」と鼻で笑い飛ばした。

「食事など栄養が摂せっ取しゅできれば良いとか言って、全然関心無かった癖によく言うわい。自分の舌に自信がないから処方箋レシピ通りにしか作れん。だから魔法の薬の調合みたいな調理法になる。しかもレパートリーが三種しかないから、毎日同じ物が出て来ることになるんじゃ」

　突然、ふらりとやってきたカトー老師が皆の前で立ち止まると、レレイの料理を暴露した。

　ロゥリィは、レレイが料理という名の魔法の実験をしている風景を思い浮かべた。

　天てん秤びんに分銅を載せて、塩などの調味料の量を計測。煮立てる時間は砂時計を用いて計り、食材は物差しで測って正確なサイズに切断する。さらにフラスコやビーカーでもってソースを煮詰めて、スープは鉄の大鍋にコウモリの羽だとか、イモリの黒焼きといった得体の知れない物を次々と入れて、太い木の棒で妖あやしく煮立っている謎の物体をかき回して作るのである。

「それぇ、食べられるものになるんでしょうねぇ」

「無論。師匠で実験済み」

「確かに食えることは食える。だが、四日で飽きて十二日目で苦痛になること請け合いじゃよ。正直、儂はもうコダ村には帰りたくない。またこの娘と生活するかと思うと気が重くてならん。きっとここの種類豊富で、美味い飯に慣れてしまったせいじゃな」

　レレイは、ほとんどの仕事を自分達に任せて全くと言って良いほど外に出てこない癖に、こういう時に限って姿を現す師匠に向けて、空気をボール状に圧縮して思いっきり叩きつけた。

　だがカトー老師は老人とは思えない軽やかな動作でひらりと躱かわし、「正確な攻撃じゃ。だがそれ故に予測しやすいのぅ」と言い放った。

「処方箋レシピが足りなければ増やせばよい」

　レレイは空気を集めて二個目のボールを作ろうと身構えた。

「料理の方法を学ぶのに時間を割くのはもったいない、栄養が取れれば良いと言っていた娘が、今更よく言うわい。色気づくと女ってのはこうも変わるものなのかのぅ？」

「くっ……変わって何が悪い!?　師匠みたいな大人に言われたくない！」

　再度空気のボールを投げつけるレレイ。

「む、儂にも見えるぞ。そこだ！」

　カトーは魔法の杖を大きく振りかざすと、それを打ち返した。

　スパーンという音とともに、空気のボールはレレイの耳元を掠かすめて、食堂の戸口から彼方かなたへと飛んでいった。

「ふむ。ほうむらんという奴じゃな」

　研究室に隠れていたはずなのに、何をやっていたのかと大いに疑問に思えて来る言動である。

「儂が研究室に籠こもっていたじゃと!?　子供の教育やら面倒ごとは全部儂らに押しつけて、仕事やら探索やら男やらにかまけておった奴らに言われとうないわい。こっちは子供の遊び相手までせねばならんかったのじゃ。ま、おかげでニホンという国の『あにめ』やら『げーむ』やら、『すぽーつ』とやらにも触れることが出来たがな」

　老師はそう言い残すと、「まだまだ修行が足りんな、ふははははは」と声高らかに笑いながら、料理長から受け取った酒瓶を担かついで去って行った。

　後には、屈くつ辱じょくでプルプルと身を震わせるレレイが残されていた。




　一方、立ち直ったヤオは、関わればまた傷ついてしまう可能性の高い話題から自分を遠ざけようと、栗林と富田に声をかけた。

「珍しく私服とは、クリバヤシ殿とトミタ殿は外出か？」

「そうよ。どうしても伊丹隊長のところに富田を連れて行きたかったんで、テュカの付き添い番を代わって貰もらったの」

　栗林は、私服の懐ふところに隠したＰＤＷ（個人防衛火器）ＦＮＰ90をちらりと見せると、あたかも連行するかのように引きずっている富田にその銃口を突きつけた。

「トミタ殿を、イタミ殿のところに？　それは何かの任務か？」

「ううん。こいつこの間さあ、死亡フラグを立てちゃったのよ。このままにしておくと、石に躓つまずいただけでも死ぬかも知れないから心配でしょうがなくって。だから隊長のところに連れてって、フラグをへし折ってもらおうかと思ってるの」

　すると富田は迷惑そうに抗議の声を上げた。

「別に、大丈夫だって言ったろ？　だいたい死亡フラグってのが本当にあるんなら、伊丹隊長に会ったぐらいでなんとかなるのかよ!?」

「なるわよ！　隊長より詳しそうなのが側にいたからお伺いをたてたのよ。そしたら、その手の厄やく種だねは隊長に押しつけるのが一番なんだって。つまり一種の身代わりね」

「お、押しつける!?」

　富田は、栗林の言いようを聞いて額にじわりと脂汗が浮かぶのを感じた。

「そ、それは酷くないか？　だいたいどうやったら厄を移せるって言うんだ」

　すると、ロゥリィが災厄を避けるために必要とされる儀式について簡単に説明した。

「トミタの前で、ヨウジぃに死亡ふらぐとやらを立てさせればいいのよぉ。そうすれば厄はヨウジぃに移ることになるわぁ」

　どうやら、伊丹に死亡フラグを立てさせればよいと嗾けしかけたのは暗黒神の使徒のようである。

「た、隊長に厄を押しつけろって言うのかよ？」

「それが嫌なら、富田が婚こん姻いん届とどけを出すって手もあるんだって。死ぬ前に結婚しちゃえば、フラグの前提が成立しないから、フラグは折れたと考えても良いでしょ？」

　栗林の確かめるような視線に、ロゥリィは軽く頷いた。

「でも、ボーゼスは今イタリカだよ！　すぐに婚姻届なんか用意できねぇよ！　だいたい帝国人との国際結婚ってどう手続きするんだ？」

　言い返す富田に、栗林がおずおずと答えた。

「しょ、しょうがないから、とりあえずはあたしが妻ってことで届け出をしましょう。言って置くけど、これはあんたの無事のために出すんであって、別にあたしがあんたと結婚したいってわけじゃないんだからね」

　栗林は自分の覧に署しょ名めい捺なつ印いんを済ませた婚姻届を取り出した。何故か知らないがその顔は真っ赤である。

「そ、それは駄目だろう！　俺はボーゼスと結婚したいってのに、お前との婚姻届を出してどうすんだよ！」

「ちっ、駄目か」

「駄目か、じゃないっ！」

　栗林は悪戯いたずらの露見した子供のように舌打ちすると、婚姻届を大事そうに畳たたんで懐のポケットに押し込んだ。その様子を見ると、婚姻届を破棄するつもりはなく、別の機会に使用する心づもりがあるようだ。あきらめが悪いとも言える。

「じゃあ、やっぱり隊長のところに行くしかないわね。隊長に死亡フラグを立てて貰うわよ」

　死と結婚という言葉が一つの文脈で語られる意味が理解できなかったテュカ、レレイ、ヤオの三人は、「何の話？」と詳しい解説を栗林に求めた。

「戦闘に突入する前に『この戦争が終わったら結婚するんだ』とか、『今度子供が産まれるんだ』とか、その手の発言をした兵士は、必ず戦死するって言われているのよ。『ここは俺に任せて先に行け』っていうのもダメらしいわ」

　ヤオはお守りをぶら下げている胸に手を当てて、「……験げん担かつぎ、ジンクスと称されるものだな。確かにそれは大切だ」と頷いた。

　そして「此の身も、日々護符の強化を図っているぞ」と日頃からどんなことを心がけているかを説明した。具体的には、複数の五百円玉を用いた護符を作ったらしい。

　レレイは、「もう、三み日か夜よは済んでる。すでに結婚しているのだから、今更結婚するという発言をさせても意味は無い」と唇を尖とがらせた。だが、彼女の発言は何故か皆からスルーされてしまうのである。

　テュカは「お父さんに死亡ふらぐを立てさせてどうするのよ」と、少し青ざめた。そして、ロゥリィの袖を引いて栗林達から少し離れると小声で問いかける。

「ねぇねぇ、大丈夫なの？」

　するとロゥリィは、駄々をこねる子供を宥なだめるように返した。

「エムロイの使徒の立場で言うと、死亡ふらぐなんて関係ないから心配はいらないわぁ。でも物は考えようよぉ。これって絶好の機会なのぉ」

「どういうこと？」

「結婚……再婚なんてぇ考えてもないって態度のヨウジぃに、たとえ嘘でも『この戦争が終わったら、結婚するんだ』って言わせることに成功したらぁ、身近にいるわたしぃ達のことを、そういう意味で意識させることになるって思わない？」

　テュカは「そうかな？」と首を傾げた。

「ほんの少しでいいのよぉ。でも、その少しがきっかけとなるのよぉ」

「でも、お父さん。自分が危なくなるって分かっててそんな言葉、口にするかしら」

「大丈夫よぉ。ヨウジぃは部下思いな奴だしぃ、自分は戦場に出ないでベッドで寝ているだけって思ってるからぁ、いろいろぶちぶち言いながらも、きっとこの戦争が終わったらぁ結婚するって口にするわよぉ」

　テュカは富田にチラと視線を送りつつ「……そ、そうかもね」と答えた。

「人間って、よっぽどの屑くずでないかぎりはぁ、たとえ嘘でも誰かに向けて口にした言葉には縛られるのよぉ。そしてヨウジぃは屑じゃないわぁ。だからこれはもの凄すごく意味のあることなのぉ。嘘から出た実まことって言葉もあるでしょ？」

　テュカは納得したように大きく頷いた。

　伊丹に嘘でも良いから今度結婚するんだと言わせることの重要性を理解できたのか、「嘘から出た実」という言葉を何度も呟いている。

　傍かたわらで聞いていたレレイの「その論理には破は綻たんがある。そもそも三日夜が成立しているから、結婚する宣言に意味はない。死亡フラグも発生しない」という主張は、またしても皆から無視されてしまった。

　レレイは相変わらずの無表情だが、どことなく不満そうな雰囲気を体中から放っていた。

　時計をチラと見た栗林が、「そろそろ行かないと」と言い出す。

「と、とにかく無事に隊長のところまではたどり着けますように！　はらいたまえっ、きよめたまえっ！」

　栗林は、ロゥリィに向けてパンパンと柏かしわ手でを打つと両手を合わせた。

　それを見た富田も、ロゥリィに向けて「ボーゼスと結婚できますように」と呟いて柏手を打つ。死亡フラグ、何それ？　と気にしてないそぶりを見せながらも、少しは気にしているらしい。

「そのカシワデって儀式はぁ、何度されても慣れないわねぇ」

　気分はいいけれど、とロゥリィは苦笑を見せ、栗林達の祈りを受け止めて掌を二人に向けた。

「戦士達が、道中の危険を察知し、避け、苦難に耐え戦い抜くことが出来ますように」




　皆が去ると、レレイだけが食堂の貴賓席に残された。

　書き入れ時の終わった食堂内には人ひと気けがない。しかも貴賓席は店の奥にあり、外の騒音が入り込まないため大変に静かなのだ。考え事や書類仕事、小説の執筆にはうってつけの環境である。

　レレイはテーブルの上いっぱいに書類を広げると、書かれている文字の細部を見比べ、書き込んでは消し、消しては書き込むという作業を繰り返した。

　こうして書物や書類に向かっているレレイの姿は、このアルヌスでよく見られるものだ。

　研究室に籠もって一人で黙々と書物を読んでいるという印象の強い彼女だが、実のところは机に向かっているより、静かな野外で書物を読むことを好むからだ。

　だが「ふぅ……」と小さなため息をついたり、頭を掻きむしったりする姿となると、滅多に見られるものではない。課題の解決にかなり苦心していることが分かる。

　何度やっても数字の合わない電卓での計算を諦め、レレイは丸い小石を溝みぞにならべる特地の原始的なそろばんを取り出し小石をつついと指先で弾はじいた。

「だいぶ、お悩みのようですね」

　そんなレレイの前に、湯気をあげる香茶のカップを置く料理長。

　かちゃりと甲かん高だかい音も小さく抑えて差し出された白はく磁じのカップは曇くもり一つなく、浅あさ黄ぎ色いろの透き通った液体で満たされていた。

「難しい問題が山積している。その解決をしたい」

「それは、どうやって皆を納得させるか考えてらっしゃるからでしょ？　『門』を閉じるのをやめちまえば楽になりますよ」

「そういうわけにはいかない。このままでは大変なことになる」

「けどその大変なことだって、今日とか明日に起きるんじゃないんでしょ？　だったら何も今、皆が嫌がることを無理にする必要はないって思うんですけどねぇ」

「その考え方は間違っている。事態の先送りは問題を大きくするだけ」

「正しいことは、今すぐにしないといけないって意味ですか？」

「違う。皆が嫌がっているのは『門』を閉じることではなく、『門』を閉じる影響で生活が変わること。ならば考えるべきは、生活を変えないで済む方法」

「そんなもの、あるんですかねぇ？」

　料理長の訝いぶかしげな言葉に、レレイはカップの中身を啜すすりながら「素そ案あんがある」と言ってびっしりと書き込みでいっぱいの書類を彼の前にならべた。

「開拓民を募つのっていくつかの村を新規に造り、それぞれの村の中心地に自分達の街を造るという計画を考えている。そこに皆の働く場所を創る。その街でなら、このアルヌスと同じ生活を続けていくことも可能」

「まさか!?　もしかしてこのアルヌスみたいな街や村を、あちこちに造っちまおうって言うんですか？　俺たちの俺たちによる、俺たちのための街を!?　そんな勝手をニホンが許すって思ってるんですかい？」

「許される。このアルヌスには日本という国の『州』という自治体が置かれる予定。日本の制度では、それらの自治体政府は、日本国籍を有する者が選ぶ代表者によって運営される。この土地に住む日本国籍を持つ者とは、私達のこと。つまりこのアルヌスは、ここに住む私達のものという意味」

「ええっ!?　ニホンから代官とか総督とか領主が来て支配するのと違うんですかい!?」

「最初は、行政長官が来る。けれどいずれは、今説明した方式へと移行されていく」

「そんなのあり得っこないですぜ。絶対に無理だ。だいたい村や町なんて代しろ物ものをどうやって造るってんですかい!?」

「もともと組合は、コダ村の再建計画を立てていた。それを大規模に行えばよい。お金はいくらあっても足りないけれど、上手く切り詰めればなんとかなる。住民も種族を問わず募集する。きっとあちこちから多くの種族が集まる。ドワーフ種も、セイレーン種も、エルフもキャットピープルも、ヴォーリアバニーも。様々な種族がこの地に興味を持っている。もちろんヒト種も。あとは実行するだけ。これならば、『門』がなくなっても大丈夫と皆を説得できる。困難な事業だけどやる価値はきっとある」

「……初耳ですぜ。どうしてその話をもっと早くにしなかったんですかい？」

「日本の政府と条件交渉をしていた。確かなことが言えないのに、皆をぬか喜びさせたくない」

「けど、そんなのうまく行くはずがないですぜ。だいたいそれだけ美味い話があるってのなら、腹黒い連中が入り込んで来て、しっちゃかめっちゃかにされちまうでしょう？　このアルヌスだって、最初の頃はいろいろあったじゃありませんか!?　それを何カ所も一度にだなんて、思ったように行くわきゃない！」

　料理長は、首を横に振る動作を繰り返して、あたかも自分に言い聞かせるように「うまくいくわけない」と繰り返した。

　それは、いい話があると持ちかけられた儲もうけ話を、理解できないから悪徳商法だと頭から決めつけて断ろうとする、新米商人の姿に似ていた。

　一般消費者が悪徳商法の被害に遭あわないようにするためならば、その対応は正しい。

　だが商人であるなら、舞い込んでくる儲け話を頭から拒絶して耳を貸さないようでは失格と言えよう。

　ましてやこれは物の売買にまつわる話でなく、自分達の将来を決める重要な提案なのだ。分からないから最初から耳を貸さないという態度をとれば、自分の未来を自分で決める権利を放棄するのに等しい。それはつまり、他人に良いように操られることを意味しているからだ。

　もちろん、料理長のみを責める訳にはいかない。

　レレイの語った内容はあまりにもスケールのでかい話で、普通の特地人に理解できるものではないからだ。いみじくもレレイ自らが語ったように、じっくりと丁寧に話をして、相手の理解度に合わせて説明をする努力が必要となる。

「だからこその『門』。『門』が閉じられている間に、しっかりとした土台を固めてしまえばよい。最近になって増えてきた戦災難民対策にも繋つながるから、賛同を得やすい」

　だがレレイはレレイで、物事を説明するのに言葉が少な過ぎるという悪あく癖へきを持っていた。しかも頭の回転の速さが悪い方に働いて、すぐに話題が次のことへと飛んでしまうのだ。

「……ところで、これは何？　はじめて飲んだ」

「そ、それはナルコという香草でさあ。極北の草原でしか手に入らない珍しいものらしいです。この間、行商人が持って来ましてね、試してみて欲しいっていうんで仕入れてみました。どうです？」

「ナルコ？　聞いたことがない」

　レレイは頷くと、さらに一口含ふくんだ。

「よい味と香り」

　レレイにしては珍しく、うっとりとした表情を作る。

「気に入ってもらえたみたいでよかった。レレイさんですら知らないものがあったんですなぁ。もしご存じだったらどうしようかと冷や冷やしましたよ。実はナルコっていうのは、眠りを誘さそう薬草なんですよ」

　途端にカップが床に転がって、レレイがテーブルの上に倒れ込む。

　床や書類が、こぼれたナルコ茶に浸されて薄緑に染まっていった。

「効き目もばっちりだ」

　木の床を蹴ける靴音が近づき、三つの影が小さな寝息を立てるレレイを覆った。

「この娘がそうなのか？　噂で聞いただけではどんな女丈夫かと思っていたのだが、見れば年若い小娘だ。拍子抜けしたぞ」

「しかしながらメトメス殿、この娘もまた炎龍討とう伐ばつの英雄の一人なのです」

　パナシュは侍じ従じゅうに扮ふんしたディアボに向けてそう説明すると、手早くレレイの足首、両腕を縛り上げて猿ぐつわを噛かませた。

　ただ力任せに縛るのではなく、血の巡りが止まらないように慎重に力の入れ具合を調整している。しかも衣服の裾が乱れないようにという配慮をするのも、パナシュが女性だからであろう。

「確かに。この土地に自分達の国を作ってしまおうとは、とんでもなく壮大な気き宇うの持ち主ですねえ……いや、気宇の持ち主だ」

　ディアボを演じている侍従メトメスの感心したような物言いを、ディアボ本人は鼻で笑い飛ばそうとして失敗した。彼もまた、レレイの語った言葉を妄もう想そうと笑い飛ばせない何かを感じていたからである。

『門』を失うからには日本との商売も終わる。商あきないの規模を小さくするしかないと、皆が悲観的になって項うな垂だれていく中で、いっそのことこの新天地に街や村を興おこして、自分達の住みやすい環境を作ってしまえという大胆な構想力に圧倒されたのだ。

「こういう出会い方でなかったら、この娘に『政まつりごと』について意見を語らせてみたかった」

「この歳で導師号を得た賢者です。きっと、帝国の柱ちゅう石せきとなってくれたでありましょう。今からでも遅くないと思いますが？」

　今が後戻りする最後のチャンスであることを、パナシュは軽く仄ほのめかす。だがディアボは誘惑を振り払うように言った。

「いや。我々に残された道は、最早これしかない」

「箱の方も用意は出来てますぜ」

　料理長が、一辺が一・五メートルほどにもなる木箱を持ち出してきた。

　中には、マシュマロサイズの発泡スチロールが緩かん衝しょう材ざいとして大量に詰め込まれている。

　俺も手伝おうと言ってレレイに手を伸ばそうとしたディアボだったが、パナシュは殿方のお手を煩わずらわせるには及びません、と拒否した。

「もしかして俺に、他の女を触らせたくないとか思っているんじゃないだろうな？　こんな小娘だぞ」とまんざらでもない表情となるディアボ。

　見透かされまいとしているパナシュをマジマジと見て苦笑し、「まぁいい、そなたがなすが良い」と手を引っ込めた。

　パナシュはレレイを胎児のような姿勢に折り曲げると、壊れやすい陶器を扱うかのように箱に詰め込んだ。魔導師の杖を斜めにしてどうにか入れると、さらに上からざらざらと緩衝材を追加し、被せてレレイをその中へと埋める。

　木の蓋ふたを被せて、釘を打ち込んでいく料理長。

　だがディアボは、「ちょっと待て」と料理長の作業を止めた。

「そんなにきっちりと蓋をして空気は通るのか？　娘を窒ちっ息そくさせては元も子もないぞ」

「心配性だね侍従さん。見ての通り箱は隙間だらけだから大丈夫ですぜ」

　実際、木箱の造りはとても粗あらく、棘とげが毛け羽ば立だっている。

　板と板の間には一センチ近い隙間が出来ていて、料理長はその隙間を埋めないように、ぺたぺたと壊れ物、天地無用、手て鉤かぎ使用禁止、水濡れ注意といったシールを貼っていった。

「そうか。分かった、蓋をするのはこちらに任せろ。他にしなければならんことをしてくれ……」

「分かりましたメトメスさん。後はお任せします。俺はその間にこっちを片付けます」

　すると料理長は、金槌と釘をディアボに渡し、自分は店の一般席に向かった。

　ディアボも、後のことをメトメスに任せるとパナシュとともに後を追う。

　料理長はカウンターに突っ伏しているメイアに向けて書類を突きつけていた。

　それは、ＰＸに品物を納めている会社に返品する際の書類である。送り先は、組合の取引先として許可を受けた日本企業。それだけにＰＸからの返品の際は、ゲートの検問でも木箱を開いて中身を見ることはない。組合も今やそれくらい信用されているのだ。

「ほら、返品の送り状だ。サインしろ」

　顔を上げるメイア。その顔は、泣いているような笑っているような、苦しんでいるかのような複雑な表情で覆われていた。

「本当にやるニャ？」

「もう後には引けないってことは分かってるだろ？　これがうまく行きゃ『門』を閉じるのは先送りになる。お前が気にしている男とも離ればなれにならなくて済むだろ？」

「ううっ……でも、こんなのは最低の恩知らずがやることだニャ」

「何言ってるんだ？　これはレレイさんの身を守るためでもあるんだぞ。レレイさんは必ずゾルザルに狙われる。ならどっかに隠す必要があるだろう？　しかも誰にも分からないようにな」

「でも、何で荷物みたいにして、ニホンに送る必要があるのかニャ？」

　するとディアボが、メイアを誘惑するかのように囁いた。

「この地に安全な場所などないからだ。『笛吹き男バイパー』だったか？　あの炎龍を討ったことで名高いイタミですら、手を退かせるのにゾルザルを締め上げるしかなかったと聞くぞ。そんな奴をゾルザルがもう一度雇ったらなんとする？　きっと無事では済むまい。だが出入りが厳重に管理されている『門』の向こうならば、絶対にゾルザルの手は届かない。安全だ。違うか？」

「それはそうだけど、それだったらレレイさんとちゃんと話して……」

「それでは『門』を閉じるのを止めさせることは出来ないではないか!?」

　その通りだと料理長も追従した。

「だから俺達がやるんだ。俺達ならレレイさんを守れる。そして『門』も残る。一石二鳥だ。泥を被るのだって恩返しのウチだ。確かに良心は痛むかもしれないが、後できっと感謝される。だから手伝え」

　料理長の言葉にメイアは、凍こおり付いたように動きを止める。

　悩んでいるのだ。だが、有無を言わせない二人の説得に、おそるおそる手を伸ばし、震える手で差し出された書類にサインした。ペンを置くと、ついにやってしまったという体ていで、カウンターに突っ伏した。

「これでよし。では、『ちゅうごく』に連絡をするとしよう」

　ディアボはそう言うと、懐から携帯電話を取りだした。

「ここを押して、これを押したら」と、よく分かっていない様子で何度か間違いながら操作していく。そして「繋がったか？　まぁいい。話して見ろ」とパナシュの耳に押し当てた。

「侍従殿。さかさまです」

　そう指摘されて「そんなことは分かっている」と慌てて直すディアボ。

　パナシュは盛大にため息をつきつつ、携帯電話を受け取ると習い覚えた日本語で話しかけた。

「こちらディアボ殿下の代理の者だ。『玉ぎょく璧へき』の荷造りは済ませた。繰り返す、荷造りが済んだ。約束通り、目印をつけて荷馬車に載せて発送するので、受け取りの手配を頼みたい」

　そんなパナシュの声を聞いていて、どうやって中国に荷を受け取らせるのかが気になった料理長は、ディアボに身を寄せて小声で尋ねた。

「このまま送りつけたら、宛先に連絡とは違う荷が届いて、ちょっとした騒ぎになっちまうと思うんですけど、どうやって目的の相手に荷を受け取ってもらうんで？」

「荷が運搬中に盗賊なんかに奪われたりすることは、よく聞く話だが、向こうでは起きないか？」

　料理長は「なるほど」と頷いた。

「けど、中身はナマモノなんですからね。出来る限り穏おん便びんに頼みますよ」

「分かっている。あの娘を傷つけるのは俺の本意ではないのだからな。きっとそのように伝えさせよう」

　ディアボは、メトメスが木箱を台車に載せて運んでくるとニヤリと微笑むのだった。





　　　　　＊　　＊






　特地と日本との往おう来らいは厳重な管理下にあって、日本人だろうと特地人だろうと自由に通行できる状況ではない。とは言え、アルヌスには大量の自衛官が派遣されて滞在しているので、多くの例外が認められ人や物の流れを円滑にしていた。

　例えば特地に派遣されている自衛官は、休暇をとると許可を受けて銀座へ、そして銀座からそれぞれの目的地へ散っていく。

　有事の真っ最中にカレンダー通りの勤務体制をとることはないので、毎日誰かが任務に就き、曜日に関係なく誰かが休暇をとる。そのため、ほぼ毎日誰かが『門』を通過しているのである。

　さらに、陸上自衛隊の輸送隊は毎日ひっきりなしに往復している。

　機械化された現代戦において、必要となる物資の量は膨ぼう大だいだ。

　戦闘要員一人あたり、平均で二・七キログラムの食料と九キログラムの水や燃料、弾薬、その他で九十～百キログラムを毎日必要とする。一万人が戦い続けるには一日に千トンもの物資を輸送する必要があるのだ（ちなみにその内の六〇パーセントは燃料である）。

　そのため毎日、大型のトラックが長蛇の列を作ってしまう。それは銀座という人の集まる街にとっては軽くない負担であり、交通渋滞の原因ともなっていた。

　しかも最近はこれに加えて、特に許可を受けた民間物流会社のトラックが銀座の駐屯地に出入りする。隊員個人がやりとりする宅配便、あるいはアルヌス協同生活組合の店舗に並ぶ商品は、これら物流会社によって運ばれているのである。

　ただし民間の業者が入ることが出来るのは、『門』を囲うように作られたドームまで。一歩たりとも『門』を越えることは出来ない。

　ドーム内のプラットホームに降ろされた荷物は、フェンスの仕切りの中で開封されたり、各種の検査を受けた後に『門』を通り、アルヌス協同生活組合の倉庫まで運ばれるのである。

　だが、逆は同じではなかった。注文とは違う品物が送られて来たり、頼んでない品物が間違って届いたりなどの手違いに対する返品に関しては、送り状のチェックを受けるだけで『門』を越え、ドーム内で民間のトラックへと積み込まれる。

『門』を通り抜けたテュカ達が、検問所で通関手続きを待っている間も、フェンス越しに見えるプラットホームでは様々なトラックが荷台を寄せて、様々な品物を降ろし、あるいは積み込み作業をしていた。

　テュカの後を追いかけるようにして届けられたＰＸからの木箱も、小型のフォークリフトを操る運転手によって今まさにトラックへ積み込まれようとしていた。だが、箱の角をあちこちにぶつけ、倒しかけるという乱暴な作業が目を引いて、テュカは思わず叫んだ。

「そこの貴方！　もっと慎重に運んでよ！　『壊れ物』って書いてあるじゃない！」

　だが、出入りするトラックの騒音が反響するドーム内で、フェンス越しに叫んだところで声が届くはずもなく、運転手は乱暴な荷運びを改めない。

　苛立ちを堪こらえきれなくなったテュカは、精霊魔法を使って見えない風の道を拵こしらえると、再度声を運転手へと届けさせた。

「もう少し慎重に運んでっ！」

　その耳元で怒鳴られたような声に、さしもの運転手もビックリしたようで大おお仰ぎょうに振り返ると声の発信源を探した。

「輸送の途中で壊れると、こっちが損を被こうむらなきゃなんないの。だから慎重に運んでちょうだい！」

　運転手は戸惑った表情となった。きょときょとと周囲を見ても、自分を怒鳴った女声の主が見当たらなかったからだ。

「こっちよ、こっち」

　やがて、離れたところで腰に腕を当て、険けわしい表情で仁王立ちしているテュカの存在に気づく。

　そして、まさかぁとでも言いたげな表情をする。だが視線を合わせたテュカが「そう、あたし。きちんと見てますからね。丁寧な仕事をしてね」と繰り返すと納得できたのか、運転手はぺこりと頭を下げ、了解したことを示すように片手を上げた。

「次の二十三番の方。テュカさ～ん、審査しますよ！」

　栗林達の通行手続きが終わり、女性係官がテュカの番号と名前を呼んでいた。

　もう一言、二言注意したいところだったが、もう行かなければならない。テュカは「あ、はい」と慌ててカウンターへ向かった。

　そこでは制服をまとった女性自衛官から、形式的ながらいくつか質問を投げかけられた。

　ここ数日病気にかかりませんでしたか？　今、熱はないですか？　日本国内で規制されるような、薬物、刀剣などを持っていないですか？　等々。

　それらの全てをテュカは「いいえ」と流りゅう暢ちょうな日本語で否定し、確認書に署名する。すると係員はテュカの差し出した書類に、真っ赤なスタンプを音を立ててついた。

　随行する栗林や富田らは、護衛の任務を兼ねているので質問はないし、武器の携行も認められている。警衛に関係書類を見せ、敬礼して終わりであった。

「では、いってらっしゃいテュカさん」

　こうして三人は銀座へと入ったのである。

　特地人のテュカが、随分すんなりと通行が許可されたのは、アルヌス協同生活組合の幹部故に例外的な扱いを受けているからである。日本政府と交渉する際に必要ということもあって、森もり田た総理から直々に特別許可証が発行されたのだ。しかも、それ以外の配慮が彼女達には与えられていたりする。例えばこれだ。

「今日も、よろしくお願いね」

　テュカは、栗林達を引き連れていつものことのように、待ち構えていたワゴン車の後部座席へと乗り込んだ。

　前もって連絡さえしておけば、安全確保、機密保持等々の都合といった様々な理由から、黒服を着た運転手の付く乗用車まで用意してもらえるのである。

　だが運転手だけでなく、助手席にも誰かが座っていることに気付いたテュカは、身を乗り出して声をかけた。

「あれ、もしかしてコマカド？」

「おはようテュカ……さん、今日はまた、随分とめかし込んだな」

　助手席にいたのは駒こま門かどだった。運転席の黒服と並んで、二人の男達はテュカの姿を見ただけで魂を奪われたように頬を赤らめた。

「おはよう？　随分と時差が出てきたのね。こちらではまだそんな時間？」

「おっと失礼。今は、おはようと、こんにちはの区別のきわどい時間帯ってところだ。特地はもう昼過ぎか？」

「そうよ。ところで今日は何か特別な日？　コマカド自身がわざわざ迎えに来てくれるなんて」

「ちょっとなぁ。銀座が少しばかり騒がしくなってるんで、俺が直接来たってわけだ」

　駒門は運転手にエンジンをかけさせると、テュカに顎あごをしゃくり窓の外を見るように促した。

　銀座駐屯地のフェンス周辺に多くの人々が集まって、車道を練り歩いている。見ると、そろいのＴシャツを着ていたり、プラカードを持っていたりする。それらには……。

「日本政府は、銀座事件の外国人被災者にも補償せよ！」

「『門』を閉じずに、フロンティアを我らに開放せよ！」

「国際社会に特地を委託せよ！」

「宇宙条約を遵じゅん守しゅせよ！」

「特地の環境を破壊するな」

「日本人は鯨くじらやイルカを殺すな！」

　といった主張が書かれていた。

　もちろん、独特の書体で書かれたそれらをテュカが読めるはずがない。

「何が書いてあるの？　何かの宗教行事？」

「あれは『デモ行進』って言うんだ。民主主義の国家では、ああやって人々が集まって政府に不満を表明したり、主張したいことを皆に向けてアピールしたりすることが許されている」

　見ると、警察官が「立ち止まらないで下さい」と拡声器で呼びかけながら、交通整理をしている。それに従うデモ参加者も、まるで運動会の入場行進かと思うほどに秩序だった動きを見せていた。

　駒門は、それを見て「ん？」と眉を寄せる。胸騒ぎにも似た違和感を覚えたのだ。どうにも不自然な香りがする。だが、「これって、暴動とかになったりしない？」とテュカに話しかけられ気が削がれてしまう。

「最近の日本じゃまずないな。昔はいろいろな連中が、政府を攻撃すると称しながら、その実自分達と同じ弱い立場の人が所有する車をひっくり返したり、商店を営業不能に追いやって酷い損害を与えたりもしたんだが、今は滅多にない。海外だと暴動に発展したり、気に入らない国の国旗を焼いたり踏みつけたりする例もある。イギリス、ちょっと前にはフランスで暴動騒ぎがあったりしたな……」

「野や蛮ばんねぇ。そんなゴブリンみたいな連中がいるの？」

「人間って堕ちるのは案外簡単なもんなんだ。我々だって、そうならないように注意してないと、あっという間に同じレベルになっちまうから気をつけなきゃならん」

　そこまでは関心がないのか、テュカは「ふ～ん」と呟き視線を他よ所そへ向けた。駒門も「いつものように頼む」と運転手に出発を命じる。

　テュカ達を乗せた乗用車は、警官が踏ふみ切きりのように人の流れを止めてくれた間かん隙げきを縫い、銀座の駐屯地から道路へ出た。

　いつもなら、そのまま車の流れにのって銀座から離れられるのだが、今日はそうもいかなかった。長いデモの列のために渋滞が出来ていたからである。乗用車の後ろには、運送会社の大型トラックが数台続いてるが、その運転手達も皆うんざりしたような表情を見せていた。

　ふとテュカが感想をもらした。

「ニホンの人って、比較的同じ色合いの肌に、黒髪って印象があったんだけど、こうして見ると意外と多彩なのね」

　車窓から見える群衆は、アジア系ばかりでなく白人種、黒人種がまざり国際色が豊かなのだ。

　もちろん圧倒的多数はアジア系である。だが、それだけに毛色の違いが目立つのだ。

「実はこのデモは、国際ＮＧＯが主体となっているんだ。主催者は一応、日本人ってことになってるんだが、ふたを開けてみたら中国、韓国、フランス、イギリス、アメリカ、ロシアなどからぞろぞろやって来てこの始末だ……だから俺まで出で張ばる羽目になっちまったってわけだ」

「そうなんだ。ありがとう」

「いいえ、どういたしまして……だな」

　デモ参加者達は様々な旗を持ち寄っていた。赤い旗。赤と白のストライプに一部青地に白い星をちりばめた旗。赤白青の三色旗など、いろいろだ。

「この色とりどりの旗は、もしかしてそれぞれ参加者の国の旗かしら？」

「そうだ。あの赤いのが中国で、これが韓国。こっちの派手な横よこ縞しまと星をちりばめたのはアメリカ合衆国、そしてフランスとイギリス。あれはロシアだな」

「でも、外国人が他国で騒ぎなんか起こして問題にならないの？」

「まぁ、法律に反しない限りは……だな。国連総会とか、国際的な会議が行われるところでは、国際ＮＧＯがデモとか集会を開いたりするのは普通のことだ」

「そうなの？」

　日本についての基本的な知識がまだまだ不充分なテュカには、海外から来た人間にすら示し威い行動を許す日本のありようは驚きでしかない。

「でも、まるで軍隊みたいに秩序だってるのね」

　テュカの感想を耳にした途端、駒門は先ほどから覚えていた違和感の正体を悟った。

　そうだ、このデモ隊に参加している外国人達は、国際ＮＧＯを名乗っている割には不自然なまでに統制がとれているのだ。その行動も指揮官からの指図でなされているように見えなくもない。「軍隊みたい」……テュカの感想こそが、全てを言い表してるように思えるのだ。

　駒門は不安の正体に気付くと、いち早くこの場から脱出すべく運転手に命じた。

「おい、ここでＵターンして対向車線に入れ」

　だが、これまで無言を貫いていた黒服が、この指示に戸惑いの表情を示した。

「ここは、Ｕターン禁止です」

「かまうもんか。今はゲストの安全が第一だ、行け！」

「でも、対向車が途切れてからでないと、事故ります。まずいですよ」

　渋滞のせいもあって対向車がなかなか途切れない。ムリに割り込めば、接触事故は免まぬがれないだろう。運転手が躊躇ためらうのも当然であった。だが、その数秒間の逡しゅん巡じゅんが皆を騒動に巻き込む。

「え、あれっ！　ちょっと、なんか変よ。何？　何？　何が起きたの!?」

　外を眺めていたテュカが叫んだ。

　それまで整然と行進していたはずの国際ＮＧＯのグループの一つが、突如として列を乱し、警官の制止をふりきって一斉に走り出したのである。

　その一部は、停止していたトラックや乗用車の間にまであふれ、ただでさえ渋滞していた交通を一気に麻ま痺ひさせる。

　警察官はホイッスルを鳴らし、デモ参加者に列に戻るように声を張り上げた。

　だが、あちこちで同時多発的に起こされた突発的な出来事に対処しきれず、数の勢いに圧倒されて、警官達の方がもみくちゃにされてしまった。

　テュカ達の乗るワゴン車の周囲は人海で埋め尽くされ、前にも後ろにも動けなくなってしまったのである。

　襲われる。そう感じた栗林と富田は反射的に銃を構えた。だが、駒門から撃つなと叫ばれて引き金から指を離す。

「ここは特地じゃないぞ。頼むから二人とも、頭を平時モードに切り換えてくれ！」

　とは言え暴動とも言える騒ぎはもの凄い勢いで拡大し、比較的冷静な富田ですら「撃たずに、どんな対処するんですか！」と怒鳴り返したほどである。

　デモ参加者はトラックに群がると荷台に積まれていた木箱を道路に投げ落としたり、中身を引っ張り出そうとしたりするという無法行為に手を染めているのだ。

「連中の目的は、略りゃく奪だつか!?」

「いや、それはないと思う」

　駒門は運転手の言葉を否定した。確かに一見無統制な暴動のようだが、彼の目にはデモ参加者達が無秩序に暴れているようには見えないのだ。

　実際に、通りに面した銀座の商店やデパートなどはショーウィンドウが割られ、商品が略奪されている。銀座は高価な商品を並べている店が多いため、その被害は甚じん大だいな金額となるだろう。

　だが、よくよく観察すると、そういった略奪をしているのは騒動に便乗したデモ参加者の一部でしかなく、中核となっている連中は、一つの指揮系統に従って行動しているのである。その統制を受けた一団は、トラックの窓を叩き割って、中から運転手達を引きずり下ろすと、荷台に積まれた荷を引っかき回していた。

「彼奴ら、何かを探しているみたいですね」

　運転席の黒服もそのことに気がついたようだ。

「そうだな……」

　トラック一台の荷物をあらかた調べ終えると、一人の男が次の一台に指を向けて何かを叫んだ。それに従って男達が一斉に走り出し、瞬く間に次のトラックに群がっていく。

「あいつら、何を探してるんでしょうね？」

「分からんが、とにかくここに留まっているのは拙まずい」

　何としても脱出しなければならない。それが駒門の判断だった。

　駒門はシートの下に常備されている赤い発煙筒を手に取ると、後部座席を振り返った。

「よし、脱出するぞ。これから発煙筒を焚たく。煙が車内に充満したら、一斉に外に飛び出してくれ。車から煙が吹き出せば、火がついていると思うだろうから連中も少しは離れるはずだ。そしたら、その隙を突いて一気に走りだせ。栗林と富田、テュカさんをしっかり守れよ。俺はこの腰だから追いつけんと思うから先に行け。集合場所は……そうだな、とりあえず渋谷の駅交番。そこで合流だ。いいな！」

「了解！」

　栗林と富田の二人は武器を手にしているのを見られる方が危ないと考え、それぞれ鞄に押し込んだ。「準備良し」の声で駒門は発煙筒に着火する。

「あ、あれ……」

　車内が煙が充満する寸前、テュカは前にいたトラックの台から木箱が降ろされているのを目撃する。それには『壊れ物』『天地無用』などと書かれたシールが貼られていた。地面に叩きつけられたら中身が壊れちゃうと心配になったのだが、暴徒達は何故かその箱に関しては慎重に扱っていたのである。

「ちょっと、それ、どこに持って行くの！　組合の荷物よ！」

　思わず声を上げるテュカだったが、刺激性の強い煙に視界を覆われ、最後まで木箱の行方を見届けることは出来なかった。

「行くぞ。いまだ！」

　突然、目の前のワゴン車から白い煙があふれ出るのを見たデモ参加者達は、炎上爆発するとでも思ったのか、潮が引くように車から離れていく。

　そのわずかに開いた隙をついて、栗林とテュカは車から降りた。

　興奮した群衆に条理は通じない。理由のない暴力が犠牲者を求めて渦巻くなかで、周りの男達は二人を標的にして汚れた手を伸ばそうとした。だが、富田がそれを振り払う。たちまちもみ合いから乱闘へと発展し、富田は周囲からの無数の拳によって殴られてしまった。

　だが、富田は少しも怯ひるまない。両腕を顔の前で交差させ、栗林とテュカが進むための道を強引に切り開いていった。

　後ろ側から抱きすくめようとした男を、回し蹴りで蹴倒した栗林が叫ぶ。

「行ける!?　富田!?」

「任せておけ二人とも、俺に続け！　うおおおおおお！」

　先頭に立った富田は群衆を押しのけるように突進する。

「そうこなくっちゃ。あんたのそういう所が見たかったのよ！」

　栗林は嬉しそうに叫ぶと、テュカを守ってその大きな背中の後に続いて走りだした。








　　　02






　ゾルザル討とう伐ばつの合同軍を送り出した後のイタリカは、妙に閑かん散さんとしていた。

　フォルマル伯はく爵しゃく家の領内に残されたのは伯爵家の私兵部隊と、亜人の諸部族部隊。そしてピニャの騎士団である。これこそが正統政府軍の初期の構成であり、彼らが此処に集まって来たばかりの頃は、その颯さっ爽そうとした足取りでイタリカの街は高揚した空気に包み込まれていったのだ。

　だが今や、その士気は下がるだけ下がり、だらけた気分が蔓まん延えんしている。

　兵士達からはやる気というものが消えていたのだ。

　朝あさ靄もやのまだ晴れないなか、城壁の上に立つ見張りが交代の儀式を執り行っているが、今の彼らを動かしているのは、旺おう盛せいな戦意ではなく、習慣という一種の惰だ性せいでしかない。

　斜面を勢いよく転がっていた巨石も、平地に至ればやがては勢いを失って静止する。それと同じように兵士達が従っている惰性もやがては尽きて、後に残るのはかつては軍であったという残ざん骸がいだけだろう。その途中経過をイタリカの住民達は見せつけられていたのである。

　白しろ薔ば薇ら隊たい隊長ヴィフィータは嘆いた。

「困っている時に限ってこれからは亜人の時代だとか、亜人の地位向上とか言って持ち上げてやがった癖に、なんだよこの掌てのひらの返し方はよぉ」

　帝国正統政府を立ち上げた当初、講和派貴族達は兵力不足に悩んでいた。

　援軍を求めて外国や諸侯国に使者を送っても色好い返事を得ることが出来ず、盗賊や脱走兵などのならず者達にさえも相手にされないという状況に陥っていたのだ。

　そのため、彼らは苦肉の策として亜人部族に協力を求めた。帝国内での地位向上を代償にして。

　具体的には諸部族の族長階級にある者を帝国貴族として伯爵や子し爵しゃくに任じ、空席となった議席を埋める形でそれぞれを元老院議員に任じたのである。

　それは、国の支配体制の部外者……よく言えば客人として扱ってきた亜人種を帝国の一員とみなし、帝国の行く末について共に論じ合い、共に担っていくという方向に舵かじを切ったことを意味していた。

　亜人部族もこれまでのけ者にされてきた国家運営に携われるようになると思えば、手を貸してやってもいいと思うようになる。こうして正統政府軍には、五十四種族の兵士達が、各地から集まって来たのである。

　だが情勢は変わった。

　外国や諸侯国からの援軍が到着して、これに比例してヒト種の傭兵が充足しはじめると、帝国正統政府の貴族達は掌を返した。

　それまで亜人の族長や有力者が占めていた正統政府軍のポストを、ヒト種の将校、ヒト種の士官に与え、いざ戦争が始まると「お前達はもういいよ」とばかりに亜人部隊を置き捨てて行ってしまったのである。

　とは言えもちろん、そんな恥知らずな内情を自ら曝さらすようなことはしない。

　ピニャも「真に困っていた時に助けてくれた者にこそ、皇帝陛下の守護を任せられるのである」と左右に語り、士気の維持をはかっていた。

「いずれ、我らにこそ決戦の場が与えられる。露払いは他の者に任せて、我らはその時まで英気を養っておくのだ」

　こんな言葉が、空中分解すれすれの彼らをどうにかまとめ上げていたのである。

　だが、次々と届く知らせは正統政府軍の破は竹ちくの勢いを伝える物ばかり。自衛隊を主力とする合同軍が苦境に陥ることなどあり得ないように見え、イタリカが危険に曝される状況など、誰にも想像できないのだ。

　ピニャの言う決戦などないと気付いた亜人兵は「何しに俺達はこんなことまで来たんだ？」という拍子抜けした気分に陥った。そして、「どうせ、こんなこったろうと思ったぜ。正統政府の奴ら、俺達を体よく騙だましやがったんだ」という反感めいた気持ちを抱くようになったのである。

　そんな思いに駆られるのは亜人種だけではない。ピニャの騎士団の隊員達までもが、彼らに共感する態度を示していた。

　彼らからすれば、自分達こそがピニャの剣、皇帝の楯たて、正統政府軍の中核であった。そんな自負を抱く者達が肝心の戦いからのけ者にされていると思えば、どうしたって不満を抱かずにはいられない。

　ヴィフィータの漏らした「その気持ちは正当な物だし、理解できますけど、それをこの場以外で口にしてはいけませんよ」という言葉も、そんな隊内に広がっている皆の心境を代弁したものだった。

　騎士団の指揮をピニャから託されているボーゼスは、柑かん橘きつの実を囓かじりながら友人でもある部下を窘たしなめた。ヴィフィータクラスの高級将校が不満を公言すれば、下々の兵士達はこれ幸いと、言葉だけでなく態度で反感を示すようになるからである。

　もちろんヴィフィータも、「分かってるさ」と素直に頷いて口を噤つぐんだ。

　彼女とて波風を立たせたいわけではなく、自分だけがそう思っているわけではないことを確認したかっただけで、ボーゼスに「正当で、理解できる」と言って貰えれば充分だからだ。

「それに殿下は、わたくし達こそが決戦の場に立つことになるとおっしゃってます。何の根拠もなく口にされたこととは思えないし、何か考えがおありだと思うわ」

「それこそ、信じられねえ話だよ。自分でも信じてないことを他人に信じさせるなんて器用なこと、俺には無理だぞ」

「けれど、わたくしには殿下が本気でそうおっしゃっているように思えるのよ。だから気を緩めないでちょうだい。隊内をしっかりと引き締めて」

「ちっ……分かったよ。しょうがねぇなぁ」

　ヴィフィータは項うなじの髪の生え際のあたりを人差し指でポリポリと掻くと、ボーゼスに敬礼して彼女の執務室を後にした。

　これと似たようなやり取りは、イタリカに残った様々な部族でなされていた。そしてわずかに残った志のある兵は、愚ぐ直ちょくなまでに日々の任務に励はげんでいたのである。

　そしてその努力は、ついに報われることとなった。

　哨しょう戒かいに出ていた六ろく肢し族と小人族の兵が、ものすごい勢いで馬を走らせ戻って来た。

「た、大変だ大変だ！　敵だ！」

　ダークエルフの警備隊長はそれを聞いて鼻で笑った。

「そんなことあるわけ無いだろう!?　その辺で昼寝でもしてて、夢でも見たんじゃないのか？　敵がいるとしても、遥はるか東だ。どうしてこんなところに湧いて出るんだ？」

　だが、六肢族兵は懸命に二対の腕を振り回して叫んだ。

「間違っていたら儂わしらを処罰してくれてもかまわん！　だから確かめるために兵を出してくれ！」

　そこまで言われれば、無む下げに扱うことも出来ない。ダークエルフの警備隊長は半信半疑ながらも、剽ひょう悍かんさで知られる狼系の獣人部隊を斥せっ候こうとして送り出した。

「まぁ、そういうわけだ。頼む」

「はいはい。隊長さんも大変だね」

　そして、送り出した狼族の斥候が転げるような勢いで帰って来るのを見て、初めて敵が接近しつつあるという事態を上司に報告したのである。

　たちまちイタリカの城市は、大騒ぎとなった。

　ピニャは、「やはりそうか」とだけ答えると、ボーゼスに敵の出現方向に向けて強力な幹部斥候を出させた。

















　兵士がもたらした報しらせは、敵らしき前哨部隊を見たと言うだけで、その規模や目的を推し量れるような情報ではなかったからである。そして届けられた報告は、ゾルザルの旗印を掲げる帝国軍約一万が近づいて来るというものであった。

「兄あに様さまが直じき々じきに率いておられるのだな？」

　斥候任務から戻ってきたシャンディー・ガフ・マレアが跪ひざまずいた姿のまま答えた。

「はい殿下。ゾルザル殿下の旗印をこの目で確認いたしました！」

「数は一万か……どうやってと問うことは無意味だな。きっと兄様は最初からここを決戦場に決めていたのだ」

「殿下は、こうなることをご存じだったのですか？」

　ボーゼスがおずおずと尋ねた。

「想定された事態の一つだったとだけ答えておこう。普段の兄様の言動から見ても、こうなるような予感はあった。勝ち目のない守勢の戦いで、ずるずると戦力を消しょう耗もうして破れるくらいなら、乾けん坤こん一いっ擲てきの大勝負に出て来る可能性もあると思っていたのだ」

「ピニャ殿下ほど、ゾルザルのご気性を理解している方はいないでしょう」

「そうでもないぞ。妾わらわからしてみればこの事態は、ある意味で意外だ」

「意外……ですか？」

「あれで兄様は臆病者でな。こんな勝負に打って出るほどの気概は、本来は持ち合わせていないはずなのだ」

「これは異な事を。それなのに、出てくると予想されていた？」

「兄様はな、自分を英雄だと思い込んでいる。いや思い込まされているとでも言うべきかな？　英雄を形だけ真似て、色を好まねばならないと思うから次々と女を漁あさる。だけど劣等感が強くて、貴族の女相手にはどう接すれば良いか分からない。女の目を真っ直ぐ見られないのだ。だから奴隷女を側に置く。だが奴隷女で満足していると思われるのは屈くつ辱じょくだ。だから無下に扱ったり、虐ぎゃく待たいしたりする。それと同じで自分を勇気のある男だと思うからこそ、こういった状況では、乾坤一擲の勝負に出るものだと思い込んでいる」

「……なんだかその、もの凄く……みっともない話ですね」

「事実みっともないのだから仕方がないな。その昔、兄様は妾の寝所に忍んできたことがあった。他の女を真っ直ぐ見れないから妹の身体で自分が男であることを試してみたかったのだろう。だがすげなくされた。妾からすれば当然の話だがな……以来、兄様は奴隷女に走り、妾には複雑な気分を抱いたまま。昔の恥を雪すすぐために妾に自分は凄いんだぞと認めさせたくってしょうがないのだ。それゆえに妾を吊し上げたりもしたのだろうが……結局は恥を上塗りして、妾に情けない姿を曝さらす結果になってしまった」

　なんという事かと皆は揃って頭を抱えた。

　帝国が、そんな男の見み栄えのために振りまわされているのかと思うと、皆やりきれない気分になってしまったのだ。

「兄様の妹として皆に頼みがある。このことは内緒にして欲しい。恥ずかしい話だからな」

　集まったピニャの部下達は、しょうがないとでも言うように「はい」と頷いた。

　最早ゾルザルのことを脅威だと思うような者は、どこにもいなかった。

　その意味では、ピニャは勇壮な演説をすることなく、主立った者からゾルザルに対する恐れの感情を取り去ることに成功したのである。

「とは言え、お前達がこの地に残っていたことは僥ぎょう倖こうである。妾は麾き下かに最高の戦力をそろえた状態で、あの劣等感の塊かたまりと戦うことが出来るのだからな」

　イタリカに残る兵力は八千に届くかどうかでしかない。

　とは言え城に籠こもって戦うには充分な数でもあった。城市を守り、敵を防いでさえいればいずれ味方が駆けつけて来る。要するに、城壁内部でじっと耐えてさえいれば良いのだ。

「だが、それではこの内乱は終わらない。終わらせることは出来ない」

　ピニャは、待ち続けているボーゼスや、ヴィフィータ、ニコラシカ、ハミルトン、シャンディー、グレイといった子こ飼がいの部下達、そして亜人連合部隊の指揮官ドッツエル（ダークエルフ）、メイソン（ドワーフ）、エルナン（六肢族）、コルドール（ワータイガー）らに向き直ると告げた。

「各部族代表者達をことごとく広間に集めよ。あらかじめ申し渡しておくことがある」

　ボーゼスは尋ねた。

「そうおっしゃるのは、常道とは異なる策を用いられるおつもりだからですね？」

「そうだ。妾としては、城外に出て兄様を迎え撃ちたい」

　これには、皆、驚いたように互いの顔を見合わせた。城に籠もっていれば犠牲は最小限で済むというのに、あえて城外で戦うことに理由を見いだすことが出来なかったからだ。

　ベドワイデン地方の領主として子爵に封じられたダークエルフの族長、ドッツエルが訝しげに問いかけた。

「殿下のご命令とあらば、それがいかようなものであろうとも従いますが、お話は聞かせて頂けるのでしょうな？」

「もちろんだ。その理由を説明するために隊長格の者を集めたいのだ」

「では、直ちに皆を集めます」

　シャンディー達が弾かれたように走り出した。
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「卿けいらに告げる。妾はあえて城外に出て、野戦にて兄様に挑もうと思っている。その理由はこの地を本当の意味での決戦場にするため。ゾルザルをこの地から逃さないためである」

　皆が驚愕の沈黙に包まれている中で、グレイ・コ・アルドが尋ねた。

「どういうことですかな殿下？　小官にも分かるように是非、詳しく教えて下され」

　皆が発言しづらい時に発言し、問いにくいことを面と向かって問える位置にグレイという男はいる。

　歴戦のグレイが発する問いは、将兵の心に沿った物が多いのだ。ピニャも、彼を納得させることが、兵士達を納得させることに繋がると理解していた。

「もし、妾達が城に籠もって戦ったとしよう。そうなればゾルザル軍は、城を陥そうと遮しゃ二に無む二に攻めかかって来るだろう。だが戦に手間取れば臆病な兄様のことだ、いつ我が軍の本隊が戻って来るかとやきもきしはじめる。そして適当なところで見切りを付け、この地から逃げ出し、別の地に根を下ろして再起しようとする。これでは内戦は終わらない。だから妾は兄様にそれをさせないために、時を忘れさせなければならないと考える。あと一踏ん張りで、この戦いに勝利できると思わせ続けなければならぬのだ。味方が駆け戻って来る、その瞬間までな」

「そのための野戦ですか？　しかし、そうなると相当の犠牲が出ることが予想されますが」

「それは覚悟して貰いたい。我らは基本的に守勢で戦い続ける。皆が懸念している犠牲も数多く出るであろう。だが、兄様を逃して、内乱が長引くよりは良いはずだ。この地で決着をつけてしまった方が犠牲の数は少なくなる計算だ」

　この説明の重さに皆が黙ってしまった。

　確かにピニャの言う通りだろうと思われたからである。とは言え、それは犠牲を数字として捉えているから言えることだ。

　ここにいる隊長格の者達にとって犠牲となる兵士は、顔を知り名を呼んだことのある者達である。それを将来のために、あえて供く犠ぎにすると言われても、なかなか納得できることではないのだ。

「しかし殿下、お味方は本当に戻って来ますでしょうか？　戻って来るとして、いつ頃に？」

　グレイの問いに、ピニャは分からんと笑った。

「戦闘中でもあるし、味方がどこまで進んでいるかによるから、いつ戻って来るとまでは明言できぬが、おそらくは一両日中には来ると思ってよかろう」

　グレンダ地方の領有を伯爵として認められた、ドワーフの族長メイソンが、文字通り重い腰をよっこらせと上げた。

「う～む。そういうことならば仕方あるまいな。儂が先鋒を買って出ることにしよう」

「いや。ドワーフばかりに任せてはおけんぞ。我ら六肢族とて」

「そうだ！　考えて見ればこれは帝国の隅っこに追いやられていた我らが、誇りを取り戻す絶好の機会とも言えるぞ」

　ドッツエル、エルナン、コルドール達が次々と声を上げる。さらには隊長達もその声に押されるようにして頷きはじめた。

「うむ。この機会を失っては、次の戦いでまた蔑ないがしろにされかねん。儂らはここで誰もが認めざるを得ない程の戦果を得なければならんのだ。後の語り種ぐさとなるような戦いをしてみせようぞ」

「その通り！　戦場から遠ざけられて腐っていた我らに、敵と戦う機会が与えられたのだ。これを喜ばずなんとする？」

「そうだな。遠のいたと思った手柄首が、我らの前に転がってきたのだ。野戦ならゾルザルを捕らえることも出来るかも知れん」

　隊長達の高まった戦意と、壮絶な戦いへの覚悟はたちまち兵士達にも伝わった。

　ここで怯まずに戦い抜いてこそ、部族の地位を高め、自分の家族や子供達の未来は開かれるのだという希望を胸に抱いた亜人部族の兵士達は、正面から勢いに任せて蹂じゅう躙りんしようと突き進んで来るゾルザル軍の鋭えい鋒ほうに対して、一歩も退くことなく立ち向かったのである。
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　ゾルザル派帝国軍は、イタリカの城市を背にして布陣する正統政府軍に対して正面から戦いを挑んだ。強固な要害を背にされては、側面や背面に回り込むことは難しく、他に攻め手がなかったからである。

　槍先をそろえ楯を並べ、その後ろに身を隠しながら突き進んだ両軍の先せん鋒ぽうは、ただ力任せにぶつかり合うこととなった。その激突は、向かい合って走った数十台のダンプカーが正面から激突するほどの衝撃音を周囲にまき散らした。

　林のように並べられていた槍はその衝撃でへし折れる。割れた楯が弾けて天空に舞い上がり、無数の木こっ端ぱがあちこちに飛び散って、槍の穂先を胸に受けた兵士が、自らの血しぶきを浴びながら糸の切れた操り人形のように崩れ倒れた。

　だが、兵達は一歩も退かずに向かい合い、その場に脚を止とどめて戦った。

　隊列を少しも乱すことなく、自分の前に立つ味方の背中を支えて立ち、前の兵士が倒れるやいなや、戦せん斧ぷを振り下ろし雄叫びをあげながら突き進んでいった。

　ワータイガーが、大地を這うようにして敵兵の脛すねをなぎ払い、ゾルザル軍の隊列に亀裂を入れる。その背後からドワーフの重装兵が楯を並べて凄まじい圧力をかけ、エルフの弓兵が正確な狙いで矢の雨を降らせた。

　ロキ族や、ギガスといった半裸の巨人種族が錆さびかけた剣を振りまわす。

　小柄なサムツァが槍を並べて、次々と小刻みに突き出す。

　ゾルザル軍の兵士達は、亜人兵の意外なほどの堅い守りに、攻めあぐねることとなった。




「正面から攻めるしかないとなると、小勢が相手でも意外と手間取るものだな」

　戦場の様子を眺めながら、ゾルザルはそんな感想を漏らした。

　緒戦とは言え、戦況が拮抗してなかなか動かない様さまは、見ている側にとっては非常に忍耐を要求されるものなのだ。

「結局のところ戦いとは、相手をどうやって包囲するかです。その意味でピニャ様は、囲まれないことを目的にして、この野戦を考えられたのでしょう。籠ろう城じょうしてしまえば備えは堅かたいですが、同時に逃げられなくなることも意味しますので」

　抜け穴でも用意してあれば別ですがね、というヘルムの解説にゾルザルは、ふんと鼻を鳴らした。

「小こ癪しゃくな奴だ。こんな事なら毫ごう象ぞう部隊を引き連れて来るべきだったか」

　そうすれば正面から踏みつぶしてやれたものを、とゾルザルは愚痴った。

　だが森の深い山岳地帯を行軍するのに、そのようなものを連れて来ることは出来なかった。

「とは言えピニャの狙いが最初から退路の確保にあるならば、イタリカから逃れ出ようとする者を監視させる必要もあろうな。上手くすると大魚を得られるかも知れんぞ」

　ゾルザルは、ピニャが包囲を嫌った理由を、皇帝の逃げ道を確保するためと見た。ならば、見張っていれば皇帝がイタリカから逃げ出すところを捕らえられるかも知れない。

「はい。既に斥せっ候こうを放って監視させております」

　ヘルムはそう答えてから、「第三梯てい団だん！　前へ！」と指令した。

　太鼓が叩かれ、ラッパが吹き鳴らされる。

　すると今まで戦わずに控えていた方ほう陣じんの千名が、前進を開始していった。

　新たな戦力の参入を受けて、ピニャの軍からも一部隊がその進路を妨さまたげるように動いていた。その数は千五百ぐらいに見える。

「ピニャ殿下、貴女の弱点は原則に忠実で、相手より多い戦力で対応したがるところだ！」

　ヘルムは矢継ぎ早に命令を放った。

「第四梯団も続けて前進せよ！」




「ニコラシカ！　ドッツエル隊とメイソン隊を前進させよ！」

　ダークエルフとドワーフらを主力とする亜人混合部隊、合計千五百が前進をはじめ、突出してきたゾルザル軍の突撃を正面から受け止めた。

　方形につくられた陣形がその激突によって歪ゆがみひしゃげたが、どうにか敵の前進を阻はばみ、逆に押し返すことに成功していた。

「さらなる敵の接近を確認！」

「エルナン隊！　コルドール隊を前進させて対応せよ！」

　命じながらもピニャは「くそっ」と呻うめいた。

　ヘルムが数の利を生かし、ピニャを奔ほん命めいに疲れさせようとしていることが、すぐに理解できたからだ。

　ピニャが城外に並べた戦力はおよそ六千。

　ゾルザル軍は一万の兵を十等分し、千人の部隊を自在に操って、波状攻撃でもって押し寄せてくる。ピニャはその都度、約千五百の数でこれを防いだ。

　千対千五百。局所的に数の優位を作って敵を圧倒し、損害量を少なくすることで粘り強く戦い続けようという目もく論ろ見みだった。

　だがこれは、敵の繰り出す部隊が三つを超えると、本隊で対応するしかなくなってしまうことを意味していた。

　もちろんピニャもそれは充分に承知していて、新たな敵の部隊の参入を防ぐため無闇に戦線を広げないようにしている。戦場を狭くしておけば、どれほど兵力があろうと戦場に参入できずに遊兵化してしまうからだ。

「ドッツエルが前に進みすぎだ！　二百歩後退させよ！」

　だが、亜人の部族兵達は、少しでも手綱を緩めると、ピニャのコントロールから離れようとする。少しでも優位に立つと、すぐに前進したがるのだ。

　亜人は個々の戦闘力こそ優秀だが、部隊として見ると連携に難がある。

　同族に対する仲間意識が強い反面、他種族への対抗意識が部隊としての統一行動を乱してしまうのだ。

　そのため部隊の間で連携を欠いて、陣形の隙間が広がり、そこから敵の突入を許す。そうしてヒト種で構成される敵部隊につけ込まれていった。

　ゾルザルの本陣を発した四つ目の部隊が急接近してくる。

「殿下！　ゾルザル軍の第四部隊です」

「ヘルマイン隊はどうだ？」

　どの隊も、間かん断だんなく攻め寄せて来る敵と戦っていて忙しい。

「まだ。敵に拘束されて動けていません」

「くそっ」

　舌打ちするピニャを見ていたボーゼスが、振り返った。

「ヴィフィータ！」

「おうっ！　出番だな」

　ヴィフィータがひらりと騎乗する。従卒の兵士からロングスピアを受け取ると部下に叫んだ。

「白薔薇隊！　行くぜ」

　こうして騎士団の一隊が前進を始めた。

　ヴィフィータは馬ば蹄ていの音を轟とどろかせながら隊列を楔くさび形がたに整えさせると、戦線の隙間からこぼれるように入り込んできたゾルザル軍に対して、矢のように襲いかかった。

「うりゃ！」

　馬上でロングスピアを巧みに操るヴィフィータは、敵将の一人をすれ違いざまに落馬させると、そのままの勢いで敵陣へと突っ込んでいく。

　彼女に続く騎兵達は、観かん閲えつ行進のお手本にもなりそうな見事な隊列を維持し、歩兵達を正面から圧倒した。馬の歩調すらもぴたっと合い、馬蹄が大地を蹴る音は、まるで巨大な一頭が走っているようにも聞こえたほどだ。

　儀ぎ仗じょう兵へいのお飾り部隊というのが、地方で戦う兵士達が騎士団に向ける評価である。だが今回、その儀仗兵故の規律と統制力が発揮されることとなった。

「よし！　お前ら、ずらかるぞ！」

　ヴィフィータは状況の見極めが絶妙なまでに上手く、進退の思い切りがいい。

　そして、その指揮を受けての部隊の行動もまた速かった。

　敵を圧倒したかと思うと、騎士団の女性騎士達は戦果を欲張ることなく退いた。女性達ばかりの我々は腕力に劣る。一度混戦に巻き込まれると弱いと身に沁みて理解しているのだ。

　突撃が馬任せである以上、騎士たる彼女達の戦い方は槍を構えての速そく進しん、速そっ攻こう、そして速そく退たいがモットーだ。反撃を試みたゾルザル派の兵達が体勢を整え直して、剣を振りかざした時には、もう彼女達の姿は目の前から消えている。残された僚りょう友ゆうの死体の間に立ったゾルザル派の兵士達は、敵の背中を悔しげに見送ることしか出来なかった。

「後ろから敵だ！」

　そして呆然と立ち尽くしているところに、六肢族のエルナンに率いられた一隊が戻ってくる。

　剣と楯と弓を一人で操る阿あ修しゅ羅らのような六肢族に襲撃されたゾルザルの第四梯団は、望んでいたはずの混戦に、自らが意図してなかった形で引きずり込まれていった。




　敵の弱点を突くために送り出したはずの味方が、ヴィフィータ率いる騎馬隊に翻ほん弄ろうされる様を見たゾルザルは、皮肉げな瞳を将軍に向けた。

「どうした、ヘルム。随分と手を焼いているようではないか？」

「そう簡単にはいかないと思っておりましたが。守りに徹したピニャ様が、ここまで粘り強いとは思いも寄りませんでした」

「何しろ、俺の妹だからな」

　ゾルザルはそれを嬉しいことのように語った。

　自慢の妹をヘルム将軍がどう攻略するか、お手並み拝見といった心境なのだろう。ゾルザルには、それだけの余裕がまだあった。

「ですが、このまま兵らを苦境に置いておくわけには参りませんので、次の手を打つことにしましょう」

　ヘルムは、手元に残して置いた予備戦力を送り込んで苦境に立たされた部隊を支えると、全軍に一時の後退を命じた。

　もちろん簡単ではない。戦っている敵から離れ、その追撃を防ぎながら、距離を開いていくという作業は、前進する以上の困難を伴ともなうのだ。

　戦線の全面崩壊を防ぐためにも、細部にまで目を配り神経を尖らせなければならない。

　だが、ヘルムが率いる将兵達はそれを成し遂げていた。彼らも自衛隊相手にゲリラ戦を戦い抜いた熟練兵である。退却には慣れていた。さらに戦線の拡大を嫌がったピニャが、追撃を厳に禁じたこともまた、双方の出血が拡大しないで済んだ理由となるだろう。

　こうして双方の間に距離がひらいて、激戦の合間に空白が生じる。

　この時間を利用して疲れた兵は休息をとり、傷んだ武器を交換し、隊列の前後を入れ替える作業が進められていく。飲食も許可され、兵士達が携行食糧を頬張り、水をがぶ飲みする姿も見受けられた。

　ゾルザルの傍らで観戦していた帝権擁護委員オプリーチニキ長のアブサンも、食事をむさぼりながらヘルムの戦い振りに感銘を覚えたような声を上げた。

「両軍が正面からただひたすらにぶつかり合うとは、歴史的にも類を見ない素晴らしい戦いとなりましたね、将軍。小手調べは終わったことと思われますが、この後どのように敵を追い詰めていかれるのですか？」

　ヘルムは、苦々しく唇を歪めた。

　正面からの殴り合いとも呼ぶべきこの戦いに、素晴らしいもへったくれもないと考えていたからである。それだけに声をかけられた瞬間、何かの嫌味かと思った。そしてどうやら、アブサンが本気で褒めているらしいと悟ると、ヘルムはどう答えたらよいのか悩んでしまった。

　これは、戦いの進め方としては愚ぐの骨こっ頂ちょうで、一番ばかばかしいやり方なのだと説明すれば、これを褒めたアブサンを貶けなすことになりかねない。なので、謙けん遜そんという態度で無智な人間の追つい従しょう口ぐちから身を躱かわすことにした。

「いや、それほどのものではありません」

「しかし、手に汗握る戦いでしたぞ」

「そうですね。ですが、次はそうもいかないでしょう。なのでピニャ様に、亜人を用いて戦うということが、どういうことかを教えて差し上げようと思います」

　どうするつもりかと問いかけるゾルザルに、ヘルムは怪異や亜人を用いた戦いは自分の方が経験が深い。それを利用するのだと答えた。

　ヘルムは、再び攻撃開始を命じた。

　再編成の済んだ二千から三千ほどの部隊をミュドラに預け、正面から突撃させる。両軍が激突して、たちまち屍し山ざん血けつ河がが築かれていく。

「なにやら、最も工夫のない力任せの戦いになったな」

　ゾルザルの感想に、ヘルムは頷いた。だがヘルムは戦いを再開させる前に、ミュドラに作戦を授けていた。それが開始されるまで黙ってみているしかない。

「どうぞ、ご覧になっていて下さい」

　しばらくすると、突撃させた部隊が後退を始めた。

　敵の反発に耐えきれなくなっての後退に見えたが、すぐに新手を送り込んで、間断なく新鮮な戦力の突入をさせていったために、全体の流れとしてはほぼ拮抗した戦いが展開されている。

「実は、亜人というのは血が頭に上りやすいんです。いくら注意しても、止めても、突撃してしまう馬鹿が出て来る」

　ヒト種ですらそうなのだ。それを訓練で時間をかけて矯きょう正せいしていくのである。だが亜人の部族兵には、そのような自制は望むだけ無駄であった。

　実際、ヘルムが言うように、ゾルザル派の兵が退却を始めると、それを追って陣列を飛び出す者が出て来る。部隊の指揮官達が懸命に引き留めているが、それすら振り払って前に出ようとする。その姿は後方から遠目で見ても、はっきりと分かるほどであった。

「カラスタ！　弓きゅう箭せん兵へい共に、敵の指揮官を狙わせよ」

　制止する指揮官がいなくなれば、部隊はまとまった行動をとれなくなる。

　たちまち烏う合ごうの衆と化した亜人の部族兵達は、次から次へと押し寄せるゾルザル軍によって進退が窮きわまり、まるで削られるようにその数を減らしていったのである。
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　城外での凄せい惨さんな戦闘が始まってしばらくすると、フォルマル伯爵家の城館内でも別の形での戦闘が始まった。

　ゾルザルの放った密偵集団が力尽くで城館へ踏み込んで来たのだ。

　迎え撃つのはフォルマル家の私兵と、戦闘メイド達。

　メイド長は、配置に付いたメイドや私兵達に声をかけて回った。

「フォルマル家の盛せい衰すいは、この一戦にあると言っても過言ではありません。皇帝陛下、ミュイ様をなんとしてもお守りするのです。良いですね」

「はいっ！」

　女達の小気味よい返事の直後、呼び子が吹き鳴らされる。

「報告いたします。侵入者です！　ペルシア班が追跡しています」

　伝令として駆け寄って来たキャットピープルの報告に、メイド長は頷いた。

「おそらくは敵の陽動でしょう。それぞれ、混乱に巻き込まれて持ち場をおろそかにしてはいけませんよ」

「はいっ！」

　頼もしい返事にメイド長は満足げに頷くと、廊下を足早に進んで皇帝の寝室へと向かった。

　扉の前には、ピニャが配置した騎士団の女性士官が警備に立っている。普段ならば儀礼的な意味の飾りでしかない存在だが、今日この時においては彼女達が皇帝を守る最後の剣となる。

「不ふ逞ていの輩やからが押し寄せて参りました。どうぞお気を配り下さりませ」

　メイド長の言葉に二人の女性士官は、胸に握り拳をあてる敬礼で答えた。

　そのうちの一人はシャンディー・ガフ・マレア、そしてもう一人がスィッセス・コ・メイノ。

　いろいろと問題行動を起こしたシャンディーではあるが、それもまたピニャへの忠誠心故。ピニャからの信頼はかえって重みを増して、最終防衛線たるこの持ち場を、ピニャから直々に「頼む」の一言で任されていた。

「お任せ下さい。命に代えましてもこの扉を守り抜いて見せます」

「うん」

　ピニャはシャンディーとスィッセスの身体を順に抱きしめた。

　二人に課した命令が、文字通りの死守命令になってしまうことは、ピニャとて充分に承知しているのだ。

　分厚い扉が両開きに開かれると、皇帝の横たわる寝台が見える。

　その傍らには内相マルクス伯爵と、皇帝お気に入りの伯爵夫人シェリーが控えている。

　またフォルマル家の当主ミュイが床に広げた敷物に座り込んで人形と戯たわむれていた。彼女の遊び相手はメイド服姿のメデュサ種アウレアだ。

　メイド長は皇帝の寝室内を見渡して異常がないことを確認してから告げた。

「皇帝陛下。ゾルザル様の兵が攻め寄せて参りました」

「うむ。あ奴も、乾けん坤こん一いっ擲てきの大勝負が出来るくらいには成長したということだな。世が世なら、いずこかの蛮ばん地ちを斬り従えて、一国の王となるぐらいは出来たかも知れぬのに。惜しいことだ」

　ミュイが手元の人形から顔を上げて質問を発した。

「ゾルザル様は、皇帝様になることは出来ないのですか？」

「皇帝となるには、別の才覚が必要だ。帝国ほどの巨大な国家を保ち、次代に伝えていくのはあ奴には無理であろう」

　ミュイは、「皇帝様になればみんなが従ってくれるのでしょう？」と首を傾げるだけだった。

「それはな……いや、ここはひとつシェリー。そなたが説明してみよ」

「あ、はい」

　突然の指名にシェリーは驚いた表情をしたものの、すぐに微笑むと年下の少女に語りかけた。

「ミュイ様、人は地位に従うのではありません。その人に従わせるだけの力があるから従うのです。地位はそれを周囲に納得させるための飾りでしかありせんわ」

　そして、実力もない者が高い地位に居座る組織や社会は、必ず衰退するのだ。

　ここまで語って、シェリーは何故皇帝が自ら説明しないのかに気付いた。自分は優れているから皇帝なのだという、自画自賛になってしまうし、帝国が分裂して今のようなありさまになっているのは、モルトがその地位に相応しくなかったからとも言えるからだ。

「ですけれど、我が家の者達はミュイに従ってくれます。ミュイは子供でしかないのに……」

「それは、貴女が良い子だからですよ。皆さんは、いずれミュイ様がそれだけの力をきっと身につけられると期待されているんです」

「ミュイが悪い子だったら？」

「きっと、誰も言うことを聞いてくれなくなるでしょう。見た目は従っているように見えても、見えないところで何をしているか分からないようになりますわ」

「ミュ、ミュイはきっと良い子になります！　ラムもミュイを良い子に育ててね」

　メイド長はミュイの前に跪ひざまずくと「はい、このラムにお任せ下さいませ、お嬢様」と頷いた。

「シェリー様。ゾルザル様が皇帝様になれないのは悪い子だったからですか？　良い子に育てて貰えなかったのですか？」

　ミュイの問いにシェリーは困り果てた。この話題は、どの方向から語っても言葉を選ばなくてはならない。

　実際に、皇帝もマルクス伯も返す言葉に窮して、苦笑している。少女の遠慮のない質問は、皇帝が親たる役割をきちんとこなして来なかったと糾弾しているのだ。

　そんなシェリーの困る姿を楽しんでいた皇帝が、助け船を出した。

「確かにその通り。あ奴は至らぬ子であり、そして我が子を至らぬ男に育てたのは儂わしだ。つまりは儂が全ての元凶と言えるな。そう、ミュイの申すとおり儂が悪い子だったのだ。だから儂もこうして帝都からここに逃げて来なければならなくなった……」

　さすがのミュイも自分の発言の意味に気付き、その原因を別の方向に求めた。

「あ、でも、ゾルザル様が悪い子になった理由が、皇帝陛下が悪い子だったからだとしますと、それは皇帝陛下のお父様やお母様が悪い子だったからで、それはそのお父様とお母様、お爺さまやお婆さまが……」

　ミュイはまたしても首を傾げた。

「どこまでも遡さかのぼれてしまいます」

　自分をこんなにしたのは親であると言うならば、その原因はその親、さらに親とどこまでも遡れる。やがて原始の海に漂っていたという単細胞生物に行き着くことになる。「あんたのせいで、俺はこうなった」と、原生生物に向かって叫ぶことがどれほど滑こっ稽けいなことであるか、考えるまでもない。

　もちろん特地に進化論はまだない。神話の一節によると人は泥から始まるらしいが、泥に向かって「あんたのせいだ」と叫ぶのもこれまた虚むなしい。この虚しさを突き抜けて神を罵ののしったとしても、それで出来ることはせいぜい責任転てん嫁かだけ。

　冥府の神ハーディあたりに問えば、きっとそう言う人間の愚かしい責任転嫁を引き受けることも神の役割なのよと語るかも知れない。しかし、自分のおかれた苦しい境遇を他人のせいにして非難したところで、今、状況の改善には役立たない。自分を支配する者は自分でしかなく、今の自分を創ってきたのは過去の自分。明日の自分をよりマシにしようと願うなら、今の自分を行動させるしかないのだ。

「……ミュイ様。よい子になれるかどうかに、お父様もお母様も関係有りませんよ。だって、シェリーのお父様もお母様もとっても良い人だったのに、シェリーはこんなに悪い子になってしまいましたから」

「シェリー様も悪い子なんですか？」

　シェリーは、人目を恐れるかのようにきょろきょろと左右を振り返り、囁ささやいた。

「はい。こう見えてもかなりの極悪人ですわ」

「だから、シェリー様はご家族もお家もなくなってしまったのですか？」

「はい。ですからせめてミュイ様だけは良い子になって下さいましね」

　ミュイは「可哀想」とシェリーの頭を軽く撫でた。

　幼い二人の会話がこうして一段落つくと、メイド長は皇帝と内務相に向き直った。

「陛下。既に影かげ戦せんが始まっております。手の者が守りを固めておりますが、この館の内も戦場となりました。どうぞお気を付け下さいませ。シェリー様もご自身のお部屋にお戻り下さい。わたくしがご案内致しますので」

「わたくしはここで戦の結果を待ちたいのですが」

　シェリーが皇帝を顧かえりみると、モルトは首を横に振ってそれには及ばないと告げた。

「戦というのはな、家族と共にその結果を待つというのがしきたりなのだ。元老院議員達もそうしているであろう？　それにだ、お前に任務を授けたいと思っている」

　すると内相は途端に鹿しか爪つめ顔がおで苦言を呈した。

「陛下。その役目、伯爵夫人には大任過ぎます」

「だが、ニホンとの交渉もなんとかこなしたではないか。万が一の時はかえってこの娘の方が好意と同情を買えると思わぬか？」

「確かにそうですが、帝国の威信が」

　そんな皇帝と内相の会話に、シェリーは「どんな任務でございましょうか？」と問いかけた。

「お前には以前、ニホンとの交渉の席に座ってもらったな。それと似た役目を任せたいのだ」

　するとマルクス伯が「陛下は在ニホン帝国大使の任をとお考えなのだ」と補足説明した。

「わ、わたくしがですか!?」

「そうだ。今すぐにここを発って、ニホンに向かって欲しい。そして万が一に備え、亡命者をニホンに迎え入れるパイプ役を担って欲しいのだ」

「……万が一？」

　マルクス伯は声を潜めて「陛下は戦いに敗れた時の事を仰せなのだ」と告げた。

「そ、そんな。殿下が今戦っている時に」

「ピニャは懸命に戦っている。だが懸命に戦ったからといって勝てると限らないのが、戦だ。そして敗れた後のことも考えておかねばならぬ。ここで皆の命を終わらせてしまうわけにはいかぬからのう。頼むぞシェリー」

　シェリーはマルクス伯にすがるような視線を向けた。

　何とか言って欲しいと求める視線にマルクスは答えようとせず、「信任状はすぐに作成して届ける。今すぐ支し度たくせよ」と告げた。

　するとモルトも「うむ。退室を許す」と続ける。

「シェリー様。万が一の時はミュイ様をどうぞ、よろしくお願いいたします」

　大人達から期待の視線を受けたシェリーには、もう断るという選択肢など残されていなかったのである。
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　陸上自衛隊特地方面派遣部隊第一、第二、第三戦闘団は、帝国軍の防衛線を踏みにじるようにして突破すると、それぞれに定められた目標に向けて土煙を上げながら驀ばく進しんしていた。

　だが、健けん軍ぐん団長率いる第四戦闘団の活躍は、さらに目を見張るものがあった。

　本来は足あし枷かせにしかならない帝国正統政府軍との共同作戦を強しいられた彼だったが、「足枷に繋がる重い鉄球そのものを武器として敵に投げつける」とでも表現すべき作戦を展開して、帝国軍の拠点を次々と陥落させ、各地に展開した帝国軍部隊を撃破していったのである。

「ハインケリ隊が、帝国軍第二集団を撃破。これより掃そう討とう戦せんに入ります」

「セルベル隊が、帝国軍の第三集団の中央を突破。後方に展開します！」

　床一面に広がる地図の上に、サイコロの五の目にも似た形状で配置されていた巨大な赤マークが、いま、いくつもの緑のマークによって包囲されようとしている。

　それは帝国の常識的な戦争を知る者からすると、「反則だよそれは」と叫びたくなるような戦いの展開であった。

　地図上に置かれた駒が刻こく一刻と動かされていく。正統政府軍派遣の参さん謀ぼう達は、その様を見せつけられ、驚きも麻ま痺ひしてしまったとばかりに見入ることしか出来なかった。

「普通、戦というのは最前列から順々に戦うものだ。前衛に立つ者は背後に味方がいると信じるからこそ前方にのみ注意を払えば良く、後ろに立つ者は前衛が、敵の初撃を引き受けてくれると信じるからこそ、戦いが始まったという報せが来るまで鋭気を養うことが出来るのだ。故に、敵を後方から襲うという作戦は最大の戦果を上げることとなる」

「だがそれも、後衛を配置することで防ぐことは可能だ」

「そう。そして前衛、中軍、後衛が巧たくみな連携をとって戦うことを双頭の龍と呼ぶ。だが、このえりぼーんは……」

「違う。ヘリボーンだ」

「そう、それだ。そのへりぼーんは双頭の龍など虫けらの如く踏みつぶす。中軍が指揮官もろとも壊滅させられ、双頭の龍どころか烏う合ごうの衆に堕だすることになる」

　図上に置かれていた赤い駒は、西から進攻する緑と青の連合軍に備えるためだろうか、ウェス、マレ、レッキといった要塞群を中心にして広く薄く布陣していた。

　前衛をまばらに広く配していたのは、いつどこに敵が襲いかかって来るか分からないからだろう。この前衛を触しょっ覚かくとして敵の存在をつかみ、戦闘が始まったら後方に控えさせていた中軍を前進させて戦線を支えようとしていたのだ。

　だが、この戦いでは安全な後方に控えていたはずの本隊が最初の急襲を受けた。

　食糧や武器の倉庫をも兼ねた三つの城塞群の内、二つが瞬く間に陥落。

　図ず示しされた状況では赤い海の真ん中に、緑の駒が孤立、包囲されているように見えるが、実際にこれを包囲殲せん滅めつするには高度な情報収集力と、スムーズな指揮権の継承、そして柔軟な判断力が必要となる。

　敵は西から来るものと決めつけて身構えていた帝国軍の将兵には、それは不可能であった。

「帝国の戦史でも、似たような戦い方を翼竜を大量にそろえて行おうとした例がありましたが」

「確かに。だが充分な数をそろえることが出来ず、実現は果たせなかった。それに、この作戦を実行するには指揮官同士が離れていても直接会話できるほどの通信力が必要だ。ニホンの軍はその双方を実現している。見ろ、我らはこうして帷い幄あくにいながらにして戦場の様子が手に取るように分かるではないか。この力があるからこそ、敵中に孤立しかねない作戦にも将兵を安心して参加させられるのだ」

　二人の参謀の眼前で、帝都に向けて兵を進めている正統政府軍の右翼方向に置かれた緑の駒が、赤い駒を打ち破る。

　コツンという音を立て、赤駒が取り除かれた。

「あと少しだな……」

「ああ。レッキの要塞を抜けば、敵は袋のネズミとなるだろう」

　地図の上では、膨大な数の赤い駒が、わずかな緑の駒によって、包囲されつつある。

　袋状の包囲網の口を閉じるべく、竹とんぼのような記号で描かれた青い駒が、敵陣奥深くレッキ要塞に向けて突き進んでいた。




　回かい転てん翼よく機きという言葉で示されるように、ヘリコプターは竹とんぼのように回転する主ローター……巨大なプロペラによって、揚よう力りょく、推すい進しん力りょくを得て大空を舞う。

　その独特な構造は固定翼機ではあり得ないような角度での上昇、急下降、力任せの急速な減速、回転するコマにも似た急激な方向転換、前進ばかりでなく、後ろ、左右への飛行すらも可能にする。

　だが同時に、その独特な構造自体が弱点ともなる。

　ローターを破壊されれば、空中に浮かび続けることは当然不可能で、バランスを崩して地面に激突するしかないのだ。

　また尾び翼よく部分に横向きに取り付けられたやや小型のプロペラ……尾部ローターもまた、姿勢を維持するためになくてはならない部品だ。巨大な主ローターを強力なエンジンで高速回転させているため、作用・反作用の法則に従った機体は、逆向きに回転しようとするからだ。したがってこちらを失っても、機体は遊園地のコーヒーカップのごとく自転し、これまた墜落してしまう。

　帝国軍翼竜部隊が、不意を突いて空中から鎖で編んだ網を投下したのは、その意味ではヘリコプターという航空機をよく観察して、弱点を見極めた有効な戦術であった。

「回避!!」

　空中に広がった投と網あみを見た操縦士達は編隊を崩して、回避行動をとった。

　それを追いかける竜騎士達。だが空中で激しく機動する物体に、重い鎖製の投網をうつことは容易ではない。

　とは言え、十や二十も投下すれば、運の悪い一機か二機のヘリはこれにかかった。

　帝国の未熟な冶や金きん技術で作られた鎖は、主ローターの破壊こそかなわず引きちぎられるが、飛行の安定は奪うことに成功した。

　さらに尾部のローターにひっかかればその機能は完全に停止し、ヘリは空中で駒のように激しく回転し始める。

「軟なん着陸するぞ！　つかまれ！」

「な、何があったんだ！」

　世界が激しく回転する中、操縦士が怒号を轟とどろかせながら操そう縦じゅう桿かんを必死で支え、後部の座席にいたエルベ藩王国軍の将兵は「落ちる！」と喚わめいた。

「叫ぶな、舌を咬かむぞ！」

















　ぐしゃと鋼板のひしゃげる感触と共に、尻の下から突き上げるような衝撃がきたかと思うと、「降りろ！　機体が爆発するぞ！」という声に背中を突き飛ばされるようにして、兵士達は走り出す。

　視野の回転が収まらないまま、酔すい客きゃくの千ち鳥どり足あしにも似た足取りで、兵士達は降りたばかりの地面を走った。

　もちろんその様子は、空中からも見て取れた。

　尻餅をついた機体の中から慌てふためいた乗員達が、蜘く蛛もの子を散らしたかのごとく逃げ惑って、墜落した機体は爆発炎上。紅ぐ蓮れんの炎と黒い煙は、帝国兵達にとって久しく味わうことの出来なかった勝利の味を呼び覚ますこととなったのである。

「やったあ!!」

「くそっ！　投網が足りない」

「お前達は落ちた投網を拾い上げろ！　我々は奴らを攻撃する！　続け！」

　竜騎長の指図で投網の投下を終えた翼竜部隊は、ひらりと散開すると急降下し、ヘリ部隊の頭上から襲いかかった。

　竜騎長はお手本を示すかのように、高度を下げようとするＵＨ１Ｊに向けて狙いを定め数本の矢を放つ。そして抱えていた竜槍を構えると、まっすぐに急降下突撃をはかった。

　その「我に続け！　我に続け！」と叫びながらの突撃によって、彼の背後には無数の翼竜の群れが続く。

　だが、露つゆ払はらいとして放たれた矢のほとんどはローターブレードによってはじき飛ばされていた。

「ならば、こいつはどうだ!?」

　慎重に、竜槍の先端をコクピットに座るパイロットへと向ける。

　落下の加速と空気の抵抗で、竜騎長の身体と彼の跨またがる翼竜が小刻みに振動する。

　空気を切り裂く槍の先端が上下に踊りだそうとするが、渾こん身しんの力でそれを押さえ込むと移動する敵を追って進路を微調整した。

　目標のヘリが、彼の狙うパイロットの姿が、視界の中で凄まじい勢いで大きくなっていく。

「いけっ！」

　だが、突き刺そうと竜槍を繰り出した瞬間、敵が急激に姿勢を変え、竜槍の柄が木っ端みじんに吹き飛んだ。高速回転するローターブレードに絡め取られ、へし折られてしまったのだ。そればかりか竜騎長までもが、愛竜ごとその存在を寸断されてしまう。

　空中には、まるで生き物が爆散したかのような血しぶきがまき散らされた。

　後に続いていた竜騎士達は、先頭に立って突撃していった竜騎長の無残な様に、急降下攻撃が危険であることを悟って、手綱を引く。周囲を旋回すると、安全な側面からの弓矢による攻撃へと切り替えた。

「真上は駄目じゃ！　真横か、正面から攻撃せいっ！　かかれっ！」

　戦慣れしたポダワン将軍の指示を受けた竜騎士達は、今度は四方八方から襲いかかった。

　単純に死角に入ろうとした竜騎士達は、ヘリコプターの急激な方向転換や、上昇下降を織り交ぜた空中機動に追いつこうと複雑な軌き道どうを描いて空を舞った。

　こうして翼竜とヘリのドッグファイトが繰り広げられることとなった。

　戦闘・攻撃ヘリによって展開されるドッグファイトは、モトクロッサーのレースに例えることが出来るかも知れない。

　ヘリコプターによる空中戦は、固定翼機が見せるような華麗さには欠けるが、逆にアクロバテックでトリッキーな動きが縦じゅう横おうに展開されるのだ。

　上下に飛び回り、くるりと向きを変えて、後方から追いすがろうとしていた敵に五十口径キャリバー50の銃弾を浴びせかけるといった動きは、回転翼機ならではだ。

　パイロット達は、エンジンの爆音を轟かせながら、空気を切り、叩き、強引な機動で翼竜を引き離し、迎え撃った。

　だが、帝国の翼竜部隊もこれに負けてはいない。

　手綱を緩めて翼を広げ空中で静止し、あるいは羽ばたかせて上昇、下降する。

　柔らかな胴体と尾を巧みに使うことで、予想も出来ないような急角度で突然進路を変え、ドアガンの弾幕を華麗に躱かわした。

　鞍くらから身を乗り出すような曲乗りで弾幕をくぐり抜けた竜騎士が、通り過ぎざまに中型ヘリコプターの底面に、下から細長い竜槍を突き立てる。

「あたりっ！」

　外板に槍が刺さった程度では、ヘリコプターがその飛行能力に影響を受けることはない。けれど敵に槍をつけることに成功したという事実は、他の竜騎士達を高揚させた。

　どんな獲物にも急所というものがある。そこに当たらなければ、仕留められないし、逆に針を刺したような小さな傷であっても急所に当たれば致命傷になるのだ。槍をつけることが不可能ではないと分かったなら、今度は急所に当てることを考えればいい。

「よし！　お前達は、あの手負いの横っ腹に槍を突き立ててやれ！」

　ポダワン将軍は、自分の護衛として続いていた三騎の竜騎士に、低高度をよたよたと飛行している機体を襲わせた。

　生き物ならば、確かに横っ腹は急所の一つであるから狙い場所としては間違っていない。だがこの敵は、横っ腹にこそ恐るべき爪を隠していた。

　槍を掲げて迫った竜騎士を迎えたのは、弓きゅう箭せんの鋭い鏃やじりをそろえて弓を引き絞っていたエルベ藩王国の精兵達であった。

「射いよ！　狙わずに射よ！　矢など狙って放ったところでそうそうに命中するものではないわ。まぐれ当たりを狙って矢をばらまくがいい！」

　国王デュランの叱しっ咤たに応えて兵士達は次々と矢を放った。

「そこな兵！　なかなかの腕前だ。お前だけは敵をよく狙え。当てずとも良い。顔にかすらせてやれ！」

「え、は、はいっ！」

　竜騎士達は、雨のごとく降り注ぐ弓箭を体中に浴びた。

　翼竜の鎧を纏っているため、矢が多少ところでびくともしないが、その数本が顔に向かってくると、どうしても突撃の勢いが鈍った。




「ええいっ、何をしているかっ！　こうなったら突撃じゃ！　突っ込め、食らいつけ！」

　ポダワンの叫びに、竜騎士達は奮い立って戦った。

　二頭の翼竜が、目の前を横切ったＵＨ１Ｊの一機を目標に定めて直進し、側面からその鋭い牙を剥むいて襲いかかった。体当たりである。

　操縦士は自分に向かって来る敵を見ると、操縦桿をむちゃくちゃに動かしてこれをよけようとした。バランスを崩した機体は、主ローターを敵に向ける。

　超高速で回転するローターのしたたかな一撃をくらった鞍あん上じょうの竜騎士は一瞬にしてその姿を消した。

　翼竜の強きょう靱じんな鱗うろこすらも叩き割られて鮮血の花火が空中に広がったが、翼竜は突如居なくなった主の意思を受け継いで、鋭い顎あごと爪とでヘリの胴を捕らえると外板を深く抉えぐって、その体重を敵へと預けた。

「くっ、バランスがっ！　こんなところでっ！」

　機体を懸命に立て直そうとする操縦士達。

　後部ではエルベ藩王国の兵士が、機体に食いついた翼竜を相手に剣を振るっている。だが大地はすぐそこまで近づいていた。

　翼竜を巻き込んだ姿のままヘリは大地に激突、爆発炎上してしまった。




　大地から赤い炎と黒い煙が立ち上るのを見た国王デュランは、大波にもてあそばれる小舟のように揺れ動く機体をなんとか宥なだめているパイロットに向けて叫んだ。

『帝国兵の奴らめ、気でも狂ったか！　体当たりに気をつけるがよいっ！』

「何を言っているんだ？」

　右席に座る機長は、左席の副操縦士に尋ねた。

「多分、体当たりしてくるから気をつけろって言ってるんですよ！」

　言葉は分からなくとも語感から副操縦士はなんとなく理解できたようである。

　機長はフットペダルを蹴り、右腕でスティックを前後に激しく動かしながら左手でピッチレバーを握り「了解！」と叫ぶ。

　視線を左右に激しく巡らせながら、周囲を見張る副操縦士が嘆く。

「くそっ！　いつまでこんな曲芸飛行を続けろってんだ!?」

　兵員・物資輸送が主任務であったＵＨ１Ｊのパイロット達は、こうした空中戦は想定していなかった。せいぜい対地攻撃がいいところだろうと思っていたのだ。

「早く撃ち落としてくれっ！」

　機長の叫びに、後方から向かってくる翼竜の竜騎士に弾丸を浴びせ、その肉体をはじけさせた隊員が応えて怒鳴った。

「やってます！　でも、周りには味方だって飛んでるんです。無闇に撃ちまくるわけにはいかんのです！」

「右から！　いや、まずい！　正面！」

　副操縦士が叫ぶ。パターン化しつつあった回避運動を見破られたのか、翼竜が突如として正面に現れた。その敵てき愾がい心しんに満ちた瞳は、キャノピーのガラス越しにパイロットをしっかりと見据えていた。

「危ない！」

　敵の投とう擲てきした槍がキャノピーを突き破って操縦席に突き刺さる……かのように思われた。

　パイロットを押しのけるようにして肩越しに後ろから突き出された右腕が、竜槍の先を間一髪で握りしめたのだ。

「デュ、デュラン陛下……」

　もしそのままだったら、操縦士はシートに縫い付けられていただろう。

　操縦士は老人の右手から滴したたる血に視線を奪われて固唾かたずを呑んだ。いや、血ではなく、己の力量のみで一国を従えている男の気迫というものに圧倒されたのだ。

『お前に死なれてはこの儂まで死んでしまうからな』

　デュランは握りしめた長い竜槍を機内に引き入れると、ニヤリと微笑んで周囲の兵達を怒鳴りつけた。

『何、手を休めておる！　射よ、射よ、弓を引き続けよ！』

　彼の背後では正統政府軍の兵士達の矢が、数騎の竜騎士に矢を浴びせかける。だが竜騎兵達は翼竜を急横転させながら、弓箭とドアガンの弾幕をかいくぐって急速に遠ざかっていく。

「くそっ！　まじヤベーぞ」

「機長！　エンジンが！」

　兵員を満載している上、限界を超える機動を繰り返していたため、いよいよエンジンがオーバーヒートを起こしかけていた。

「よし。こうなったら着陸させよう！」

『いや、待て！』

　パイロットが機体を降下させようとしたところで、デュランは叫んで空中の一点を指さした。ひときわ立派な翼竜に跨がった禿とく頭とうの老騎士が、上空を旋回しながら戦場を睥へい睨げいしていた。

『きっとあれが、敵将じゃ！』

「何を叫んでるんだこの王様は！」

「もしかして、あそこに行けって言ってるんじゃないですか？」

「無理だろ!?　もう機体が保もたない！」

『そこを、何とかしてみせい』

　デュランは、機長の首に左腕をかけると、機体側面の開口部から鹵ろ獲かくした竜槍の切っ先を敵将に向けて怒鳴った。

『そこの者！　さぞかし名の有る者と見た、一騎打ちに応ぜよ！』

「ま、まじかよ、もしかして一騎打ちしようってのか？」

　機長は、逆らったら首に回された義手で絞め殺されかねない迫力に抵抗できず、機体を敵へ向けた。すると敵の竜騎士が答える。

『我は、帝国軍ゾルザル陛下が将帥ポダワン！　そこにおわすはエルベ藩王国王デュラン陛下と見た！』

『おおポダワン伯爵か!?　相手に不足なし！』

　ポダワンは、一国の王から挑まれたことに喜色を浮かべると、竜槍を構えた。

『この場で陛下と槍を合わせることが出来るとは、これ以上の名誉はない！　名も誇りも知らぬような敵との戦いに、儂もいい加減飽きたところじゃ！』

　ポダワンはそう叫ぶと、翼竜をデュランの乗機へ向けた。

　二人の男は互いをにらみ合ったまま、槍の先端を向け合って急速に近づいていった。

　そしてすれ違いざまの激突。

　国王と将軍の竜槍が中空でぶつかり合って激しい火花を散らす。

『右じゃ、右じゃ』

　デュランに首を右にひねられた機長は「お、俺の首は、操縦桿じゃありませんっ……からっ！」と呻うめきながら機体を右に旋回させた。

　対するポダワンは翼竜を羽ばたかせると、左に旋回して再び向かい合う会かい敵てき進路をとる。

　再び近づく翼竜とＵＨ１Ｊ。

　デュランは、ポダワンの顔がはっきり見える距離まで迫ったところで、突如機長の首を左にひねる。

「ひだぎゃ！」

　カイロプラクティック的な効果音が機長の首から鳴り響いた。それでも機長はペダルを蹴って律儀に機体を左に急旋回させていた。

『あ奴め、体当たりをするつもりじゃった！』

　デュランは、憤いきどおりとともに罵ば声せいを吐き出すと、剣を握り直してポダワンの姿を探した。だが背後に残していったはずの敵がいない。

「左！」

　副操縦士の叫びに、全員が振り返る。

　ポダワンは左側からヘリの機体の下をくぐる寸前に、機体側面の開口部から竜槍の先端をデュランに向けて正確に繰り出していた。

　デュランは機長の首に回していた左腕の甲でもってその竜槍の先端を受け止めた。だがその勢いを殺しきれずデュランの身体は空中へと投げ出されていた。

『まだまだ！』

「陛下!!」

　機体から投げ出されたデュランは、そのままの機体の下部を通過したポダワンに頭上から飛びつく。

　背後から突如組み付かれたポダワンは、翼竜の背の上で拳を固めて振り返りざまにデュランの頬を殴りつけた。

『属国の藩王風情が！』

『連合諸王国軍など集められたのは、お前が、妙な提案をしたからだと聞く！　死ね！』

　殴り返すデュラン。

　翼竜の鞍上で、老年の男達の肉弾戦が始まった。

　互いにしがみつき合っての殴り合いだ。よけることも防ぐことも出来ず、二人の顔面はたちまち腫はれ上がり、折れた歯が飛び散った。

『恨むなら、モルト陛下を恨め！』

『当然、恨んでおるっ！　故あって味方しているが、いつか復讐してやるわいっ！』

　殴り合いでは埒らちが明かないと見たのか、ポダワンは腰の短剣に右手をかけた。

　そうはさせまいと、デュランも右腕を伸ばしてポダワンの右腕を押さえつけたが、ポダワンは両腕でデュランの腕をねじ上げた。

『くぉっ！』

　さすがに片腕では両腕の力には対抗できない。右手首が悲鳴を上げて、デュランは苦痛に呻いた。

　ポダワンは、勝ち誇った表情でデュランを押さえ込むと、左腕の籠こ手てを貫通している竜槍の先端をちらりと見る。

『儂の竜槍を、その左腕で受けたのが運の尽きじゃな……』

　短剣を悠々と右腕で抜くと、白刃をきらめかせてデュランに突き刺そうとする。

　だがその瞬間ポダワンは口から血を吹いた。

　デュランの左腕に仕込まれていた短弓が矢を放ったのだ。

　その直撃を受けたポダワンは、信じられないとばかりに自分の胸板に突き刺さった矢を見下ろしながら、翼竜の鞍から落ちて地上へと消えていった。

　肩で息するデュランは、翼竜に跨がると左腕の義手を見ながら言い放った。

『もとより、左腕なんぞとうの昔に捨てて来たわい』




　翼竜達は、動きが鈍りつつあるヘリ部隊にいまだに群がりつづけていた。

　だが、どこからともなく飛来した弾丸の奔ほん流りゅうが翼竜をぼろ屑のように打ち砕き、撃墜する。

「な、なんだ!?」

『こちら空自の神かみ子こ田だ一佐とその仲間達！　助っ人にただいま参上！』

　四機のファントムが、餌を狙う鷲のように次々と戦場へ降下してくる。

　その獰どう猛もうなエンジン音は、竜騎士達の心胆を瞬く間に凍らせた。それに対して自衛官達は一気に気力を盛り返して歓声を上げた。

「味方だ！　空自のファントムだ！」

　無限に続くかと思われた死の回旋ダンスも、航空自衛隊のＦ４ファントムが戦場に登場したことによって、終わりを迎える。

　わずか四機のファントムだったが、特地の空を制するその存在感は圧倒的である。

　凄まじい勢いで迫り銃弾を浴びせかけては、目にも留まらない速さで離脱するその速度は、竜騎兵の手に負える存在ではない。

　たちまち翼竜達は追い回され、あるいは二十ミリバルカン砲弾を全身に浴びて翼をもぎ取られ、空中で挽ひき肉にくのごとき姿となって落下していった。
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「ふぃ～、助かったぜ。よく来てくれた」と、健軍一等陸佐は汗に濡れた額を拭ぬぐいながら、窓の外を見上げた。

　二機ずつの編隊を二つつくったファントムが大きな弧を描いて旋回している。

　振り返れば、健軍や彼の部下達は酷い有様となっていた。

　上下左右に起動し続けたヘリの内部は、まるでミキサーにでもかけられたような惨状である。

　外に投げ出されないだけマシといった様子で、皆、床や椅子にしがみついて息絶え絶えとなっていた。ようやく身体を起こして、放り出された者がいないか、装備を落としてないかを確認している。

『こちら神子田、敵はあらかたやっつけたぞ。大丈夫かそっちは？』

「なんとか生きてる。お礼をしなきゃならんな」

『いいってことよ。だけどどうしてもお礼したいってんなら……合コンでもひらいてくれれば受けてやってもいいぜ』

「どうしてもお礼をしたいなら受けてやっても良い」と、物言いこそは大上段であるのに、どこか懇こん願がんめいた響きに聞こえるのは耳のせいであろうか？

「合コン……だと？」

『噂は聞いてるぜ健さん。騎士団の娘っ子と親しくしてるんだって？　一人だけいい目を見てるのは狡ずるいぜ。俺も美人や可愛いお嬢さんと仲良しになりた～い！』

　神子田は昔から美人や、可愛い子に目がない。

　だが、その野性味溢れるというより野獣的な言動を見ると、大抵の女性は一歩から二歩ほど退いてしまう。彼の良いところに着目しようという娘は滅多にいないのだ。

　空自のパイロットという高スペックに惹ひかれて近づいてくる娘もいるが、いざ交際を始めてみると、その濃ゆい性格故に破局を迎えてしまう。そうでない場合も、自衛隊を辞めて旅客機のパイロットになってくれと言い出すので、長続きせず独身のままここまで来てしまったのだ。

「あ、相変わらずだな。そろそろ落ち着いたらどうだ？」

　独身中年組の一雄でもある健軍は呆れたように言った。

『落ち着くためにも出会いが必要なんだ！』

「普通に出来ないのか？　ごく普通に」

『年取ったぐらいで、枯れてられるかってんだよ！　こちとら飢えてるんだ。……うるさい、頼むから黙っててくれ久く里り浜はま！』

　どうやら後部座席の相棒から、何やら忠告を受けたようである。

　だが神子田は『見逃してくれ。これが唯一のチャンスなんだ！　折角特地に来てこっちの美人と触れあわずに帰るなんてこと、俺には出来んのだ！　健さんに出来て俺に出来ないはずがない！　もしそうなら、きっと此奴こいつは何かの妖しい術で女の子を騙したんだ。きっとそうに違いない！』と叫んでいた。

「言っておくが俺はやましいことは何もしてないぞ。だいたい男女交際禁止の通知はまだ解除されてないんだからな」

『何を今更！　そんなの律儀に守ってる奴なんてもういねーよ。あんな通知をいつまでも出しっ放しにしてるから、隠れて交際する連中が出て来るんだよ！　要領の良い奴だけが得するんだよ！』

　なんだか抗議の声に、涙声が混ざっているように思えるのは気のせいだろうか？

「神子田一等空佐。言っておくが騎士団の娘っ子達は本当に若いぞ」

　四十も半ばを過ぎて五十の声も聞こえつつある彼らからすると、娘とも言える年齢差なのだ。

『その若いお嬢さんと仲良くしている男に言われても説得力などな～いっ！　第一、年の差婚は今の流行だろっ!?　法律に触れなきゃ大いに結構！　頼むよ健さん！』

　特地の特殊性なのか、それとも騎士団員達が特別なのか、彼女達は精神的に成熟した男を好む傾向がある。ヴィフィータも実を言えばそういうタイプで、同年代の男はガキにしか見えないとよくボヤいている。

『言って置くが、急いで来たもんだからそろそろ燃料がやばいんだ。だが、俺は健さんが良い返事してくれるまでここにいるつもりだぞ！』

「おい馬鹿、それって」

『そうだ。良い返事をしてくれないと、墜落しちまうぞってことだ。そうなったら健さんのせいだぞ！　さぁ、いい返事をくれ給えよ、ハリィ！　ハリィ！』

　健軍は、頭を抱えた。

　これは自分と後席にいる久里浜を人質にしたテロ交渉である。しかも目的が合コンとは……こんな事で戦闘機を墜落させようだなんて馬鹿のすることである。だが、そんな馬鹿を好んでやるのがこの神子田という男なのだ。

　頭を抱えている久里浜の表情が見えるようだった。

「わ、分かった。ただし俺は席を設けるだけで、後のことには責任を持たんからな」

　言いながらも、さてヴィフィータにどう説明しようかと健軍は悩む。

　彼の語学力では、ヴィフィータとの複雑な意思疎通はまだ難しい。彼女が真っ直ぐでさっぱりした性格だからこそ、多くの言葉を必要とすることなく意思を通じ合えるのである。

　だから、女の子を集めてくれないかと頼むのには、大きな苦労するだろう。要らない誤解を招くのはほぼ確実で、それを解くことにどれほどの手間がかかるのか。考えるだけでも恐ろしいのだ。

『やったぜ！　ありがとう健さん！　出会いさえお膳立てしてもらえりゃ、そっから先のことはもっちろんこっちの問題だからな。頑張るぜ！　詳しいことはまた後でな！』

　神子田はそれだけを告げると、旋回をやめて飛行雲をたなびかせながら戦場の空域から去って行った。

「あ、悪魔め」

　健軍は嘆息すると、パイロットに機体を着陸させるように告げる。そして進撃をこのまま続けられるかどうかの状況確認を急がせた。

「とは言え、これで一息つけたな」

「はい。団長」

　眼下では投下された鎖の網にローターを絡め取られたり、翼竜に食いつかれたりして墜落したヘリの残骸から負傷者達が運び出されている。

　自分で歩ける者もいるようだが、犠牲は自衛官、エルベ藩王国軍兵士の双方に出ており、第四戦闘団としての作戦行動は難しいかも知れない。

　着陸した機体から、降り立った健軍は、駆けつけてきた部下達を振り返った。

「損害状況はどうだ？」

「申し訳ありません。今、大まかなところを集計中です、しばしお待ち下さい」

「その大まかなところでいいんだが……数字はいいから時間的な要素だけ挙げてくれ」

　健軍の部下は眉を片側だけ上げて応えた。

「作戦の続行そのものは可能ですが、怪我人の収容と後送にほぼ半日かかりますね」

　健軍は苦い物を噛みつぶしたかのような表情となった。

「そうか、分かった。とにかく負傷者の救助と後送を急いでくれ」

「了解」

　指示はなくとも、彼の部下達は救助活動を当然のこととして既に実行していた。

　それを承知しているのにあえて健軍が告げたのは、作戦継続を断念したことに加え、負傷者の救出作業により多くのリソースを割かせるためであった。だがその時、幹部学校を出たばかりの若い幕ばく僚りょうが血相をかえてやって来て敬礼した。

「どうした？」

「い、一佐……まずい事態になりました」

「どうした？　もしかして、ピニャ殿下が暇すぎてヒスでも起こしたか？」

「いえ。そうではなく、あの、その、あの、あの……」

　情報担当の若い幕僚は、混乱しているのか状況をうまく説明できずに口くち籠ごもっていた。額ばかりか全身から汗を噴き出していて、見ていて可哀想になるほどに混乱している。健軍も苛立ちを通り越して哀れに感じたため、怒鳴りつけたい衝動を抑えゆっくりと語りかけた。

「分かった。とにかく順序立てて、状況を時系列順に説明してくれ。古い順にな……」

「は、はい。分かりました。では時系列順に説明致します。まず、ゾルザル陣営に潜伏している『料理人』より、帝国軍がフォルマル伯爵領にいるという報告が入りました」

「う～む。やはりか」

　この健軍の言葉に幕僚達は素すっ頓とん狂きょうな声を上げた。

「予想されていたのですか!?」

「あらかじめ想定していた事態の一つではある」

　幕僚達が周辺の地図を広げ、健軍を中心にそれを取り囲んだ。

　健軍は茶色で描かれている山岳地域を指さした。

「おそらくゾルザルは、このあたりを横断してフォルマル伯爵領へと入ったのだろう」

　地図に記された経路の長さと峻しゅん険けんさに最初に反応したのが、補給担当の幕僚である。

「どうして料理人は、途中で報告を送ってこなかったんでしょうか？」

「荷物か何かに潜り込んで外の状況が掴めなかったんだろ？　それなら、目的地に着くまで自分が何処にいるかなんて分かるはずない」

「しかし、偵察にひっかからなかったのは？」

「このあたりは航空写真を見ても、森が深くてよく見えない。しかも作戦の準備段階に入ると偵察行動は、敵の動きが活発な地域ばかりに集約されたからな、それ以外の地域は……ましてこのあたりは敵の動きも少なかろうと、情報収集が手薄になっていた」

「無人偵察機を導入する計画はどうなったんだ？　あれっていったいどうなってる？」

　情報幕僚は自分が責められているように聞こえたのか、言い訳のように返した。

「グローバルホークはまだ配備されてませんし、運用するとしても通信衛星をはじめとしたインフラの整備が不可欠です。アフガンやパキスタン上空で無人偵察機を運用できるのは、軍事衛星を通じてリアルタイムで中継できるからでしょ？　そういったものがない特地じゃあ、持ってきても宝の持ち腐れですよ」

　だからこそ、空自は旧式のＦ４ファントムを特地に持ち込んだのである。

　それは単に古くて使い捨てにしても惜しくないばかりでなく、空戦、対地爆撃、偵察と様々な役割をこなす多用途性と、情報インフラが整ってない環境下でも運用が出来るという利点を持っていたからなのだ。

　健軍は情報担当の幕僚に尋ねた。

「イタリカはどうなっている？　ピニャ殿下はどんな対応をとっている？」

「は、はい！　柳やなぎ田だ二尉の連絡では、正統政府軍は城外に出て応戦するかまえのようです」

　健軍は、「よし、さすがはピニャ殿下だ。よく分かってる」と鋭く膝を叩くと叫んだ。

「今すぐにイタリカに向かうぞ！　負傷者救助と後送に必要な数を残して、残りはこれよりイタリカのゾルザルを叩くために転進する」

　陸上自衛隊では、判断や行動は遅ち疑ぎ逡しゅん巡じゅんすることなく、ということを口を酸っぱくして教えている。健軍の素早い判断は、そのお手本とも言えるものであった。

　幕僚達も異議なく一斉に頷く。この戦いの目的がゾルザルを叩くことにあることは、誰もが理解していたからである。

『ケングン団長、どうされたのだ？　突然引き返すとは……折角ここまで進んできたのに！』

　デュラン国王が竜槍を担いだ姿で、義足を引きずりながらやって来た。その周りにはエルベ藩王国の兵士達が数人ほど付き従っている。

「おい、倉田！　通訳頼む」

　健軍は倉田三等陸曹を呼び寄せると、通訳を命じてデュランに敬礼した。

「陛下。ただいまこちらに届いた報告によりますと、ゾルザルは一軍を率いてイタリカを襲撃しているとのよし。我々の標的は、ひとっ飛びで手の届くところに来てくれました」

『なんだと……？』

「我々はゾルザルを狙うためにイタリカに急行します。陛下はどうされますか？」

『無論参加させてもらう！　皆も、動ける者を掻き集めよ！　急げ』

　デュランは怪我の軽い者に負傷者の救出を命じると、健在な者を掻き集めてヘリコプターに乗り込むよう告げた。

　たちまち、兵士達の間にこれから決戦という雰囲気が盛り上がっていく。だが困惑した情報幕僚は健軍の袖を引くと告げた。

「団長。自分はまだ説明を終えていません。もっと重要な報告が」

「なんだこれで終わりじゃないのか？　だが、確かにこれはまずい状況とは言えないからな。お前がそこまで慌てた理由ってのはいったい何なんだ？」

「はい。実は、つい先ほど『韋い駄だ天てん』が発令されました」

「な、何!?　『韋駄天』だと!?　どうしてそれを先に言わない！」

　さすがの健軍も怒鳴らざるをえなかった。幕僚の襟首を掴むとがくがくと盛大に振る。

「済みません。複数の情報が一気に輻ふく輳そうして処理が重くなってしまい……」

　若い幕僚は、自分を低スペックのパソコンに例えるかのような言い訳をした。一度にたくさんの仕事を自分に強しいるなとでも言いたいようだ。

　健軍は軽い頭痛を覚えつつも、苛立ちを落ち着かせようとするかのように声の調子を落とした。

「何かの間違いじゃないのか」

　だが若い幕僚は、額に流れる汗をふきながら手にしたメモに目を向けそれを読み上げる。

「いいえ。間違いではありません。状況『韋駄天』、退去準備命令で間違いありません」




　状況『韋駄天』……それは特地派遣部隊が特地に踏み込む以前に政府によって作られた緊急対処マニュアルに想定された事態の一つで、『門』に何らかの異常、異変が見られたなど、日本と特地の連絡が絶たれる可能性が極めて高くなった場合に発令され、特地に派遣された全隊員は任務を放棄して、可か及きゅう的てき速すみやかに特地からの退去準備をすることとなっていた。

　いわば船底が破れ浸水が始まった船を救えるかどうかに手を尽くしながらも、総員退去を準備させる命令である。これに引き続いて、『脱だっ兎と』が発令されれば、総員退去、つまり特地派遣部隊の全隊員は日本に逃げ戻らなければならない。

「後少しでって時に、どうしてこんな事が！」

　決して少なくない犠牲を払い、ようやくつかみかけた勝利を投げ出させる命令である。隊員達は納得できない悔しさで拳を震わせた。

「団長、あと少しです。あと少しなんですよ！」

　健軍と同じヘリに乗り込んだ通訳要員の倉田が、食ってかかった。

「状況『韋駄天』の発令は、『門』に異常が発生したことを意味する。グズグズしていると特地に取り残されて帰れなくなってしまうかも知れん。すぐに、アルヌスに戻らなきゃならんのだ」

「でも『脱兎』はまだ発令されてません。なら、今すぐどうこうなるわけじゃありませんよ！　その間にイタリカに行ってゾルザルの首をとってしまえばいいんです！」

「だが、『脱兎』が発令されたらそれこそ特地は沈む船も同じだ。我々は、いつでも海に飛び込めるように救命胴衣を来て甲板に上がっている必要があるんだ。もう、船底でうろうろしている暇はないんだ！」

「じゃあイタリカはどうなるんです？　皇太女とか、彼女の部下達はどうなるんです!?　フォルマル伯爵家のみんなは、ペルシア達は、俺達が援軍に行くって信じてるから、一生懸命戦ってるんでしょう!?」

　すると倉田の隣に座った陸士長が「三曹……それは言わない方が！」と注意していた。

「なんだよお前は！　他所の世界、他所の国の住人がどうなろうと知らんって言うのかよ!?」

「違いますって。団長が何も感じてないわけないって言ってるんですよ」

　ヴィフィータに迫られた健軍が押し切られて、なし崩し的につき合っている状態になっていることは、隊員達の間でもそれなりに有名だ。もちろん倉田も知っており、健軍に対して特地で交際相手を見つけた仲間意識を抱いていたのだ。だからこそ裏切られた気分も強いのである。

「だったらなおのこと！　女を見捨てたりなんかしちゃ、男として駄目でしょう！　違いますか一佐!?」

　健軍は、しばらく黙して倉田の言葉を浴びていた。そして重々しい態度で頷いた。

「確かに、お前の言う通りだ」

「だったら！」

「だが、たとえそうだとしてもそれは俺の私事だ。お前はここに残る覚悟を決めてるのかも知れないが、他の皆はそうじゃない。俺やお前の事情の為に、他のみんなを巻き込むわけにはいかんのだ」

　倉田もこれには言葉を返すことが出来なかった。

「分かりました。なら俺だけでも行きますから！　行かせて下さい！」

　倉田はそう言うと、エキストラクションロープに手を伸ばした。だが、瞬く間に周りの隊員達から「馬鹿なことを言うな！」と押さえ込まれてしまう。

「放せ！　俺は残留の希望を出してるんだぞ！　此処に残ってもいいんだ。俺を降ろせ！　降ろしてくれ！」

　健軍は顔を背そむけたまま部下に「そいつを黙らせておけ」と命じると、「いいんですか？」と尋ねてくるパイロットに先を急ぐように告げた。




　状況『韋駄天』を報せる通信は『特地』にて活動する自衛官全てに向けて流されていた。

　それは現地の協力員と共に資源探査に向かっているチームや、敵地に潜入している工作員に対してもであった。アルヌスを離れて活動していた彼らは、その連絡を受けると直ちに引き返した。

　そしてイタリカに駐在している菅すが原わらにも、退去準備の命令は届いた。

　商店の倉庫の一角を宿舎として借りている彼は、朽くちかけた机の上に設置した無線機からの音声に耳を傾けていた。

　背後の寝台上では旅装で身を固めたシェリーが葛籠つづらに衣類や荷物をまとめている。既に皇帝の署名が入った信任状も届けられ、あとはイタリカを出発するだけなのだ。

「そんなに日本に行くのが怖いのかい？」

「わざと分からないふりをなさっているのですか？」

　シェリーは涙で赤くなった目を菅原に向けた。

　泣き顔の少女に菅原は慈愛顔で答える。

　シェリーの涙が自分との別れを悲しんでいるからということは分かっているのだ。それをあえて指摘するのが気恥ずかしかったに過ぎない。

「怖いかと問われるなら、怖いですわ。だってスガワラ様としばしお別れしなければならないんですもの」

「少しの……」間の事だよ、と続けようとして菅原は失敗した。

「スガワラ様？　何かあったのですか？」

　シェリーはじっと菅原を見つめていた。

　少女は聡さとい。思春期独特の感受性から相手の些さ細さいな変化もよく見抜くのだ。

　外交官として訓練を積んできた菅原ですら、ごまかすのに苦労するほどだ。そのため菅原はシェリーには可能な限り隠し事や、嘘をつかないようにしていた。彼の精神的な動揺を見抜いたシェリーが、悲しそうな顔をするのが嫌だからである。

　シェリーはシェリーで、自分が菅原を困らせていることを悲しむ。互いに相手のことを考えて嫌な思いをするなら、最初から嘘がない方がいいという結論なのだ。だが、さすがにこの時ばかりは事実を言えなかった。

「ちょっと出かけて来るよ」

「いま、お館に近づくのは、危険ではありませんか？」

「行き先は柳田二等陸尉のところだよ。伯爵家の館には近づかないから大丈夫」

　菅原は、安心させるつもりで柳田の名前を出した。だがそれを聞いた途端、シェリーはつむじを曲げた。

「わたくし、あの方があまり好きではありませんわ」

「シェリー、そんな風に言ってはいけないよ。彼に君を託すのが心配になってくる」

「だって。あの方ったら、スガワラ様のことをからかってばっかりなんですもの」

　シェリーは、菅原が柳田からシェリーとの仲を揶や揄ゆされていることを知っていた。幼すぎる自分のせいで、菅原が恥ずかしい思いをしていると思うと大変申し訳なくなるのだ。だからといって身を引く気はないので、当然のごとくわき上がる反感は、柳田へと向かうことになる。

「彼は、若くて可愛い君と仲良く出来る僕に妬やいてるんだよ」

「だからって……」

　シェリーはぷぅと頬を膨らませた。そんな弾力のあるシェリーの頬を、菅原は指先でつつく。

「とにかく行ってくる。すぐ戻るから、それまでに支度を済ませていて」

　菅原はそう言い残すと、柳田の詰める自衛隊のイタリカ事務所へ走った。そこでは既に柳田が部下達と共に逃げ支度を始めていた。

「柳田二等陸尉！　『韋駄天』ってのは確か……」

「おい、その書類はシュレッダーにかけておけ。ああ、菅原さん丁度良いところに来た。そこの鞄かばんをとってくれ」

　車椅子から立ち上がった柳田は次々と荷物をまとめていく。

　もう歩くのに不自由はないくらいには回復しているのだが、こうした作業になるとどうしても、人の手を借りる必要があるようであった。菅原は手を伸ばすと鞄を柳田に放り投げた。

「『韋駄天』の発令、なんとかならないですかね？　狭間はざま陸将に意見具ぐ申しんして撤回してもらうとか」

「無理を言わないでくださいよ。緊急時の対応マニュアルは閣議決定に基づいているんですから。狭間陸将とは言え勝手に出来るようなものではないんです。それがシビリアンコントロールってやつですぜ。外務省から来ているあんただってこれには従わなきゃならないはずだ」

「だけど、今我々が撤退したらここの正統政府はどうなります？　皇太女殿下達はどうなります？　彼女達は自衛隊の援軍を信じているから、懸命に戦っているんでしょ？」

　菅原は公私にわたって、このイタリカで様々な要人達と友ゆう誼ぎを結んできた。それらを見棄ててここから逃げ出すことにはどうしても抵抗を感じてしまうのだ。

　即答することの出来ない柳田は、すうっと息を吸うとため息と共に吐いた。

「確かに心配でしょうね。でも『韋駄天』が発令された以上援軍は来ない。みんな戦いに勝利したゾルザルの奴らに八つ裂きにされてしまうでしょう。ピニャ殿下も、ここの貴族や議員の方々も、フォルマル家の人たちも、たぶんおしまいですよ」

　淡々と語る柳田に菅原は迫った。

「柳田さんはいいんですか、それで？」

「俺は自衛官ですから命令に従うだけなんですわ。俺の人生はこんな世界で終わることになってませんからね。高機動車が用意してあります。菅原さんも早く支度して下さいよ。いろいろと始末しなければならない書類だってあるんでしょ？」

「いや……僕は、私は残ろうと思ってます」

「それは自殺と同じだ」

　菅原は柳田のたばことライターに手を伸ばした。そのままテーブルに身体を預けるようにして立つと、たばこに火を付けて、煙を天井に向けて吐き出し冷静に告げた。

「けどね、こっちにもいろいろと都合というものがあるんです。特地の専門家になる道を進み始めたからには、もう鞍くら替がえは出来ませんからね。特地の国々との関係を断たれて、特地担当の外務官僚にどんな仕事があると思います？」

「そう言われれば、確かにそうだよな……」

　仕事のない官僚の末路は悲惨だ。

　肩叩きされて退職。そして天下った先の団体や企業で読書三ざん昧まいの日々が始まる。天下り先では、仕事をしてはいけないからだ。それは仕事が生き甲が斐いの人間にとって、ある意味牢ろう獄ごくに入れられたようなものとも言える。菅原はそんな思いをするくらいなら、いっそ死んだ方がマシだと思っているのだ。

「もちろん、国益の追求という意味もありますよ。将来『門』の再開通があった時、日本人は正統政府の人々を見棄てたって言われたら、どんなに力のある外交官でも苦労すること請け合いだ。だけどここで残ってみせれば、信頼関係を一層強固な物に出来る。私の立場も強化される」

「あんたが自衛官だったら、俺はあんたを無理矢理縛ってでもつれて帰らなきゃならんところです。だがあんたは別組織の人間だ。どうこうする権限は俺にはない」

「分かってもらえてありがたい」

「あんたこそ、日本外交官の鑑かがみだと思いますよ」

　柳田はそんな菅原の肩をぽんと叩いて賞賛した。だがそのまま揶や揄ゆするような表情で顔を寄せると「でも、あんたはそれでいいとして、若い嫁さんはどうなるんです？　大使として日本に赴ふ任にんするんだろう？　下手すると生き別れだ」と付け加えた。

「彼女のことは実家に頼むつもりです。手紙を書くの送り届けてやって下さい」

「嫌がられるんじゃないの？」

　突然あんな年とし端はもいかない娘が「嫁です」だなんて押しかけてきたら、実家が嫌な顔をするのではないかと柳田は危き惧ぐした。まだ幼い少女にとっても、知らない大人に囲まれて大切な時期を過ごすのは不幸でしかないはずだ。

「親父ならシェリーが帝国貴族の伯爵夫人だと知れば諸もろ手てをあげて引き受けますよ。きっとどっかのお嬢様学校にでも入れて花嫁修業させてくれます。ウチの息子の嫁は貴族の伯爵様なんだ、ウチも貴族の家系に連なる名家なんだって威張れますからね。母も、常から娘が欲しかったとか言ってる人です。こちらも手放しで喜んでくれるでしょう。心配ないですよ」

「分かった。そういうことなら、引き受けた。でも付き添わないって事、自分で言えよ」

　生活費とか養育費とか学費とか諸々のことを気にかけていた柳田は、何か負けたような気がした。誰かと一緒になるとか、預かるとか言う時に、細かいことをぐちぐちと考えているようでは駄目なのかも知れない。どこかで後先考えない勢いみたいな物が大切なのだ。

　部屋の片隅でじっとこちらを見ているデリラの瞳が暗い光を湛たたえている。シェリーを説得に戻っていく菅原を見送った柳田は、苦笑混じりの声をデリラにかけた。

「なんだその目は？　シェリーの嬢ちゃんが羨うらやましいのか？」

「へ、へんっだ。ニホンになんか行ったって苦労するだけさ。アタイはこっちで旦那の帰りを待つからいいんさ」

「なんだ、ついて来たくないのか？」

　するとデリラはぐっと身を乗り出した。

「い、嫌だって言ってるわけじゃないよ。旦那が来いって言うなら、行かないこともないけどさ。でも、迷惑じゃないのかい？」

「気にすんな。なんとかなるさ。なんとかならなくても、それは向こうに行ってから考えりゃいいんだ。で、どうするんだ？」

　デリラはそれまでの暗い表情を一変させると叫んだ。

「もちろん、行くよ！」




「……なんだって柳田さん？　もう一度、繰り返してください」

『韋駄天が発令された。ちゃんと聞き取れたか？　繰り返そうか？』

　料理人としてゾルザルの近くに潜入していた古ふる田たもまた、その命令を受け取っていた。

「いえ結構です。了解です。けど、ここから脱出しろと言われても、正直困るんですが……」

　古田は大きな木箱に挟まれた狭い空間に身を潜めながら、周囲に視線を巡らせた。

　そこにはイタリカを背にするピニャの軍を、正面から攻め立てているゾルザル軍陣地の舞台裏があった。

　顔面に矢を受けた兵士から鏃やじりをひっこ抜こうとして、軍医が真っ赤に焼けた金かな鏝ごてを兵士に近づけ、その兵士は全身全霊を込めて苦痛に叫んでいた。

　また軍需物資を載せた荷車からは、補助兵が矢の束を次々と下ろして運んでいこうとしている。はっきり言えば敵のど真ん中なのだ。

　ゾルザルの向かう先を調べるために、なまじ軍需物資の箱に潜り込んだのが運の尽きだったかも知れない。ここに到着するまで抜け出すことも出来ず、気がついたら戦場の真っ直中である。

『お前が戻ってくるまで待っていてやるから、何としても脱出してこい』

「あ、はい。了解しました」

　通信を終えた古田は、通信機を袋の中に隠すと、隙を見て補助兵の列に交ざり矢の束を担ぎ上げた。ぼろぼろの貫かん頭とう衣い姿だが、軍陣内で輸送や雑用を引き受ける雑ぞう役やく夫ふがそろって似た格好をしているため、かえって怪しまれずに済んでいた。

　古田は補助兵の列の最後尾を歩きながら、ゾルザルの軍陣内からどうやって抜け出そうかと周囲を見渡した。

　やはり、陣営の後方の警戒が薄そうである。だが、そちらに向かおうとして足を踏み出した途端、鋭い声に呼び止められてしまった。

「おい、そこのお前！　どこに行く！」

　ヤバイ。怪しまれた！　古田は凍り付いた。全身の汗かん腺せんが開いてぶわっと大量の汗が噴き出してくる。

「こっちだ、こっちに来い」

　立派な鎧で身を固めた百人隊長が、古田を手招いていた。

「りょ、了解しました！」

　正直行きたくなかったが、黙って動かないでいるとかえって疑われると思った古田は、荷を担いだまま百人隊長に歩み寄った。

「隊長さん。何か御用ですか？」

「その矢はこっちだ。こっちに運べ。ついてこい」

「は、はい」

　古田は、マントを翻して大股で歩く百人隊長の背中を小走りで追った。

「今回は酷い矢戦だ。お前達にも負担をかけることになるが、しっかり働いて見せろ。そうすれば名誉ある帝国軍の正規兵として取り立てられる機会も巡って来るだろう……」

　どうやら怪しまれて声をかけられた訳ではなさそうであった。そればかりか労ねぎらいの言葉までかけられてしまう。

　古田は新たな疑いを招かないように、百人隊長の言葉に適当に合わせ、「はい。頑張ります、隊長さん」とだけ答えた。

「うむ。良い返事だ」

　この百人隊長。ただの百人隊長ではないようで、後ろに続いているとあちこちにいる兵士や警備兵、士官までもが敬礼して来る。

「ボルホス首席百人隊長！」

「なんだ副隊長!?」

　振り返ると、同じような百人隊長の格好をした男が走り寄って来た。

「例の亜人共を何とかして下さい」

「何が問題なんだ？　彼奴らは殿下のご命令でやっているだけだ」

「分かっちゃいますがね、兵達にとっちゃたまらんですよ。何しろ今回の敵にはピニャ殿下の騎士団がいるんです。イチモツに血を集めた状態であんなべっぴん揃いと向かい合ったんじゃ、つい色気が出て剣先が鈍りかねません。それで逆に殺されたんじゃ馬鹿だ」

　前線の兵士達は、女騎士達を生け捕りにしたがる。そのためどうしても突き出す剣や槍先が鈍る。そこを突かれてかえって手痛い目に遭あっているのだ。

　ボルホスは呻くように頷いた。

「どんな佳いい女が出てきても、手加減するなって命令すればいい」

「ボルホス首席。それが出来ないってことくらい分かってるんでしょ？」

　戦争のような命の危険に曝される状況下では、種族維持の衝動が非常に強く働いて、男は無性に女性が欲しくなる。何もしなくてもそうなのだ。待機している間、ずっと興奮させられていては、戦場で女性兵士と向き合ったら兵士が何を感じ、どう振る舞うかが目に浮かぶようだと副隊長は告げた。

　ボルホスは大きくため息をつくと、しようがないといった風で今まで進んでいた方向とは別の方角に身体を向けた。

「あの……？」

「お前はここで待ってろ」

　ボルホスはそう言ったが、古田はその後ろに続いた。一人で残されるより、皆が見知っている人間に付き従っていた方が、誰すい何かされる心配も、疑われる恐れもないと考えたからだ。

「何故ついてくる、あそこで待っていろと言ったろ？」

「でも、あそこで突っ立ってると、別の隊長さんに何遊んでいるんだって怒られそうで」

　古田の言葉に理があると認めたボルホスは「そうだな。なら、ついてこい」と告げて同行を許した。

　少しばかり進むと、農家の朽ちかけた納な屋やがある。それが近づいてくると、中から女性の嬌きょう声せいめいた悲鳴が漏れ聞こえて来た。

「なんです？」

「聞いての通りだ」

　断続的に、リズミカルに響くそれを耳にした途端、古田はいたたまれない気分になった。それは親と一緒にテレビドラマを見ていて、ラブシーンが始まってしまった時のような気分に近いかも知れない。

「あの……　今、戦争の真っ最中なんですよね？」

　ボルホスは忌いま々いましそうに言い放つ。

「殿下のご命令でな。拷ごう問もんってことになっている」

「何かを聞きだそうとしているんですか？」

「違う。苦しめるためだけだ」

　ボルホスは不快そうに吐き捨てると、戸口に近づいた。

「変だ。見張りがいないぞ」

　戸口に立って中を覗き込む。するとボルホスは「あっ」と立ち尽くしてしまった。

　そこで繰り広げられていたものが予想したものとは全く違っていたからだ。いや、予想した通りのものではあった。だが規模というか、次元というか、内容が全く異なっていたのである。

「ほらっ！　次よ！　次は誰？」

　まず、拷問する側とされる側とが違っていた。なにしろ絞りかすにされて累るい々るいと横たわっているのは男達であったからだ。

















　倒れてぴくりとも動かない男達を、女は軽けい蔑べつの眼差しで見下ろしていた。

「何よ、もう終わりなの？」

「もう、勘弁して……くれ」

　意識のある男も壁際にしゃがんで処刑の順番を待っているかのごとく、ぶるぶると震えている。

「情けない男。駄目駄目ね。でも、そんな男もわたくしの手管にかかれば……」

　テューレはブルブルがたがたと震える男に、歩み寄ると妖しげな表情で耳打ちした。両の手で男に触れ、挑発し、唆そそのかすように蠢うごめいた。舌先で、そして、全身で。

　すると萎しなびきって全く反応を示さなかった男が、たちまち蘇った。だが、男は悲痛な叫び声を上げた。

「ああ！　頼む、もうやめてくれ！　もう限界だ！」

「そうかしら。ここはそうは言ってないわよ。さあ、言いなさい。ボウロは何を企んでいるの？」

「知らない！　俺達みたいな下っ端が知るはずない！」

「嘘ね。下っ端は下っ端なりに、上が何をしているのか。何をしようとしているのか、よく見て、聞き耳を立ててそれなりに掴んでいるものよ。そうして知ったことを口にすればいいの。さぁ！」

「分かった。言うから待ってくれ……ボウロは、皇帝の血筋にハリョを入れようとしていたんだ。ハリョの娘にゾルザル様の子を産ませようと、あの手この手で……その後に皇帝の一族からヒト種の跡継ぎを断ってしまえば、皇統をハリョが乗っ取ることになる。ボウロはそう女達に言って、ゾルザル様に嗾けしかけて」

「でも、実際に殿下の傍に侍はべったのはわたくし。それに、ヒト種の奴隷が数人ばかりだったじゃない？」

「その事態は、ボウロもきっと計算外だったんだ。まさかあんたがゾルザルのお気に入りになっちまうなんて思わなかったのさ」

「だから、ボウロはわたくしに近づいて来たということなのですね？」

「そうさ。あんたはうまく利用されたってこと…………あ、うっ……くっ」

　男は、呼吸が出来なくなったのか胸を押さえると、白目を剥むいてぐったりと倒れた。

「あら、やだ。もう終わりなの？」

　答えなくなってしまった男をテューレは卑いやしい物でも見るかのように蔑さげすむ。吐き出す精が一滴も残っていなかったのか、男は最後に生命を放出し息絶えてしまったのである。

「しようがないのね……でも、ゾルザルに比べたらマシよ。それだけは褒めてあげる」

　必要な情報を取り終え満足したのか、テューレは微笑みながら腰を上げた。

　薄暗い小屋の中では、テューレが一歩進む度に鎖の擦すれる音がする。手足から太い鎖が伸びているのだ。

　そのテューレは門口に人の気配を感じたのか顔を上げた。

「あら、そこにいるのはボルホス首席百人隊長ではありませんこと？　貴方もわたくしを拷問しにおいでになったの？」

　テューレはボルホスに狙いを定めたように鋭い視線をむけ、真正面から歩み寄った。

　ボルホスはその猥みだらな迫力に気圧されたのか、少しばかり上体を後ろに反そらす。

「いや。こういう拷問は兵に悪い影響を及ぼすので、せめて陣の外でするように言おうと思ったのだが……どうやら、終わったようだな。何よりだ」

　動揺の隠しきれないボルホスの声は、どこかうわずっていた。

「そうですわね。わたくしを責め立てることが出来る男は、ここにはもういませんもの。どうでしょう？　隊長が、ゾルザル様のご命令を遂行なさっては？」

「いや。俺は戦いの前に女を近づけるのは好かない」

「堅かたいのね。でも、そういう男は好きよ」

「それは光栄だ。だが、今は、それどころではない」

　ボルホスはテューレの肩を押し戻すと、傍らにあった斧を取り上げ彼女の手首についた鎖に押し当てハンマーで叩いた。

　鎖を構成する鉄の環わが数個、はじけて飛び散る。

「なんのつもりかしら？」

「説明したろう？　俺はこういう事は好かないとな。どこへなりと逃げろ」

　だがテューレは、けだるそうなそぶりで「このなりで、逃げろと言われても困るのよ」と周囲を見渡した。彼女は何も着ていないのだ。

「お水を持ってらっしゃる？　喉が渇かわいたわ」

「水くらい自分で探せ」

「この格好で外をうろついていいのなら、そうするけれど。兵隊さんに悪影響があるんでしょ？」

　テューレは自分の身体をこれ見よがしにボルホスに曝して、衣服を何とかしてくれと訴えかけた。

「おい、お前、何か着る物か、身体にまとえる物はもってないか？」

　ボルホスが、振り返って自分に付き従っている補助兵に尋ねた。補給や物資の輸送に携わる補助兵なら、衣類の予備か、身を隠すのに具合の良い布のありかぐらい知っていると思ったのだ。

　だが、それはテューレにとんでもない効果を及ぼすこととなった。

「あ、テューレさん……ども」

　古田はどういう顔をして良いか分からないといった風に、苦笑した。苦笑するしかなかったのだ。

　心憎からず思っていた女性が、他の男と絡み合っているところを見てしまえば、わき上がってくる嫉妬やら、怒りや、憐れん憫びんといった様々な感情がない交ぜになってしまう。こんな時、どんな感情を表に出すかは、人それぞれだ。怒り出したり、泣き出したり、びっくりしたまま凍り付いたり……古田の場合は、それが苦笑であった。

　そしてそんな古田の顔を見たテューレは、驚愕の表情でしゃがみ込むと悲鳴を上げた。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　腕で身体を隠すと背を向け「いや、いや、お願い、見ないで！」と泣き叫んだのである。

「あっちに行って！　見ないで！　お願いよ！」

　どんなふうに扱われようと屈しなかった女が、一瞬にして手た弱おや女めに豹ひょう変へんしたのを見て、ボルホスはその原因らしい古田をまじまじと見つめた。
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「で、状況はどうなっている？」

　緊急事態発生の報を受けて、首相官邸に招集された安全保障会議。

　十三時きっかりに開催という連絡を受けて、息せき切って駆けつけてきた閣僚達は、いったい何が起きているのかという説明を、事態対処専門委員に求めた。

　情報をとりまとめた危機管理監が、これに応える。

「本日午前九時五十八分。中央区銀座四丁目交差点付近を行進していた、国際ＮＧＯ『銀座事件の外国人被害者への補償を求め、特地を開放する会』の参加者およそ三千人の内の一部が、警視庁警備部の警官を振り切って暴徒化。銀座駐屯地から出ようとしたトラックに襲いかかって積み荷を略りゃく奪だつし、これを検けん挙きょしようとする警官隊との乱闘騒ぎとなりました。騒動は国際ＮＧＯ全体に波及し、投石やプラカードを武器として暴れました。機動隊が放水などで対応しましたが、国際ＮＧＯは銀座駐屯地を占拠して立て籠もりました。国際ＮＧＯ側の要求は、『門』を国連常任理事国の共同管理下におくことに同意せよと言うものと、帝国側に銀座事件の外国人犠牲者の補償を約束させることで、それが無い限り動かないと言って気勢を上げています。また、我々が事態の解決に話し合いでなく強硬手段を選択した場合、『門』を破壊すると言っています」

「銀座駐屯地を占拠して気勢を上げてるだって！　素手の暴徒をどうして防げなかった!?　どうしてドーム内まで侵入を許したんだ!?」

　官房長官の木こ檜ぐれは思わず席を立って危機管理監を怒鳴りつけた。だが警察庁の次長は、まるで他人事のような冷静さで木檜の問いに答えた。

「未確認ではありますが、暴徒の一部に自動小銃やロケット弾、爆発物などで武装している集団があったという報告も入ってます」

「なんだって!?　いったいぜんたいどこからそんなものを」

　夏なつ目めは国家公安委員長の無知さ加減に、呆れたような口ぶりで説明した。

「日本の海岸線は長く、小型船舶でならどこからでも近づけます。その気になれば武器を持ち込むことは可能です。どうやって北朝鮮は拉致犠牲者を連れ出したと思いますか？　阪神淡路大震災の時に、某団体所属の建物跡から、自動小銃やら迫撃砲なんかが見付かったのは有名な話でしょう。聞いてませんか？」

「初耳だぞ。しかしそういうことなら機動隊が対処できなかったのも仕方がないだろう。だが自衛隊は違うはずだ。陸自はいったい何をしていたんだ！」

　木檜は矛先を警察から自衛隊へと転じ、統合幕僚長を指さした。

「暴徒の全員が武装していたわけではありません。当初は非武装の民間人が相手だと思われました。そのための発砲は控えざるを得ませんでした。そしてその間に人海戦術で押しきられてしまったというのが実情です」

「なんだそれは!?　何のために銃を持たせていると思ってるんだ。暴徒なんか撃ち殺してしまえばよかっただろう!?」

　危機管理に疎うといことは個人の資質であるから聞き流すことが出来るが、責任を現場に転嫁するような物言いだけは聞き捨てならず、夏目は木檜をたしなめた。

「無理を仰ってはいけません。暴徒と、騒乱に巻き込まれた民間人が救いを求めてきたのと区別もつけられない状況で、誰彼構わず撃てるわけないでしょう？　下手に撃てば、それこそ民間人を虐ぎゃく殺さつしたと批難されること請け合いです。そうなる前に素早く撤退してくれたことを、褒めたいくらいです」

　警察、海上保安庁の代表者も同意見なのか揃って頷いた。

　自分達も同じような状況に曝されれば、似たような判断を下すからだ。

　奇襲を受けて対処不能の事態になったら、どこかに線を引いてそこまで退く。事態がその線を越えるのをとにかく防いで膠こう着ちゃく状態を作り、その間に情報収集して敵情を把握する。その後、反撃を開始。それが奇襲を受けた際の対処の基本と言える。

「だが、そのおかげでこんな状況になってしまった。夏目君、これは君の責任とも言えるぞ」

「はい。防衛大臣としての責任から逃れるつもりはありません。ですが常日頃から、領海侵犯して違法操業した漁船の拿だ捕ほも銃撃も出来ないほど現場の手足を縛っておいて、こういう時だけ毅き然ぜんとした対応を求めるのは無茶な話だということは認めて頂きたい」

「違法操業の取り締まりと、これとは違うだろう！」

「後難を恐れて事なかれ主義に陥っていたという意味では同じです。彼らにしっかりとした対応をして欲しかったのなら、普段から、様々な局面で危険にさらされている自衛官、海保の職員にも必要とあらば撃ってよし、後のことは政府が引き受けるといった態度をとっているべきでした」

「今は、有事の真っ最中だろう!?」

「『門』の向こう側とこちら側とでは対応マニュアルが別になっているのです。こちら側でも相手が武装していたら『撃ってよし』と命じてありますが、逆に言えば相手の武装が確認できない限り武力行使は出来ないんです。そして陸自の隊員は非殺傷型の武装なんて所持してません。一人や二人ならまだしも、群衆相手に拳で戦えとでも言うんですか!?」

　ここまで言われると、さすがの木檜も自分の言っていることが、どれほど実態からかけ離れているか気付いたようである。

「い、いや、そうまでは言ってはないが」

「では、そのような無茶はおっしゃらないで頂きたい。ところで駐屯地内にいた職員や隊員達はどうしてますか？　無事ですか？」

　夏目の確認するような視線に、統合幕僚長が頷いた。

「え、はい。ほとんどが特地側に逃げ込んで無事です。それと暴動に巻き込まれそうになって駐屯地に助けを求めてきた観光客十数名がいましたので、それらも保護したという報告が来ています。ドームの鉄扉を閉じ損なったのも実はその女性達を保護するためだったということです」

「で、その『観光客十数名』は大丈夫なんですか？」

「はい、怪我はないようです。ただその連絡の最中に特地派遣部隊との連絡が途絶えてしまったので、詳しい身元等の確認は出来ないままです」

「連絡が途絶えたというのはどういう意味？」

「どうやら回線ケーブルが切断されたようです。十時三十五分に光ファイバーを含めて全ての通信手段が使えなくなりました」

「どうして連中はそんな真似を!?」

　警察庁次長は答えた。

「今回の騒ぎは単なる国際ＮＧＯの暴走とは考えない方がよいかと思われます。一部ではありますがその行動は異様なまでに組織立っていて、統制がとれていました。制服こそまとっていないが、まるで軍隊のようだという現場からの報告も入っています。おそらくは最初から周到に計画されたものだったのでしょう」

「つまりはだ、連中は最初から特地に派遣している二万と六千五百人の自衛官を、人質にとる魂こん胆たんでこんな騒ぎを起こしたという訳かね？」

「そう見るのが妥当です」

　嘉か納のうと夏目が互いの顔を見合って唸うなった。

「拙まずいことになりました」

「ああ拙い」

「何が拙いんですか？」

　嘉納の隣にいる財務大臣の日ひ野のが、身を寄せてきた。

　統合幕僚長が説明の為に言葉を継ぐ。

「実は特地派遣部隊のマニュアルでは『門』に異常がおきたり、日本との連絡が途切れたりすると、不測の事態に備えて、隊員達に引き揚げの準備命令が出されることになっているんです。現在の状況はそれにあたります」

　閣僚達は一斉に立ち上がった。

「特地派遣部隊に引き揚げ準備命令って、今は作戦の大詰め段階だったんじゃないのか!?」

「ええ、ですから拙いと……」

　外務大臣の嘉納は手にした資料に添付された写真を叩いた。

「状況を整理しよう。銀座駐屯地は暴徒達によって占拠されている。そうだな？」

「はい。略奪や投石こそ止んでいますが、駐屯地の周りは今、座り込みのせいで近づけない状態です」

「そして『門』からこちら側は連中に占拠されている。ただし、隊員が問答無用で銃をぶっ放す『門』の向こう側にまでは立ち入ってない。そうだな？」

　危機管理監は嘉納に向き直ると、確認事項の一つ一つに頷いていった。

「暴徒の正体は分かるか？」

　これには警察庁の次長が答えた。

「公安の報告によれば、デモ参加者の大多数が中国人です。次いで韓国です。他に多い順にロシア、イギリス、フランス、ドイツ、アメリカ、オーストラリア、オランダ等が交ざっているようです。構成は、職業的な国際ＮＧＯ団体のスタッフ、留学生、観光旅行の名目で入国してきた面々と……なんだこりゃ、どうして反はん捕ほ鯨げいグループなんてのが入ってるんだ？」

　それを聞いて木檜が嘆たん息そくする。

「公安委員会は、どうして銀座での外国人デモなんて許可したんだ？」

「代表は日本人でしたし、主張が銀座事件で出た外国人被害者への補償を求めるというものだったからです。銀座事件では外国人にも犠牲者が出ていたのは確かです。ですからその意味でも海外からのＮＧＯなどが参加するのも当然だと考えていたのです」

「それに、中国人観光客が参加したって言うのか？」

「他にも労働者、留学生ですね。それとは別にここ数日、観光ツアーなどと称して中国人グループが入国しておりまして、その構成が、厳いかつい体格をした男性ばかりで、しかも代表者の指揮で統一された行動をしていたそうです。それが今回の騒ぎの中心かと思われます」

「もしかして人民解放軍ってことないか!?　中国政府の反応は？」

「現在、森田総理が大使を呼び寄せて問いただしているところです」

「連中の要求は、『門』を国連安全保障理事会の下に置くことだったな。さもなきゃ『門』をぶっ壊すか……実際、『門』はそう簡単に壊せるものなのか？」

「ええと、勢いのついたトラックに突っ込まれたら角度のよっては拙いかも知れません」

『門』は石を積み木のように積み上げただけのものである。鉄筋も入ってないため、ダンプを何回か激突させれば破壊できるだろうと危機管理監は告げた。

「特地派遣部隊は異世界の漂流者となるってわけか」

「中国ではなく、国連に管理させろって要求があざといですね」

　木檜の言葉に夏目が嘆息する。

「結局は同じ事ですが、国連を看板にしただけで、自国の利益を目的とした行為ではなく、日本の権益独占を防ぐのが目的だと主張できます。これにアメリカをはじめとした各国が参加しているとなると、めちゃくちゃやっかいですね」

「現実を見れば一目瞭然だろう？　デモにそれらの国の人間が参加している。木檜さんの言うように、何らかの申し合わせが連中の間にあったと考える方が適当だ」

　閣僚達は外務省の役人達が配った書類を捲めくり素早く目を走らせた。それには、事態に関係していると思われる各国政府の姿勢がどのようなものであるかが記されていた。

「中国に対して積極的協力の姿勢をとっているのが韓国とロシア。力尽くで日本から『門』を取り上げろっていうのがその主張だな。これに対して、イギリス、フランス、ドイツ、アメリカあたりは日本が賛成するなら国際機関をつくって『門』を共同管理することに賛成しても良いってところか。あの国が反捕鯨団体なんか送り込んできたのはそのせいだな」

「つきあいで参加しただけだというメッセージですかね？」

「欧米は、『門』を閉じることに賛成してくれたはずだぞ」

　話が違うぞと喚く木檜に、夏目が説明した。

「自国の権益追求に無関心な国はありません。そういった国が他国からの説明だけを鵜う呑のみにするはずがなかったんです。それでもこちらの提案を受け容れたのは、これまで我が国に隙がなかったからでしかありません。中国の動きによって、我々の側に少しでも隙が出来るなら、そこを衝ついて来るのも当然と言えるでしょう。ここで我々が少しでも間違った対応をすれば、後々で大変なことになります」

「そう、問題はそこだ。俺はもう、『門』は破壊されても構わないんじゃないかと考えてる。どうだ？『門』がなくなっちまえば、連中は要求の対象を失って暴動も騒乱も収まるぜ」

　すると閣僚達は一斉に色めき立った。

「乱暴だぞ、嘉納さん！　約三万人の自衛官と装備をどうするつもりだ！」

「装備についちゃあ、更新予定の中古品ばかり集めて送ったんだ。失ったところでさして痛くねえだろう？　ついでに言えば『門』は閉じることにしてたんだ。想定外を言えば、現地に残す隊員が三万にもなっちまうことだが……これだって、別に彼らを永久に失うってわけじゃない。帰ってくるのに手間がかかるが、宇宙探検にでも出したと思えばいい。しかもいずれ戻って来れるのはガチだ。何しろレレイ嬢から協力の約束を取り付けているんだからな」

　嘉納の言葉が皆に行き渡ると、安全保障会議の面々から嘉納の冷徹すぎる意見に対する表情の険しさが少しずつとれていった。事態の困難さに動転してた彼らも、状況の推移によっては、嘉納の提案も真剣に検討しなければならないことに気がついたのだ。

　国家の危機管理は、例えるなら人食い細菌に侵おかされた患者の外科手術に似る。

　擦り傷のような小さな傷口から侵入した人食い細菌は毎分ミリという驚異的な速度で広まっていき、人間の手足を容赦なく壊え死し、溶解させていく。その脅威から患者の命を守るためには、医師はまだ健康と思われる部位であっても、大胆に切除してしまわなければならない。

　言うなれば、危機管理は何をどれだけ犠牲にするかという残酷な決断で成り立っている。

　これを素早く判断することで、はじめて全体を守ることが出来る。最初から全てを守ろうと遅疑逡巡していると逆に全てが救えなくなってしまうのだ。

　その結果として患者からは「どうして、ただの擦り傷がこんな事に!?」という罵声を浴びることになるが、それをしなければ患者が死んでしまうだけに、素早く状況を判断し、決心し、断固たる態度で行動しなければならない。切り捨てられる側にとっては、たまったものではないだろうが、優しい政治などこの世には存在しない。政治とは元来、そういうものなのだ。

　領土、国民、資金や威信。それと実力行使をともなう場合は自衛官や警察・海上保安官の命。

　これらは本来どれも失ってはならないものだ。だが、それでも何かを捨てなければならない状況なら、優先順位をつけて、何を残し、何を捨てるべきかを選ばなくてはならないのである。

　もちろんそれらを選択する時の価値観、優先順位は、状況や組織の存在目的によって異なってくる。

　例えば国に所属する戦闘組織なら、戦力の維持や国家の安全こそが何よりも優先されることになるし、それが人道的な活動を旨むねとする機関であれば、人命が優先されるべきだろう。

　自衛隊は国家に所属する戦闘組織である。従って隊員個々の生命の優先順位は、相対的に低くなる。でなければ、そもそも敵との命の奪い合いを隊員達にさせられるはずがないのだ。

　それでも隊員の命を第一に考えて行動しているように見えるならば、それはその状況下で、秤はかりのもう片方に載せられたものが、隊員の命よりも軽いと考えられているからに過ぎない。もし国家の安全や国益が天秤の片方に載せられたら、隊員の生命は必要な犠牲、許容できる損害という扱いをされて、容赦なく切り捨てられる。そもそも自衛官とは、それを覚悟して隊員となった者達だからである。

　嘉納の提案は、特地に派遣した隊員達を中・長期的に『特地』に孤立させることを容認するものである。嘉納は今の状況下では、これを許容し得る損害と見なしたのだ。

　それは『門』の閉鎖と、特地で得た新領土の確保をどうやって成し遂げるかを検討している段階では、慮りょ外がい視しされていた。それをすることは、隊員と家族との隔絶を意味していたからだ。だが、いずれ戻れるという前提があるならば、今の危機的状態では三万の家族を分断させるという選択も必要とあらばしなければならない。

　もちろん国としても隊としても、彼らが帰って来るまで総力をあげて残された家族を支援する。

　生活支援、精神的な支援等々は当然だ。それでも足りずに、きっと多くの不幸がまき散らされるだろう。だが、一国の首都が外国の軍に占領されるという事態だけは回避しなければならない。そのためなら断固として行わなければならないのだ。

　当面の間にせよ『門』がなくなってしまえば、『特地』という餌えさに釣られて集まった諸外国の結束も吹き飛ぶだろう。

　閣僚達も嘉納の意見に事態の落としどころを見つけたのか、それぞれの担当する部局の立場で損得勘定を始めていた。財務省なら予算、官房長官の木檜ならどうマスコミに対応するかだ。

「いいえ、そうもいかなくなりました」

　だが、嘉納の提案を否定する声が会議室に響いた。

　中国大使との会談を終えた森田が、疲れきった表情で安全保障会議の会議室へと入ってきたのだ。

　森田がその席に着くのを待って嘉納は問いかけた。

「森田さん、いったい何があった？」

「中国側からレレイ嬢の身柄にまつわる示し唆さがありました。彼女は、中国側に確保された可能性があります」

「なんだって!!」

　彼女がいなければ、三万の隊員は戻ってこられない。隊員達の命は奪われるのに等しくなり、それは許容することの難しい損害となる。

　嘉納の提案に光こう明みょうを見た直後なだけに、安全保障会議の面々の表情は蒼そう然ぜんとなった。
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　銀座駐屯地が中国人武装勢力によって占拠されたという報告が入ると、首相の森田は、安全保障会議を招集すると同時に中国大使を呼び寄せて釈明を求めた。

「銀座で起きている出来事について、説明をいただきたい」

　森田にしては珍しく強い口調で発された問いかけに、彼の憤りが表れていると言える。だが普段怒り慣れていない彼が感情任せに発した言葉は、外交戦の嚆こう矢しと見るには力みすぎて、いささか鋭さに欠けていた。

　大使の楊ようは、困惑したような表情で森田の怒りを柳に風と受け流した。

「突然の呼び出しに、いったいどんなご用件が待ち構えているのかと気を揉もんでいたのですが、銀座の件と言われましてもよく分かりません。いったい何を問題視なさっているのでしょうか？」

　とぼけているのは明白で、森田は怒りの感情を抑えきれなくなりそうだった。どうにか堪こらえると、なるべく落ち着いた口調になるように言葉を継いだ。

「しらばっくれないで欲しいですね。銀座で起きている出来事を知らないとでも？」

「国際ＮＧＯがデモをしていることは耳にしています。我が国民も多数参加しているようですが、別に我が国民だけでなく、アメリカやフランス、ロシア、韓国といった国の団体も参加していると聞きます。どうして私だけが呼び出されて、そのような強い口調で詰問されなければならないのでしょうか？」

　森田は大使の前に赤い旗で埋め尽くされた写真の束を放り出した。

「見なさい、大部分は中国人じゃないですか!?　しかも規制に従わずに騒ぎを起こしている。警察官にも負傷者が多数出ています。これは、デモではありません。最早騒乱です！」

「この程度の騒ぎは我が国ではそう珍しいことではありません。それに、総理がどうしてそのご立腹を私どもに向けるのかが理解できません」

「他国で、自国民に暴動めいた騒ぎを起こさせておいて、なんという言いぐさですか！」

「誤解があるようなのであらかじめ申し上げておきますが、この件と、我が政府とは一切無関係です。暴動を起こしている国際ＮＧＯに我が国の国民が所属していることは遺憾だと思いますが、日本は民主国家のはず。外国籍とは言え、自由な市民の意見表明には耳を傾けるべきだと思いますよ」

「では、中国政府はこの度の暴動とは無関係だとおっしゃるのですね？」

「もちろんです。それとも首相閣下には、ＮＧＯの定義から説明しなければなりませんか？」

「言っておきますが、暴徒の一部に、自動小銃やロケット弾で武装している者がいたという報告も入っています」

「今、なんと仰いました？　私の日本語の聞き取りがおかしかったのかな？　もう一度繰り返して頂けますか？」

「ではもう一度申し上げましょう。ただいま、『門』のある銀座駐屯地を占拠している暴徒達の中には、自動小銃などで武装している者もいたという報告が上がっているんです。彼らは我が国に対して不ふ逞ていな要求をしています。それが叶えられなければ『門』を破壊し、特地に派遣されている自衛隊員三万人を、異世界の漂流者にすると言っているんです」

　だが楊大使は訝いぶかしげに問い返してきた。

「それは本当ですか？」

「本当かとは、どういうことですか!?」

「つまり、その国際ＮＧＯが武装しているという話です。ありもしない犯罪をでっち上げて、自由な市民の意見表明を力ずくで圧殺する理由にしようとしているのではないですか？」

「い、言うに事欠いて何ですかそれは!?」

「だってそうでしょう？　武器を持った暴徒が存在するという事実は報道されていますか？」

「駐屯地内はデモ参加者に占拠されていて、誰も近づけない状態です。報道陣が近づけないのに、報道されるはずがありません」

「では、何をもってあなたの言葉を信じれば良いのですか？　日本の民衆や、海外の民衆はあなた方の言葉をどうやって信じれば良いのです？　報道されない事実は無いも同然。誰も信じないでしょう。我が国の責を糾ただす前に、客観的な証拠を提示して頂きたい」

「くっ……」

「仮にですよ、森田総理のお言葉通り武装した者が交ざっているとして……」

「いるんです！」

　楊はやれやれといった表情で、森田を宥なだめるように言った。

「仮に貴方の言が正しいとして、国際ＮＧＯの要求は一体なんですか？」

「『門』の管理権を国連に譲渡せよというものです」

「つまり、国際社会が貴国に要求しているものと同じということですか？」

「そうですね。そうなります」

「日本政府としては、その武装した暴徒をどうされるおつもりですか？」

「我が国は、テロに屈することはありません。テロリストと交渉はしません」

「つまり日本政府は、至極まっとうな要求をする自由な民衆をテロリストなどとレッテルを貼って、力でもって鎮圧して『門』の閉鎖を強行しようというつもりなのですね？」

「日本政府はすでに決定を下しました。変更はありません」

「しかし、それをする為には、まず自由な民衆を排除し、その武装勢力とやらも排除して、特地に派遣した部隊を引き揚げさせた上で、『門』を閉じなければならない。これは大変な手間となるでしょう？」

「大変でも何でもありません。それが必要なことなら行うまでです」

「ですが、わずかでも失敗や間違いがあれば、特地に派遣されている自衛官二万六千人は、もう戻って来ることは出来ない。違いますか？」

　森田は、楊大使が特地に派遣されている自衛官の数を正確に語ったことに気がついた。閣僚達ですら約三万人と大おお雑ざっ把ぱに数えている者が多いのに、どうしてそんな数を把握することが出来たのかが気になった。

「あなた方に心配して貰う必要はありません」

「本当に良いのですか？　我が国の要求を受け容れて頂けるならば、この問題も平和的に解決することが可能になるかも知れない」

「それが中国政府の要求ですか？」

「いいえ、これは私個人からのささやかな提案です。どうでしょう？　『門』を閉鎖するのを取りやめて、特地に我が国から毎年五十万人の移民を受け容れて頂きたい」

「ご、五十万人!?　何を馬鹿な。そんな人数の移民を送り込めば、特地の情勢はあっという間に不安定になってしまう。それとも特地の領土を切り取って、第二の中国でも作るつもりですか？」

「そう言うつもりはありませんが、そうなる可能性はないとも申せません。ただ、その分こちら側は安定して平和になることは請け合いますよ」

「詳しく説明して頂けますか？」

「我が国の人口を思い返して下さい。十三億人です。膨ぼう大だいな数です。この十三億は我が国にとって武器でありますが、同時に危険因子でもあります。国家の使命とは、端的に言えば地球上に住まう他国民全てを皆殺しにしてでも自国民を養い続けることです。十三億の胃袋を満たし、十三億人に希望を抱かせる。十三億人の反感を宥めるためなら、我が政府はたとえ横紙破り、極悪人と批判され、他国から憎悪されても資源と食糧を掻き集め続けるでしょう」

「随分と身勝手で、迷惑な話ですね」

「もちろん十三億をこれ以上にしないための方策はとってきました。その一つが一人っ子政策です。ですが、これによって我が国の将来は暗あん澹たんたるものです。労働人口と、社会から養われる人口のバランスがおかしくなったら、どんなことが起こるか、すでに高齢社会となった日本の首相たる貴方なら分かるはずです」

　楊大使は、声に力を込めて語った。

「この人口の重荷を減らすことが出来さえすれば、我が国も国際社会の一員として、もう少し紳士的に振る舞うことが出来るのです。そのためにも是非とも日本の協力が欲しい。特地ヘの移民を受け容れて頂きたい。もし、これを叶えて頂ければ、我が国は感謝の念と長く続く平和でもって日本の誠意に応えるでしょう」

　言っていることの是非はともかく、中国大使が落ち着いた語り口であったため、森田も激していた感情を落ち着かせ一息入れることが出来た。

「そのためには、まず、偏かたよった反日教育を止めるところから始めていただきたいですね。貴国の子供達は、我が国が長年にわたって貴国を援助してきたことすら知らないままに、我が国を日本鬼子リーベングイズと罵ののしっているんです」

「我が国には反日教育はありません」

「お話になりませんね」

　森田は会議がありますのでと腰を上げようとする。だが大使は、森田を引き留めた。

「どの国にも、さまざまな主義主張を抱く集団がいて、中間に立つ者は苦労します。右から見れば真ん中は左に見え、左に立つ者からは真ん中に立つ者は右に見えて双方から攻撃されるのです。歴史教育はその中でも最たる物で、極右に属する者にとっても、極左に立つ者にとっても敏感な問題と言えるでしょう。貴方が反日教育と称しているものは、我が国においては既に普通で、当たり前の一般常識、人格教育となっているのです。これに手を加えて改めようとすることは、外国の圧力に屈したと見られかねない。政府に対する批判が強くなって、国内が不安定になりかねません」

「それが明らかに間違っている内容だとしてもですか？」

「他国の例で申し訳ありませんが、アメリカでは科学的に明らかに間違っている聖書の人類創世物語を、進化論の代わりに子供達に教育しろと騒いでいる党派があります。そういった者にとっては、真実などどうでもいいのです。自分の信じている聖書の教えだけが大切なのですから。この問題は最早それと同じ次元なのです」

「とは言え、我が国はしてもいないことをしたと罵られることを我慢する理由はありません。まず反日教育の改善を要求します」

「とても難しい問題です。とても今返事をすることは出来ません。どうでしょう？　そうした問題は将来の課題にすることとして、未来志向で友好を求めていくというわけには参りませんか？」

「未来志向という言葉も、都合の良い形で使われ過ぎたかも知れませんね。我が国は、これまでも未来志向で友好的にやってきましたし、これからもやっていくつもりです。いつだってそうですよ。だからこそ貴国が突如として尖閣諸島を自国の領土だと言い始めた時も、事を荒らげないようにして来たのです。なのに、あなた方は常に我々の努力を裏切る。それでも我が国は我慢して、様々な場面で譲って来たんです」

　楊大使もこれには、何か言いたいことがあるのか憮ぶ然ぜんとした表情となった。だがそれらを呑み込んで、求めることだけを言葉にした。

「ならばこそ、特地を我が国に開放することも受け容れることが出来るはずです。貴方はいつでも譲って来たとおっしゃるが、そうして来たのは我が国との友好に利益があると見たからではありませんか？　ならば今回も譲ることが出来るはずです。そうすれば我が国と貴国の間には平和による繁はん栄えいという利益がもたらされるでしょう。日本企業の多くは、我が国に工場を置いて、我が国を重要な市場と位置づけています。それらの企業活動が円滑に進むためにも、我が国に滞在する日本人の安全を確保するためにも、友好こそが大切です。そのためにも貴国はここで譲歩するべきなのです。もし、それが出来ないのなら、貴国との緊張をはらんだ偽りの平和も、あっという間に崩れてしまうでしょう。貴方はこの国の代表として、それで良いと言われるのですか？」

「私は、そうならないように願っています」

「願っているだけでは不可能です。不断の努力が必要です。我が国は、日本政府に対して努力を要求します。二万六千人の自衛官を漂流させたくなければ、我が国の命令を聞き入れなさい」

「命令を聞き入れろとは何様のつもりですか!?　無礼な！」

「いいえ、この際ですからはっきりと言わせて頂きます。自由な民衆は国連安全保障理事会の管理を求めているようですが、それでは我が国の利益は少な過ぎます。我が国は、特地の共同開発協定を結ぶよう要求します」

「お断りします」

「もし、『門』が失われても二万六千人の自衛官は帰ってこられるという確信がどこかにあっての強気の態度なら、少しばかり考え直した方がよいでしょう。『門』を扱える娘……たしかレレイとか言いましたか？　その子がいなければどうにもならないのですよ」

　そう言って楊大使は総理の前に包みを取り出した。中からはレレイの杖が出てくる。

　森田もレレイとは何度か面談している。彼女の杖には見覚えがあった。

「こ、これは！　どうやってこれを!?」

「魔法の杖だという話ですから、魔法の力でと申し上げておきましょう。いずれにせよ日本国政府は、我が国の命令に応えるしかないのです。日本の置かれた立場も、これで理解できましたね？」

「それがどうした!!　やりたきゃやればいい！」

　森田は怒りにまかせてそう叫びたかった。

　だが二万六千人という数の重さが、彼にそれを許さない。

　楊大使の勝ち誇ったような表情を見た森田は、やり場のない憤りに全身が震えるのを感じていた。
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　──アメリカ合衆国　ホワイトハウス──




　任期満了間近な大統領のディレルは、日本の首相からかかってきた電話をどうあしらうか苦心していた。その内容が、同盟国を見み棄すてるのかとアメリカの対応を詰なじるものだったからである。

「そんなことはない。我が国が日本を見棄てるなど、決してあり得ない」

『ならば、どうして『門』や特地の件では、中国に与くみするような態度をとっておられるのでしょうか？　反捕鯨団体を送ってよこされた意味はそれなりに理解できますが……』

「最初に言っておくよ。我が国にとって日本列島は、太平洋へとあふれ出てこようとしている中国の膨ぼう張ちょうを抑え込む絶対防衛線だ。我が国と日本列島の安全保障は既に一体化しているんだ。だから、我が国が日本列島を見棄てることは決してあり得ない。たとえ日本政府がもう結構と言っても、我が国は日本列島から手を退くことはない。これは、マハナが次の大統領となっても引き継がれる方針だ。だから安心したまえ」

『安心して良いのか悪いのか分からないようなお言葉ですね』

　森田は、ディレル大統領が手を退かないと言った対象が、日本政府や日本人ではなく日本列島であることを記憶に留めた。

「それが東シナ海、南シナ海の現実なんだ。我が国と中国との間で、上手くバランスをとって繁栄を謳おう歌かするのが、君の父親の代からの日本の基本方針だったようだが、どうやら中国に肩入れし過ぎてとんでもない化け物が育ってしまったようだね。隣国が強くなることを援助する者は馬鹿を見るという良い教訓だよ、これは」

『後悔が先に立たないのは承知しています。ですが、これまでのアメリカの振る舞いにも問題があったのです。貴国は何か不都合なことがあると、態度を改めるより先に、我が国を槍玉に挙げて問題を解決しようとして来ました。我が国は貴国の横暴に対抗するためにも、近隣諸国に力をつけて貰わなくてはならなかったんです』

「その結果がこれだ……いや、その話はやめよう。ここはそういう話をする場ではないのだからね。我々の先達がどんなつもりで近代史を築いてきたかはまた別の機会にしよう。今話題にすべきは我々の育てた化け物が、予想以上の大きさになってしまったということだ。今や、上手くバランスをとるなんて言っている場合じゃない。今や日米は一体となって、中国に当たらなければアジアの安定は維持できないのだからね」

『ならば、どうして今回は中国に与するような態度をとられるのですか？』

「『門』や特地の件は、我が国にとっては安全保障よりも経済問題の側面が強いからだ。我が国も『特地』からなるべく多くの利益を得たい。そのために日本と個別に交渉しているより、安全保障理事会の常任理事国による管理が相応ふさわしいと考えたに過ぎないのだ」

『しかし『門』を閉じなければならない理由は、嘉納外務大臣が説明したはずですが』

「だがそれらの情報は、全て君たちのフィルターを通して提供されたものだ。そのことを大変にもどかしく思うのだよ。君達の重要な判断に関与するための調査は独自に行いたいと考えている。だからこそ、日本政府には今回の申し入れをしたわけだ」

『我々の重要な判断……とは？』

「ゲートのことだよモリタ。異世界に道を開く技術を、君達が独占していることに我慢が出来ないんだ。それが人智を超えた存在が所有するものだということは分かる。だがたとえそうであっても、我々が関与できないことは許せないのだ」

『だから特地を自分で管理したいと？』

「安全保障理事会による管理だ。真実を知るには全てをつまびらかにしてしまうのが一番だからね。だからこそ、今回に限っては他国と足並みをそろえて君達にいささか強めに要望することにしたのだ。『門』を閉じられてからでは、それこそ君達の独占を認めてしまうことになってしまう。そんな状態でマハナに大統領職を引き継いだりしたら、先代は何をして来たのかと批難されてしまう」

『しかし、やり方がいささか乱暴ではありませんか!?』

「誤解しないで欲しいのだが、銀座で起きている騒動と我が国とは関係がないよ。私が話しているのは、我が国の外交交渉上の方針についてなのだからね」

『どうして各国首脳達は、揃いも揃って同じようなことをおっしゃるのか』

「それが事実だからだよ。真実とは誰が語っても似たようなものとなる」

『そんな説明まで、揃って同じ言葉を口にされるとは思いも寄りませんでした。驚きです。まるで口裏を合わせているかのようですな』

「ボキャブラリーの多彩さを競うつもりはないが、少しばかり悲しく思うよ」

『何についてですか？』

「君が、私の所に最初に電話をくれなかったことだ。そうすれば他の首脳が私を真似したのだと言えるのに……」

『こちらの都合で後回しになっただけです。銀座のことは関係ないとおっしゃるなら、きっと暴徒の一部が我が政府に、『特地』に派遣した隊員を異世界に漂ひょう流りゅうさせるぞと脅おどしていることも、ご存じでないとおっしゃるのでしょうね？』

「いや、そんなこと全く知らないな。本当に初耳だ。いったい何が起きているのかね？　皆を説得するのに助けが必要なら手を貸すぞ」

『いいえ、結構です。この件については、他所の国の力を借りるより楊大使と話し合った方がマシでしょうから』

「ならば、そうしたまえ。ただし『門』をどうするかの選択は慎重にするよう勧めるよ。様々な国が意見を同じくするというのは、それだけの意味があってしているのだということを忘れないようにするんだ」

『ええ、そうしますとも。では大統領、良い一日を』

　大統領の執務室に置かれたソファーに腰掛け、ボスが日本の総理と電話するのを見守っていた大統領補佐官は、受話器を置いたディレルが不機嫌そうに眉根を寄せたことを敏感に見て取った。

「何かありましたか？」

「ＮＧＯを焚たきつけて、キャンプギンザを包囲するデモに参加させるところまではよくやってくれた。君の働きに感謝しているよ。しかしなんでまた反捕鯨団体を？」

「急なことだったものですから、日本に対して抗議行動を起こすような活動をしている団体が他に見つけられなかったんです。しかし事態は面白い方向に動いてます。こんなことなら、もう少し工作員の数を増やしておくべきでした」

「事態は、当初予定していたものと大きくかけ離れたものとなっているね」

「外からは圧力。内部では座り込みと、じわじわと選択肢を縛っていく予定だったのですが、チャイナ側は何か水面下で工作を行っているようです」

「チャイナ政府は、我々と約束した以上の要求を日本政府に対してしているようだよ」

　当然大統領補佐官も電話の内容は聞いていたのだが、ディレルは、森田総理が楊大使と相談した方がマシだと口にしたことから推測できる状況を説明した。

「その交渉で窮きゅうしたからこそ、モリタは電話をかけてきたのでしょう」

「自分から我々に合がっ従しょう策さくを呼びかけておきながら、自分だけ抜け駆けて連れん衡こうしようとする。いかにも奴ららしいやり方だ」

「ですがこの事態は、ゲートを開く技術を入手している日本政府なら、さしたる問題ではないはずですが？」

　ホワイトハウスでは、嘉納が下した決断は最初から当然のことと考えられていた。だからこそ今回のアクションは日本を追い詰めることにはならないと考えて、中国の呼びかけに応じたとも言えるのである。

「チャイナは、日本を窮地に追い込む切り札を得ていると考えるべきだな」

「はい。しかしそうなりますと、チャイナと日本の間をとりもって、仲介料を得るという方法は使えなくなってしまいますね」

「そうだな。我々はこのままではチャイナ政府から、当て馬に利用されただけで終わってしまうおそれもある」

「ついでに、日米の関係に不信感という楔くさびを打ち込むことに手を貸してしまったことになります」

「少し、功を焦り過ぎたかな？」

「では、今からでも日本に手を貸して挽ばん回かいしますか？　先ほどの電話も助けてくれというモリタからの意思表示と見ることも出来ます」

「いや、それははっきりとした依頼があるまで何もするべきではない。今はまず、チャイナが手に入れた切り札が何かを確認するべきだ。君はこれからそれを全力で探るのだ。それこそが我が国が確保すべき物だからね。私がこのホワイトハウスの主でいることが出来るのもあとわずかだ。祖国のために、最低限のものを確保して、次に席を譲りたい」

「はい、ボス。今すぐに」

　首相補佐官はそう頷くと椅子から腰を上げた。ディレル大統領は「そのようによろしく頼む」と告げて補佐官の背中を見送った。
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「大統領の反応はどうでしたか、総理？」

　森田が受話器を置くと官房長官の木檜は待ちきれないとばかりに声をかけた。

　森田は、忙せわしない木檜に抗議するような視線を向けてから、執務室の片隅でソファーに腰掛けている嘉納と夏目の方へと目を向ける。

　二人は、森田が考えを整理する時間を与えるためか、じっと待ち続けている。わずかな時間だったが、その沈黙の間に森田は素早く要点をまとめた。

「アメリカと中国の連携は、実のところそれほど上手く行っていないのかも知れません」

「そりゃ、そうだろう。この二国の連携なんて事態は、ヒトラーとスターリンが手を組むようなものだ。一時の利益で協調路線をとることはあり得ても、何い時つまでも続くもんじゃねえぜ。見当違いな反捕鯨団体を送り込んで来たことからもそれは分かっている」

「最初は、中国の乱暴な要求に怒った私が、中国に全面降伏するくらいなら安全保障理事会による共同管理を受け容れた方がマシだと考えるように誘導する戦術だと思ったのですが……ホワイトハウスの反応はそれに則したものではありませんでした。これは、もしかすると中国の抜け駆けなのかも知れません」

「そうか。だとすると……」

　嘉納はニヤリと微笑むと、唇の形をぐいっと歪めた。

「連中はレレイ嬢の身柄をまだ確保してないと見るべきだな」

「まさか!?　どうしてそんなことが言えるんですか？」

　木檜は訳が分からないとばかりに声を上げたが、夏目は大きく頷いて嘉納の意見に賛同した。

「それはあり得ますね。そもそも彼女を手に入れたなら、中国は銀座の『門』にこだわる必要はないんですから」

「夏目さんもそう思うだろ？　連中が彼女の身柄を抑えているなら、こんな騒ぎを起こさずに黙って北京に連れ帰って、どこにでも好きなところに『門』を開けばいいんだ。それをしないでこんな騒ぎを起こすのは何故か？　彼女の身柄を手に入れてないからだ」

「なるほど」

　閣僚達は嘉納の推理に頷いた。

「もちろん身柄を押さえたからって、彼女が快こころよく協力するとも思えんし、中国がここまで乱暴なやり方をする理由だって、別の目的があるのかも知れない。だがそんな状況は、俺には思いつかねぇんだよ」

　お言葉ですが……と、森田はずり落ちかけた眼鏡を直しながら言った。

「私はそうは思いません。レレイさんが中国の手に落ちている可能性は低くないと思います」

「何故だ？」

「楊大使が見せつけてくれた杖が本物だったからです。木目が以前見た物と同じでした」

「木目？　あんた、良くそんなものを覚えてるな？」

「ええ。ゴルフクラブのヘッドにするのに良さそうな木材だなって思って観察してたので間違いありません」

　嘉納は思わず失笑したが、森田は自分の観察眼を誇った。

「そんなに良い木だったんですか、総理？」「ええ、パーシモンよりも良さそうでしたよ」という、場の緊迫感にそぐわないやり取りが首相と官房長官の間でとりかわされる。

「だがそれこそ、どうやってだ!?　中国はどんな方法で彼女の身柄を押さえた!?　『門』の厳重な警備を抜けて、どうやって特地に侵入して、彼女を拉致して来たんだ!?」

　レレイの身柄はまだ中国側の手に渡っていないと考える夏目は、状況の判断はあくまでも慎重にすべきだという意見をつけた。

「中国側が彼女の杖をどうやって入手したかを問うことはあまり意味がありません。その方法をこちらが思いつかないからといって、それが不可能なことだとは限らないのですから。もちろん嘉納大臣がおっしゃるように、彼女の身柄は中国側の手にない可能性もあります。ですが、そう決めつけてしまうのはやはり危険です。中国側が、我々をミスリードさせるためにわざとそのような動きを見せているとも言えるわけですからね」

　だが、と嘉納は返した。

「情報が無いからって何もせずに時間を費やしちまうのは、もっとまずいことだろう？　情報が完璧に手元に揃うなんて、騒動が終わってからだって無理なんだからよ」

　少ない情報の中で、仮定に仮定を重ねていくことは確かに危険である。前提となる状況の解釈がわずかに変わっただけで、物事の見え方は裏返ってしまう可能性があるからだ。だからこそ、精度の高い情報を常日頃から蓄積する努力を怠おこたってはならないのである。

　だが、たとえそうであったとしても、危急の際に必要とする全ての情報が揃うことはあり得ない。危機的状況では、不充分で不正確な情報が氾はん濫らんする。それでも決断をしなければならないのが為政者なのだ。

　充分な情報が揃ってから判断を下すのならば、それこそ小学生にでも出来る。不充分な情報しかなくても重要な決断を下す勇気を持ち、なおかつ下した判断が正しいということが、為い政せい者しゃに求められる絶対的な素養なのである。

　最高責任者の分際で、情報を得るために騒動の真っ最中に事件の現場に足を運ぶとか、情報が揃うまで何も決断しないというのは一番してはならないことなのだ。

「とは言え、それでももう少し情報が欲しいです。こうなると特地との連絡が絶たれているのが残念でなりません」

　危機管理監は、まず分かっていることを整理しましょう、と状況の整理を始めた。

「とにかく総理のおっしゃる通り、レレイ嬢の杖が中国側の手の内にあったのであれば、その状況は大きく分けて三つに解釈できます。杖の偽物を作った。杖しか手に入ってない。彼女の身柄が連中の手の内にあるの三つです。ただし、どの状況でも中国側が、杖の存在を我々に提示した理由は一つに絞られます。それは我々の決断を遅らせるということです。中国が、何かの時間を稼ごうとしているのです」

「こちらに、そう思わせようとしている可能性もあります」

　夏目の言葉に危機管理監は「それもそうですね」と頷いた。

「とは言え、時間稼ぎの目的とはなんでしょうか？　各国の介入？　軍でも派遣しようとしているのか？　いえ、『門』の向こう側に手を突っ込もうとしていると考えるべきでしょう」

「特地の派遣部隊と連絡をとる方法はないのか？」

「見通しが利くなら手旗信号とか、灯とう火かによるモールス、大音響という方法もあるんでしょうが、『門』はドームで覆っちゃいましたから、現状では誰かを使いに送り込むくらいしか方法は思いつきません」

　森田総理は統合幕僚長に、「何千人もの群衆の目を盗んで『門』を越える方法は……」と尋ね、首を振られて「無理ですか」と肩を落とした。

　だがその時、外務省の役人が血相を変えて飛びこんできた。

「どうしました？」

「中国で、撮影禁止地区を撮影したという理由で日本の商社マンが四人逮捕されました。さらに日本向け輸出品の通関手続きを一切停止したという報告です」

　さらに、海保の職員が飛びこんでくる。

「尖閣諸島に中国海軍の艦隊が近づいています！　このままですと、あと数時間で領海内に入ります！」

　財務大臣にもメモが届く。財務大臣はその内容を読み上げた。

「財務省からです。大量の円買い注文が出て、円相場がものすごい勢いで上昇しています。おそらくは中国のファンドによる為替かわせ操作です！　輸出企業の為替損は数兆円規模にまで膨らむ恐れがあります！」

「在中国の日本大使館前に大規模なデモ隊が。大量の投石、火炎ペットボトルの投とう擲てきで、大使館機能が麻ま痺ひしています。さらに上海では、日本料理店が襲われてます！」

「金融機関のＡＴＭ通信回線が、ハッキングを受けて機能停止。送金機能が麻痺しています！」

「ＪＲのダイヤ管理コンピューターが機能停止！　電車がことごとく停止しました！」

「そ、そこまでやりますか、彼奴らは!?」

　これを聞いた森田は血相を変え、腰を抜かしたように椅子から床へとずり落ちてしまった。





　　　　　＊　　＊






　全てに当てはまるわけではないという前提をつけて良いならば……そう、血液型性格診断くらいの信しん憑ぴょう性せいではあるが、医者や看護師などの医療従事者は、担当する診療科目でその性格をある程度判別できる。

　典型例としてあげるのに相応しいのは、整形外科だろう。

　整形外科の医師の仕事は、大工仕事に似ている。出っ張っていれば削けずり、壊れていたら繋つなぐというのがその治療戦術だからである。

「何科の先生ですか？」と尋ねて「整形外科です」という答えを得たら、その整形外科医の思考や性格は大工職人的なものだと思えばいい。

　整形外科の病棟で働く看護師にしてもそうだ。労働災害、交通事故、スポーツ障害、その他の事故等を原因とする怪我を負った患者達によって、その病びょう床しょうの多くは占められる。

　患者達の多くは内臓機能が健全で、日々体力気力精力を生産して、大いに持て余している。にもかかわらず、日がな一日ずっとおとなしくしていることを強いられる患者が聞き分け良いはずもなく、彼ら彼女らと日常的に接する看護師達は大いに悩まされることになったりするのだ。

　必然的にこうした病棟で働き続けることが出来るのは、多少のことではへこたれず、患者を叱り飛ばすことが平気で出来るさっぱりとした性格の持ち主となる。

　元々そのような性格なら天職だろうが、そうでないなら、そのような性格に変わるか別の科へと移っていくしかないのだ。

　同様のことは小児科や精神科、産婦人科、内科、救急外来、手術室という職場にも言えて、その職場に長くいればいるほど、その科独特の気風というか性格傾向が作られることとなる。

　環境とは、かくもその人物に深い影響を与えるのである。

　その意味では、たとえ短期間であっても『特地』の戦場という環境に身を置くこともまた、人格に大きな影響を与える要素である。ましてや伊丹耀よう司じという個性豊かな男の部下であったという経験は、それぞれの隊員に良くも悪くも多大な影響をもたらしていた。

　同僚からはクロちゃんなどと呼ばれる、黒くろ川かわ茉ま莉りもまたその一人である。

　黒川は見た。多くの人間が戦場で死ぬのを。多くの人間が苦しみ、悶もだえる様を。

　帝都の悪所では様々な種族の人間が、欲と愚かしさに負けて、あるいは自分の努力の及ばないものに翻ほん弄ろうされて苦しんでいた。

　そこで、彼女は悟ってしまったのである。

「人生とは息抜きの合間にやるもの」「楽しんだ者が勝ち」「気負った方が損をする。気に病むだけ無駄」という伊丹の生き様こそが真理かも知れないと。

　気をかけていたテュカの問題に、自分の浅知恵より伊丹の無謀さの方が効果があったという敗北感も影響しているだろう。

　どんな風に生きたって死ぬ時は死ぬし、生きる時は生きられる。ならば遠慮なんかするだけ無駄で、思うままに生きたって人生どうにかなっちゃうということを、彼女は心の底で学んでしまったのである。







　──自衛隊中央病院──




　この病院に、何故か黒川は白衣を着て立っていた。

　特地に派遣されている彼女が、どうしてここにいるかについては後述する。だが昔取った杵きね柄づかである。黒川はすぐに必要な事項を確認して、かつてのように要領よく仕事をこなしていった。

　彼女の働きは、ベテランの看護師達をして、臨時などと言わず何時までもここで勤めて欲しいと言わせるほどであった。

　だがそのベテラン達も、黒川がその内で磨き上げた本質を露ろ呈ていし始めると、自らの発言が果たして正しかったのかと大いに悩むこととなった。

　食止め（食事をしてはいけませんと医者から指示されること）を受けている患者が買い食いをしているのを目め敏ざとく見つけた黒川は、その背後から音もなく忍び寄ると、かぶりつこうとしていたあんパンを素早く没収して容赦なく言い放った。

「明日は検査だから、食べては駄目という通達を受けているはずですわ。なのに一晩も我慢できないなんて、貴官は犬いぬ畜ちく生しょう以下なのでしょうか？　そのおつむの中にあるのは辺へん縁えん系けいばかりで、大脳皮質はないのでしょうか？　もしかすると血管が狭きょう窄さくしてて前頭葉に栄養が充分に行き渡っていないのかも知れませんね。よろしいでしょう、貴官がご自身を犬畜生以下で本能を抑制できない存在であるということを、その行動で証明なさったからには、わたくしも貴官の扱いを考え直すことにいたしますわ。病院という場ではどのように振る舞うべきか、条件反射になるまでその身に刻み込んで差し上げます。そうですね、まずは買い食い出来ないようにベッドに縛り付けるというのはいかがでしょう。いえ、ご安心下さい。水分摂せっ取しゅや排はい泄せつには困らないよう、生理食塩水を点滴しておむつを装着してさしあげますので。ついでに衛生保持のために剃てい毛もうを施してさしあげましょう。え、おむつは嫌ですか？　困りました。ならばその情けない皮を被ったしなびた代しろ物ものの先っぽから、バルーンカテーテルを膀ぼう胱こうまで突き通して差し上げることにいたします。これまで突き刺すことばかりに用いて来た代物ですが、今度はそれにぶっとい管を差し込まれるのです。さぞかし倒とう錯さくした気分を味わうことが出来るでしょう。いかがですか？」

　心の弱っている患者だったら、そのまま再起不能になりかねないほどの容赦のない言葉の弾幕である。何の騒ぎかと集まってきた他の看護師達も、黒川の言葉を聞いてムンクの『叫び』の絵の如き表情となってしまった。

　黒川の猛威はそれにとどまらない。

　特地の戦闘で負傷し後送されてきた隊員が、女性看護師の臀でん部ぶを撫でるという不埒な行動に及んだ時、打だ腱けん槌つち（硬質ゴム製）を脳天に振り下ろし「殴ったね！　看護師なのに患者を殴ったね！」という上司からの叱しっ責せきに対して「いいえ、これは頭を叩かれると両手で押さえるという反射が起きるかどうかという検査をしただけです」としれっとした顔で返したのである。

　医療行為は患者の身体をメスで切ったり、針で刺したり、叩いたりという加害行為を伴う。これを医学的侵しん襲しゅうと言い、治療を行う上では必要な行為として容認されている。黒川は自らの行為をそれであると主張したのである。

「そ、そんな反射検査、聞いたことありませんよ」

「ご存じ有りませんか？　オクトパシー反射と言いまして、八本あるタコの足の中で、手の役割をしているのはどれかを調べるのに、頭を叩いてみればよいという落語のオチからつくられた検査なんです。これで陽性の反応が出ますと、患者はもれなく痛覚に対して正常であるという検査結果がめでたく出ることとなりますわ」

「あなた、ふざけてるんですか？」

「いいえ、至極まじめですわ。これが特地ならその場で銃殺にしてますもの。ここでなら強制わいせつ罪で警察に突き出すところです。でも、それよりはマシでしょう？　うふふふふ」

　過酷な戦場体験によって、心を煩ったのかと思わせる不気味さを黒川は周囲に放っていた。

　こんな黒川の振る舞いは、看護師達の話題をたちまち独占することとなった。

「今度来た黒川さんって、ちょっと凄くない!?」

「ほんと、過激だよね。あれで部長もよく怒らないよね」

「あれはいくらなんでも拙いでしょう」

「うん、さすがに部長も怒ったらしいよ。けど、あの人って全然へこたれないんだよね」

「あの超然とした態度、ちょっといいなって思っちゃったりして？」

「あなたもそう思う!?　私も少しだけ、見ててスカッとしちゃった」

　医療現場は、いろいろな意味で不満の鬱うっ積せきしやすい職場だ。それだけに黒川の容赦の無い言動は、多くの彼女たちと、そしてわずかにいる彼らに清涼感をもたらしたのである。

　さて、そもそも特地に派遣されているはずの黒川が、何故中央病院で看護師をしているのかである。その深い事情についても説明が必要だろう。

　ここに来る前、クナップヌイからアルヌスに帰還したばかりだった黒川は、『新難民』への対応を仕事としていた。

　新難民とは、旧コダ村の住民とは別にアルヌスに保護されている、帝国側のゲリラ活動によって住まいや家族を失った者達である。

　いろんな意味でもう難民とは言えないコダ村の住民達と彼らは一緒に扱えないため、アルヌスの街外れに別の仮設住宅が用意された。その対応は、経験者でもある旧第三偵察隊員に振られることが多かったのだ。

　ところがある日、黒川は偵察隊本部の檜ひ垣がき三等陸佐に呼び出され自衛隊中央病院に行けと命じられた。

「どういうことですか？」

「詳しい説明は、向こうであるそうだ」

　黒川は命令を受けると、戦闘服から制服に着替えて自衛隊中央病院へと赴いた。

　そこで彼女を迎えたのが院長と、看護部長である。

「これを見て下さい」

　見せられた書類はカルテである。だがそれには「防衛機密」というスタンプがぺたぺたと捺おされているだけで、住所、生年月日、年齢、病名といった必要事項が、何も書かれていなかった。

「それが、今回君に来て貰った理由です」

　黒川はカルテに記された氏名を読み上げた。それが唯一といって良いほどの情報である。

「伊丹耀司」

「そう。ここで経過観察することになった患者です。ですが見ての通り何も書かれてません。君は見ず知らずの患者を氏名だけで対応できますか？」

「無理ですわ。そんなことを言う上司がいたら『おつむの具合は大丈夫でしょうか？　一度脳ドックで調べて貰うことをお勧めします』と、申し上げることでしょう」

　黒川の容赦のなさが表れた発言に院長と看護部長は一瞬たじろいだが、まだ許容範囲だったのかそのまま言葉を続けた。

「我々もそうです。とは言え、ここも自衛隊に所属する医療施設ですから、そういう無茶な要求があるのも仕方がないと思っています」

「はぁ……思ってしまうのですか？」

「誤解しないで下さい。我々だって文句は言ったんだ。これじゃあ何も出来ないと。正直言って困りますと。そうしたら情報開示は出来ないけど、この患者をよく知るスタッフを送るから、それを使いなさいって言って来たんです。それで派遣されてきたのが君なんです」

「なるほど。確かに伊丹耀司二等陸尉は、わたくしの上司でしたから、その人となりなど、ある程度は存じております。けれどその程度のことをもって、『よく知る人材』にカテゴライズされるのには大いなる反感を抱かざるを得ませんわ」

「ですが、それでも我々よりはマシです。正直我々では、彼の看護というか管理というか監督というか、扱いはもう不可能でお手上げなんです。助けて下さい、この通り」

　管理職二人が揃って頭を下げた。

「どういうことですか？」

「彼の体内には、異世界の謎の生物が寄生している可能性があるので、隔離して観察するようにというお達しなんです。分かります？　謎の寄生生物なんですよ！」

　黒川は、院長の正気を疑うように訝しげな視線を向けた。

「私は充分に正気です。いや、正気のつもりですが、ちょっと自分でも疑いたくなります。現実感に欠けてますからね。とは言え特地に行ってきた君なら、こちらではあり得ないような生き物の一匹や二匹、向こうで見たのではありませんか？」

　黒川は、特とく地ち甲こう種しゅ害がい獣じゅうの猛たけ々だけしい姿を思い出して頷いた。

「ええ、確かにそうですわね」

「だとしたら、謎の寄生生物がいたっておかしくないってことですよね。ま、果たして本当に彼の体内にいるかどうか分かりませんけどね」

　いくら上からのお達しとは言えやはり院長自身も、命令の突とっ飛ぴさについて行けないと、その心情を吐と露ろした。

　さすがに黒川も気の毒になったのか同情するような表情を返す。

「とりあえず、彼がここにいる間だけという条件で病棟勤務をお願いします。いいですね」

　とまぁ、こんな事情で、伊丹の管理は黒川に託されることとなったのである。




　さて、問題の伊丹であるが、彼の入院態度は良いとはとても言えなかった。

　とは言え、それも仕方の無いことである。何しろ伊丹には自分が患者だという認識がないのだから。具合も悪くないし、怪我で痛い思いをしているわけでもない。

　そのため彼は、まず最初に与えられた個室を漫画や小説、薄っぺらいノートにも似た印刷物でいっぱいにした。

　これは通常の神経を有する看護師にとってはいささか我慢ならないことである。病床の周りはすっきりと清潔に、整せい頓とんされていることを彼女達は理想としているからだ。

　それを我慢していたのは、病気でもないのに隔離された伊丹に対する同情心からでしかない。

　だがそんな心遣いを受けていることも分からない伊丹は、病室を抜け出しては行動の許された範囲内を隅すみから隅まで隈くま無くうろつき回った。

　本人曰く「自衛官となって十年。嫌々であっても規則正しい生活をして、訓練という形で体を動かす日々を送ってきたため、体を動かさないでいることの方が苦痛を感じる身体にされてしまった。これもきっと国家の陰いん謀ぼうに違いない」と言うのだ。

　国家の陰謀云々の戯ざれ言ごとはさておいて、これまた退屈するなら隔離病棟内をうろつき回るのも仕方がないと看護師達は思ったのである。

　ところが、それで調子に乗ったのか、伊丹は看護師詰め所の前で、突如胸を押さえると苦しそうに「ぐわっ、くそっ、来やがった！」と悶もだえた。

　これには看護職員達は大いに冷や汗を流した。本当に、宇宙的寄生生物が患者の腹部を突き破ってこの世に現れるかと思ってしまったのだ。

　サイレンは鳴らされる、警務官は廊下を走り回って患者と追突しそうになる、リネン室の洗濯物はひっくり返ると、病院中が大騒ぎとなった。

　ところがそれは伊丹の冗談であった。それを知った看護師達は憤ふん慨がいし、理解した。伊丹という男には遠慮など全くいらないのだと。そして様々な管理方法が検討されて、二十四時間体制で完全武装した警務官をつけられたり、いざという時のために火炎放射器を装備した隊員が控えることになったのである。

　そして、その新待遇の説明をしたのが黒川だった。

「よぉクロちゃん。やっぱり白衣が似合うよな」

「隊長、とても元気そうで何よりですわ」

「ま、病気でも何でもないからな」

「とは言え、ここは病院ですわ。出来れば病室に引きこもっていて下さると助かりますわ」

「ええっ、退屈だよ～。せめて廊下を歩き回るくらいいいじゃん」

「それで、看護ステーションの前で転げ回って悶えたんですか？」

「そ、それは……暗い雰囲気の病棟を明るく盛り上げるために……」

「病棟の中が盛り上がっている必要などありません！　申し上げておきますが、今度馬鹿な真似をしやがったら、隊長には滅菌処置が施されることとなっています。いささか残念だとは思いますが、医療従事者としては未知の病原体や寄生生物にはそれこそが正しいと信じますわ。アルコールでは手ぬるいでしょうし、ホルマリンに漬け込むのはいささか手間がかかります。ならば火炎放射器でウェルダンという方法が一番ですわ。焼却は滅菌の方法としては最良とされています。高圧蒸気滅菌にすら耐え抜く芽が胞ほうですら、焼却処分の前には無力だからです。つまり、汚物は消毒だぁ～ということですわ。こんな方法を予告しなければならないのは、大変に不本意なのですが、隊長もわたくしも、国民の負託を受けた自衛官です。無む辜この国民を未知の寄生獣、エイリアンといった存在から守るため、これもまた致し方ないと思いますわ。伊丹二等陸尉にも自衛官として、異世界の寄生生物から国民を守るという崇すう高こうな任務を理解して頂きたいと思います。分かりましたか？　聴ちょう神経から信号は中枢に伝達されましたか？　大脳皮ひ質しつに刻み込まれましたか？　おけー？」

　何に使うつもりか巨大な注射器にも似た浣かん腸ちょう用のポンプを手にして、スコスコと脅すようにその筒先を自分に向ける黒川の不気味さに、さすがの伊丹も、こくこくと頷かざるを得なかった。

















「ならば、結構です。隊長もご自身の立場をよく弁えて行動して下さいね」

「クロちゃ……いや、黒川。お前さん、性格がちょっとばかり過激化してない？」

　何に対する遠慮か、伊丹は表現をいささか控えめにした。

「いいえ。そう見えるとすれば、きっと隊長のせいかと」

「けどさ、クナップヌイに行った時も、そこまで滑かつ舌ぜつなめらかじゃなかったと思うぞ」

　伊丹の言葉に黒川も思うところがあるのか、こくりと頷いてそれを認めた。

「きっと久しぶりの病棟勤務に舞い上がっているのかも知れませんわね。看護師という職を離れたのも不本意なことが理由でしたし、どこかに嬉しいという気持ちがあるのかも知れませんわ」

「お前の親おや御ごさんが、今のお前を見たら何て言うかな」

　伊丹は黒川の母親から「娘を返して！　あの心優しかった娘が、こんなになってしまったのは貴方たちのせいだわ！　娘を返して～！」と詰られる光景を想像した。

「実を申しますとわたくしの母は既に亡くなりました。父は、海上自衛隊で潜水艦の艦長をしておりますからなかなか帰ってきませんし。今頃、きっと防ぼう秘ひの海底をうろついているはずですわ」

　それは初耳だと伊丹は目を丸くした。

「か、海自さんですかっ!?」

「ええ。特地では全く活躍の余地が無いと陰口を叩かれている海上自衛隊です。思わず、『どんな気持ち？　ねぇ、どんな気持ち？』と周囲を回りながらはやし立ててあげたい気分ですわ」

「で、でも、海上自衛隊って普段からいろいろと脚光を浴びてるだろ？　東シナ海じゃ、ほぼ毎日臨戦態勢だって言うし、マンガの『沈黙』とか、小説の『亡国』とか結構描かれてるし、特地で活躍できないくらいどうってことないじゃん！」

「そうは言いますが、やはり活躍が陸に偏かたよっているというのは、少しばかりバランスを欠くと思うのです。いずれ特地の海に、父の指揮する潜水艦が沈む時が来るのを夢見ることにしましょう。世界情勢や編集者の機嫌によっては、そういう話になる可能性も今後起こりえるのですから」

「し、沈むってく、く、黒川さん？　さらっと酷いことを言ってません？」

「潜水艦ですから、沈むのは当然ですわ」

「でも、やっぱり潜るというか、就航するって表現もあるし」

「そうですね。確かに配慮を欠いた表現でしたわね」

「分かってくれて嬉しいよ」

「そのかわり、隊長も病棟ではよい子でいて下さいね。単調な病棟の生活で隊長が退屈なさっているのは理解できますので、ロゥリィ達にも来て貰うように頼んでおきますから」

「えっ！　ロゥリィ達!?」

　伊丹は、それはちょっと待てと手を伸ばした。

「あ、いや、それは」

「嫌なのですか？」

　いやいやと首を振る伊丹。嫌ではないから、嫌とは言えなかった。

　だが嬉しくもなかったのである。彼女達が来るようになれば、ここに隔離されたことで得られた解放感も手放さなければならなくなるからだ。

　伊丹は、そう遠くない内にある種の決断を強いられるという予感を抱いていた。せめてここにいる間はそれを忘れたかったのである。だが、それは口が裂けても言葉にすることは出来ない。黒川は彼女達と通じているから発言内容はすぐに伝わって自らを窮地に追い込むことになってしまう。

「いいえ。お心遣いに感謝します」

　こうして伊丹は、複数の美少女と美女の見舞いを受けながら病室で比較的おとなしく過ごすようになったのである。

　看護師の間で流れている噂によると、面会者のゴスロリ美少女といかがわしい振る舞いをして警務官に捕らえられたり、取り調べられたりしたようである。だが自分達看護師の手を煩わずらわさない限りは、それももう許容範囲とみなされていた。

　そしてこの日も、看護師として病室の様子をチェックしにきた黒川の顔を見た伊丹は、同人誌のページを捲めくりながら話しかけた。

「退屈だよ～、運動不足だよ～」

「では自衛隊体操でもなさったらどうですか？」

「自衛隊体操って、何だかとっても格好悪いよね？」

　自衛隊体操……それはラジオ体操第一と第二をまぜこぜにした上で、運動強度を二～三倍増にしたようなものだ。自衛官ならば例外なく全員が新隊員の時に叩き込まれる。

　しかし残念なことに、伊丹が言うようにそれはあまり格好の良いものではないのだ。

「どうして日本人の考える体操って、ビリーズブートキャンプ的な格好良さがないんだろう」

　黒川は伊丹の愚痴に反応した。

「隊長、少しは前頭葉を使ってはいかがですか？　そんなにスタイリッシュな体操をしたいのなら、自分で創作なされば良いんです。もしかしたら練ねり馬まの体育学校から注目されて次世代の自衛隊体操として採用されるかも知れませんわ。そうしたらこれまでの自衛隊体操にうんざりしていた隊員達は、隊長の体操を伊丹体操と呼んで大いにもてはやすことでしょう。もしかしたらＤＶＤ三枚組で一万円を、テレビショッピングで三回分割払いとして大々的に発売されて、世界的にはやるかもしれません。あちこちでセミナーが開かれて、イタミ隊長はきっと引っ張りだこになるでしょう。ぐっじょぶ」

　黒川は伊丹にサムズアップした拳を突きつけた。

「いや、考えろって言われてもどうしたらいいか」

「新発明に困ったらまずは換かん骨こつ奪だっ胎たい、本家取りから始めろと言います。ならば自衛隊体操をビリーズブートキャンプのリズムでやってみることをお勧めしますって言うか、とっとと踊りなさい！」

「は、はいっ!?」

　伊丹は弾かれるようにベッドから降り立った。

「踊れって……自衛隊体操を？　なんでまた急に？」

「隊長が激しい運動で疲れ果ててくれれば、おとなしくなって後が楽になるのではないかと期待しているからですわ。きっと今こ宵よいの当直日誌は静かで何もない夜でしたと記すことが出来るでしょう。では、その場駆け足から、はじめ！」

　言われるままに伊丹はブートキャンプのような速いリズムで自衛隊体操を試みた。そして、即座に挫ざ折せつした。リズムに身体がついて行けず、統制運動のあたりで筋肉が引き連れを起こしてしまったのだ。

「いちちちち」

　黒川は、腰を押さえてうずくまる伊丹を残念そうな視線で見下ろした。

「慣れない運動で、筋きん繊せん維いの一部が断裂したかもしれませんわ。疼とう痛つう刺激により筋緊張が誘発され、その筋緊張が断裂した部位を刺激してさらに疼痛が増大するという悪循環が起きています。麻酔医を呼んで痛み止めの注射でもしてもらいますか？　いやいやそれでは面白くありませんわ。ここは全身、余すところなく皮膚という皮膚に湿しっ布ぷを貼るという方法が良いかも知れません。私は一度、温感湿布と、涼感湿布を交互に貼ったら患者がどう感じるかを実験してみたかったのです。いえ、安心して下さい。期限切れのシップが薬局の薬剤庫で不良在庫となっています。それを処分するだけなので国民の財産を無駄にしたと言われることはないでしょう。廃棄の手間がかからなくなるのできっと感謝されます。そして隊長からシップを剥はがす時の私は、とっても楽しくなれるでしょう。じわじわと剥がすのがよいですか？　それとも一気に剥がすのが好きですか？」

「ど、どっちも嫌だ！」

　伊丹は、イヤイヤと首を振りながら病室の床を後ずさった。だが、黒川はシップ薬の入った銀色の包みを片手にずいっと迫り、伊丹は壁際へと追い詰められることとなった。

「隊長、これは必要な治療ですわ」

「嘘だっ！　明らかに過剰医療だ」

「過剰医療だなんて。サービスですわ」

「お、お前やっぱり性格変わってるよ！　ちょっと毒舌だけど、おしとやかだった黒川はどこに行ってしまったんだ!?」

「いいえ。私は元からこのような性格だったのですわ。これまではいろいろと遠慮していたに過ぎないのです。ですが隊長のおかげで、引っ込み思案だったわたくしも今ではこんなに元気です」

　伊丹はいつの間にか組み伏せられていた。

　パジャマのズボンが、ぐいぐいっと引き下ろされていく。

　引き下ろされまいと抵抗する伊丹は叫んだ。

「嫌だっ、だ、誰か！　お巡りさあん助けて！」

　部屋の片隅にいる警務官に救いを求める伊丹。だが、警務官のＡ一等陸曹は我関せずとばかりに、伊丹が脱がされるのを冷笑して見ているだけであった。

　だがその時、「やっほー、来たわよっ」という特地語の挨拶も高らかに、突然扉が開かれた。

　しばらく時が凍り付く。

「………………これってどういう状況？」

　開放された病室の戸口には、目を丸くして金色のさらさらとした髪を掻き上げた姿勢で硬直しているテュカと、その肩越しに病室を覗き込んでいる駒門とその部下一名。そして顔面に青あざを拵こしらえている富田と、それに寄り添うようにして支えている栗林の姿があった。
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　皆の前では、さすがに黒川も伊丹に魔の手を伸ばすことが出来ないのか、病室の壁際まで引き下がった。

「よく来てくれた。よく来てくれたよ、みんな」

　伊丹は半分ほどずり下ろされていたパジャマのズボンをたくし上げると、テュカ達を、あたかも救いの女神のように迎え入れたのである。

　そこで伊丹はテュカの装いがいつもと違うことに気づいた。

「テュカ……どうしちゃったのその格好？　コスプレか？」

「えへへ、かわいいでしょう？」

　テュカは伊丹の前でくるりと一回転した。

「あ、ああ、見違えた。可愛いけど、なにより格好いいぞ」

「そりゃお父さ……ヨウジに会うんだもの。おめかししたのよ」

　伊丹は「そうなの、嬉しいなぁ」と後ろ頭をかりかりと掻いた。

「はい、これ」

「ん、何これ？」

　見るとテュカから渡された袋の中には、入院生活を送る上での必要な衣類などが入っていた。

　伊丹は別に寝込んでいるわけではないから、洗濯くらいは自分で出来るし、実際していたのであるが、それをこうして誰かが持って来てくれる、誰かが気に留めていてくれるという状況には、じわっと心温まる物を感じた。

「お弁当も入ってるわよ。ヨウジの好きな物でそろえてあるから……」

　ウィンクするテュカ。

　伊丹が小さな弁当箱の蓋ふたを少しばかり開けてみると、そこには工夫の限りが凝こらされた品々がちりばめられていた。いわゆるキャラ弁という奴である。ケチャップで字を書いたりハートが描かれたりは、基本である。

　さすがに周囲に開かい帳ちょうするのは恥ずかしかったので、伊丹は素早く蓋を閉じた。

「あ、ありがとうテュカ。すっげえ嬉しい！」

「それと、汚れ物があったら出して。持って帰って洗濯しておくから」

「いや、さすがにそれはいいよ。悪いから」

「何を今更遠慮してるの？　一緒に暮らした仲じゃない。洗濯ぐらい任せてよね」

　この発言は、既成事実を楯たてに伊丹との距離を縮める意図を持って発されたものだ。だがそれは、伊丹とテュカの事情を知らない駒門やその部下、警務官Ａといった法律や規律に煩うるさい人間を少しばかりぎょっとさせた。

　特に、警務官Ａなどは「またぞろ、こんな若い娘を毒牙にかけやがって……」とでも言いたげな表情をしている。Ａはロゥリィに伊丹とのいちゃいちゃシーンを見せつけられ、仲間を呼んで来て伊丹を捕らえ厳しい尋問をした男でもある。

　その批判的な冷視線に、突き刺すような痛感を喚起された伊丹は、弁解するように言った。

「あ、この娘、百六十五歳ね。女子高生じゃないから」

　誰からも問われもしないのに自分の年齢を暴露されたテュカは、伊丹に「どうしたの？　なあに？」と訝しげな視線を向ける。

　長命種であるエルフは、感覚がヒト種と違うこともあって年齢に拘こだわるということはない。だが、それでも年齢という個人情報を、伊丹が他人に向けて言い訳めいた口調で口にしなければならない事情は気になるのだ。

「実は、前にロゥリィが来た時に、青少年保護健全何とか条例違反の疑いをかけられちゃって、おまわりさんからそりゃあもうすっごく叱られちゃったんだよ。疑いはすぐに晴れたけど、その後は自衛官なんだから世せ間けん体ていってものに気を遣えってこれまた訓くん告こくされちゃって……」

　伊丹は、過酷な取り調べを受けた後に、大いに怒られたと語った。

「青少年健全……何とか条例？」

　テュカの問いに、黒川が答えた。

「この国では年端もいかない少女に淫みだらな真似をすると捕まるのですわ。ロゥリィくらいの外見ですと、きっと強制わいせつ罪での取り調べを受けたかも知れませんわね」

「変な法律ね。その法律を作った誰かは、幼い者は恋愛をしないって思っていたのかしら」

「そんなことはありませんよ。ただ若い時分はのぼせやすいものですし、騙だまされやすいのも確かでしょう？　だから大人の側に枷かせをかける必要があると考えたのですわ」

「ヒト種って、のぼせ上がらないように人格教育することより、禁じることを選ぶのね……変なの。経験を積まないままに解禁の歳に達したら、いっきにのぼせ上がっちゃうわよ」

　エルフの社会では、そういったものは子供の手の届かないところに置くのではなく、コントロールできるようにする教育方針らしい。規制するよりは、その経験を子供の心を養うための題材として使っていくと言う。

「まあ、一律に年齢で規制するのも変だが、どこで線を引くかは難しい問題だし、取り締まる側にとっても基準がないと困るから、結局は年齢で決めるしかないってのが現実なんだ」

　駒門は警察関係者らしく、現実的な立場に則した解説を行った。

　テュカはぽんと手を打った。

「とにかく、年端もいかない少女じゃないってことなら、大丈夫なのね」

「そう言ってしまえばそういうことになりますけど……」

　論理的にはそういうことになるので、黒川としても頷かざるを得ない。が、「大丈夫なのね」と言いながら伊丹の腕を抱くようにしてぶら下がったテュカの様子を見て、心配になったのか、釘を刺すように告げた。

「だからといってここで妙なことを始めないでくださいね。言っておきますけど、ここは病院なんですからね」

「大丈夫よ、お父さんと一緒に寝るだけだから」

　これには伊丹が激しく反応した。

「ちょ、ちょっと待て！　今、いったい何の話をしている？」

「あたしが、今夜はここに泊まるって話よ。…………ダメ？」

　テュカは両手を顔の前で合わせると上目遣いに伊丹を見上げた。その潤うるんだ碧へき眼がんの輝きは伊丹をたじろがせた。

「ど、どうしてそういう話になる!?」

「そうですわ。昔の病院ならいざ知らず、今の病院は家族であっても泊まり込みを認めていません。そういう事を勝手に決められては困ります」

　すると、何があったのか黒スーツの袖の取れかかっている駒門が、何かを激しく叩いたのか微妙に曲がった杖を突きながら前に出た。

「実はだな……」

　伊丹と黒川は、ここでようやく銀座で発生した騒乱を知った。詳しく知ろうとテレビをつけると、都心の電車が止まり、銀行の回線がパンクしているニュースが流れた。

　だが、銀座のデモについては、駒門が言うようには報じられていなかった。銀座事件の被害者には外国人もいる。日本は帝国から賠償をもぎとったが、そこに外国人への補償分は含まれておらず、遺族達は泣き寝入りするしかない。そのため、なんとしてくれという主張をしているのだと、テレビ局は同情的に報じていたのである。

　それだけに、伊丹はそのデモが暴徒化したという話を信じることは出来ない。外国人がわざわざ日本までやって来て、そんな騒動を起こしてなんの得があるんだと思ってしまったのである。

「信じろよ！」

　駒門は叫んだ。

「お前だって、北京オリンピックの時の長野で何があったか、知らないわけじゃないんだろ！」

　聖火リレーの中継点となった長野は、中国の国旗で真っ赤に染められた。

　日本に来ている中国人留学生や労働者が組織的に動員され、日本人は脇に追いやられた。

　チベットの国旗を持つ者は、巨大な中国国旗がたなびく間に挟まれ、周囲から見えないように隠された上で、袋だたきの暴行を受けるという事態が起きたのだ。ちなみにこれは国会で質問すらされた事実であるのに、何故か報道されていない。

「だけどさあ……」

　テレビに映っているデモは大変に平和的で、行儀も良く、大型トラックが襲われたり、略奪騒ぎが起きているとはとても思えないのだ。

「ちっ、マスコミの奴らめ」

　駒門と富田の二人は盛大に舌打ちした。真実を報道している局はないかと、栗林はリモコンを伊丹から奪い取り、チャンネルをあちこちに変える。だが、どこにも彼らの見聞きしたことを裏打ちするような映像は報じられていなかった。

「でも、コマカドが言っているのは本当のことよ。あっちこっちで追い回されて生きた心地もしなかったのよ。富田が道を開いてくれてなんとか抜け出してきたんだから」

　富田とて好きで青あざを拵えたわけではあるまい。伊丹もテュカの言い様を信じた。

「けど、まさかマスコミがねぇ……」

「ま、ここまで酷いのは俺も初めてだ。一人か二人、関係者をひっぱって取り調べなきゃならんかもな……」

　下手すると藪やぶをつついて蛇を出すことになりかねないと駒門は呟くと、部下と共に腰を上げた。

　伊丹は、「分かったよ」と頷いた。

「要するに今の銀座は危なくてテュカをつれていくわけにはいかないから、今夜はここで預かれってことだな？」

「話が通じたようで幸いだ。俺は今言った件もあるから本庁に戻らにゃならん。これからどこかに宿泊場所を探すのも面倒くさい上にやっかいだ。ここなら警備体制は万全だろ？」

　駒門は伊丹のベッドの脇に立っている、散弾銃を手にした警務官にちらりと目を向けた。

　警務官Ａもそれに応えて軽い黙礼を返す。

　だが、同席していた黒川は冷静な口調で異議を唱えた。

「何を、勝手な事を勝手に決めているのですか？　もしかしてご自分を、世界の中心でアイを叫ぶ男とでも思っているのでしょうか？　それとも天動説のプトレマイオスですか？　自分を中心に世界が回っている等という勘違いをしているなら、それが間違いであることを指摘させていただきますわ。いくら間違いだと言い含めても訂正が出来ないようであれば、頭部ＣＴにでもかけて、中身がちゃんと詰まっているか確める必要がありますね。もし中身が入っててそういう戯たわけたことをぬかすのなら、機能がおかしくなっているので、電気ショック療法でリセットしましょう。もし中身すっからかんだったら、代わりに糠ぬか味み噌そでも詰めこんであげましょう。そうすればちっとはマシになるでしょう。良いですか、言っておきますよ。病院には病院の規則というものがあって、そういうことは勝手に決められては困るのです。何が言いたいかというと、つまりはそういう妄もう言げんは少なくとも管理者の許可を取ってしろってことです」

　伊丹と駒門は、黒川の放つ言葉の破壊力に圧倒された。

　栗林は「く、くろ……猫被るの止めたんだ!?」と目を剥むいて、テュカは「うわっ、クロカワが凄すごい」とどういう理由かは知らないが、頬をうっすらと染めた。

「こ、こういう時は、どうすればいいんだ、伊丹？」

「そんなこと言われても、俺にも分かんないんですけど」

　すると栗林が説明した。

「駒門さん。クロは、管理者の許可をとれって言ってるんですよ」

「なるほど、確かに正論だな。管理者っていうとこの場合は院長ってことでいいのか？」

　すると黒川は頷いた。

「はい、それがよろしいかと」

　駒門は、やれやれと嘆息した。
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　栗林菜な々な美みは、怒号と投石の乱舞する銀座にあって、頭を低く下げて放水や投石を躱かわしながら乗り捨てられた乗用車の陰へ逃げ込むと、この日、何度目かになる「信じられない！」という悲鳴を上げていた。

　カメラマンと共に騒乱状態に陥った銀座の様子を取材し、一生懸命マイクに語りかけたと言うのに、何故か地上波も衛星放送のニュースも、そんな騒動は端はなから存在していないとでも言うかのようなものになっていたからである。

「ちょっと、どうして!?　いったい、どうなっているのよ!?」

　菜々美は、携帯電話を取り出すと電話口に出た報道局のスタッフ相手に叫んだ。

　だが返って来る言葉は、菜々美を絶望させるものであった。

『どうやら報道局長から、銀座のことは流すな、触れるな、臭わすなってお達しが出てるらしい。留とめさんが、そんなのあり得ないって食いついてるんだけど……』

「こうして目の前で起きている事件を報じなくて何のためのニュースよ！」

　楯たてを構えた機動隊員は、強く出ることが出来ずに警戒線を敷しいて暴徒がそれより溢れてこないようにしている。暴徒達はそれを見てますます調子に乗って、石や火か炎えん瓶びんを投げて我が物顔で銀座を埋め尽くしているのだ。

「あたしのしていることって無駄なの!?　だったら帰るわよ」

『んなことない、とにかく収められるだけの映像を掻き集めてくれ。今は日の目を見なくても必ず流せる時が来るから！』

「今、報じなくて何の意味があるのよ！」

　菜々美は携帯電話をポケットに押し込みながら、古こ村むら崎ざきの言葉を思い返していた。

　報道されている情報とは常に、事実をすべて伝えているわけではない。取材という行為そのものが、本来不可分である出来事を、情報という形で整理、取捨選択する作業だからである。

　ニュースとは、必ず誰かにとって都合が良いように加工されているものなのだ。とは言えそれは、時間的な限りがあるなかで報道という役割を果たす上で、必要だからこそされる行為であった。

　なのに今は、その加工作業が別の目的のために行われている。そればかりか、誰かにとって都合が悪いとなるとニュースとして取り上げられることすらないのである。

　菜々美は同じように車の陰に隠れて取材している、顔見知りの他局スタッフに問いかけた。

「報道の役割って何ですか！」

「なんだ菜々美！　なんで今此処でそんなことを聞くんだ!?」

　答えたのは、古村崎であった。

　彼もまた銀座で騒動が起きていると聞いて駆けつけた報道関係者の一人であった。

「こうして、命がけで集めた絵が使われないかも知れないんですよ。古村崎さん、気持ちが萎なえたりしないんですか？」

「そんなのはもう馴なれた。自分の撮った絵を使って欲しけりゃ使って貰えるように、空気を読んで絵を撮ればいい！」

「でも、そんなの間違ってます！」

　菜々美は、込み上げてくる不快感に奥歯をならした。

「おい、あれだ、あの機動隊員に連行されていく外国人の撮影をしろ」

　古村崎はカメラマンに、機動隊員に捕らえられて連行されていく暴徒の姿を撮影するように言った。機動隊員は気が立っているのか捕らえた暴徒の扱いがいささか乱暴であった。それは警察が過剰な暴力を行使しているように見える、警察の横暴を見ている者に印象づけるのにちょうどよい映像となるのだ。

「くっ、ならあたしは……砂すな川がわ君、あれを撮って」

　栗林菜々美はカメラマンを叱しっ咤たするように、孤立した機動隊員が外国人暴徒によって袋だたきにされている光景を撮れと叫んだ。こればかりを選んで報じれば、暴動の凶暴さを印象づけるだろう。そうなれば、視聴者は機動隊が制圧に乗り出すのは当然と考えるようになる。

「よし、俺達は銀座駐屯地に座り込んでいる外国人のコメントをとるぞ」

　古村崎は、比較的おとなしくしている欧米系外国人の座り込みの様子を撮影すべく腰を上げ、菜々美は、それに対して反対側を向いた。

「騒ぎに巻き込まれている観光客や買い物客のコメントをとるわよ」

　するとカメラマンは言った。

「菜々美ちゃん、まずいよ。絶対に使って貰えない絵ばっかりだよ！」

「わたしはね、マスコミにはもっと果たすべき役割があるって信じてるのよ。報道にはちゃんとしたルールがあるはずなの！　公共の電波を扱っている自覚があるのなら、お金になりさえすれば、仕事になれば何をしてもいいって考えにはならないはずなのよ！」

　だがカメラマンの砂川は、菜々美に頭を冷やせと言った。

「菜々美ちゃん自身が、古村崎さんへの反感から、取材対象を偏かたよらせているよ！　本当に真実を流したいなら、どっちの映像もちゃんと集めなきゃ！」

「あっ……」

　菜々美は頭を殴られたような衝撃を受けた。
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　首相官邸を出た嘉納は、外務省差し回しの乗用車を断ると「夏目さん、話がある」と防衛省の大臣車に乗り込んだ。

「どうしたんです。外務省に帰らないんですか」

　硬い表情の夏目は、どこか嘉納を突き放すような口調で言った。だが嘉納はそのまま夏目を後部座席の奥に移らせてその隣にどっかりと座る。

「参ったぜ」

「参っているわけにはいきませんよ。これからどうするんです？」

「俺も、森田があそこまで腰抜けとは思わなかったんだ」

　責任の重圧に耐えきれなくなった森田は、『門』の管理を国連の安全保障理事会に預けるとまで言い始めたのである。

　もちろん、閣僚達は声をそろえて止めた。特に強い口調で森田の前に立ちはだかったのが防衛大臣の夏目である。

「国連の安全保障理事会に預けてしまったら、我が国の国益はどうなるんですか!?」

「最低限は確保できますよ。それに安全保障理事会に託してしまえば、その後のことは我々が責任を負わなくても良いというメリットもあります」

「それで特地の問題を手放すことが出来たとして、中国との問題はどうするんです!?　このまま中国が退いてくれるとでも思ってるんですか？　こっちの弱腰を見透かして、尖せん閣かく諸島に艦艇を常駐させるとか漁船の拿だ捕ほ、さらには強行上陸をはかって来ますよ。いいんですか！」

「よいはず有りません。けど、ここで無理を押して突っ張って人質にされた日本人商社マンはどうなるんです。日本人を見棄てたって言われますよ。タダでさえ支持率が落ちてるっていうのに、そうなれば今度の選挙もダメです。惨ざん敗ぱいです」

「しっかりして下さい総理！　そうなったら人質にされたことを堂々と批難すればいいんです！　相手の言いなりになってどうするんですか！」

「ならレアアースの通関手続きはどうするんです？　急激な円高であちこちの企業が悲鳴を上げて泣きついて来てますよ。尖閣諸島だって、戦闘になったらきっと多くの犠牲が出ます。それで勝てるんならまだいいですが、負けたらどうするんです!?」

「戦闘になれば多大な犠牲が出る可能性は確かにあります。ですが、我が国から領土を奪い取ろうとするなら、多大な犠牲を払う必要があるってことを分からせてやらなきゃダメなんです。そうでなくて、どうやってこの後、日本は独立と自尊心を保っていけばいいんですか!?　先の大戦寸前のフィンランドを見習って下さい。ソ連は、簡単に占領できると思って手を出しました。ですが、百万人もの犠牲を出すはめになりました。ソ連は勝つことは出来ましたが、フィンランドを侮あなどれないって思い知ったんです。だからこそあの国は、難しい位置にあるにもかかわらず、バルト三国のような目に遭あわずに独立を保ったんです」

「そうは言いますけどね、そんな決断は私には出来ませんよ」

「国際社会は、小中学校の教室と同じです。いいですか？　国連という名の教師は理想主義の無能者揃いです。そのせいで教室の中は力と数の論理が支配してます。そんなところで周りから舐なめられた子供はどうなると思います？　周りから虐いじめられて毟むしられて、その上皆から笑いものとなって、誰にも助けて貰えないんです。虐められたくなければ、手を出してきた相手に必死になって噛みついて、こいつを怒らせたらヤバイって思わせるしかないんです。国家は愛されたり、親しまれたりするだけじゃいけません。国民や国益を守るには、どこかで恐れられてなければダメなんです！」

　だが、森田は眼鏡のズレを直して、ふふんと鼻息で応えた。

「そういう暴力の論理は、私は好きにはなれません。いじめなんか話し合いで解決できますよ」

「無能な教師や、当事者体験のない専門家が口にしそうな台詞ですね。好きや嫌いでどうやってこの国を守っていくんですか!?」

「やはり、ここはアメリカの手を借りましょう。特地の管理や『門』の問題は、もう安全保障理事会にゆだねると宣言します。その代わり中国に手を退かせるよう工作を頼み込んで、尖閣諸島も安保条約の対象だと宣言して貰えればきっと牽けん制せいできますよ」

「止めてください。お願いですからそれだけは止めてください。自国を自分で守る意思を持たない国を助けてくれる国なんて、この世にあるはずないじゃないですか!!」

「夏目防衛大臣。これは内閣の首しゅ班はんとしての私の意思ですよ。それに反対されるようなら、貴方を解任するしかありませんがいいんですか？」

「総理、短たん慮りょは待って下さい！」

　夏目が縋すがるよう説得を続けたが、森田はもう意地でも動かないという態度を見せていた。

「私には自分のことはよく分かってます！　私は冷静に日本のことを案じて判断しています」

　すると嘉納が宥なだめるように言った。

「森田総理。ちょっと待ってくれ。それは最終手段として、外務省の方でもなんとかならんか試してみる。だから……」

「分かりました。ええ、明日くらいまでは待ちますよ。でもね、それまでになんとかならなければ私は、今申し上げた方針で問題の解決を図ることにしますよ。いいですね？　それがこの閣議の決定です」

　森田は「分かりましたね」と夏目に念を押した。
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　霞が関の官庁街を抜けていく大臣車の中で、夏目は灯あかりの消えない窓を見上げながら深々と嘆息した。人間というものは怒りを通り越すと虚脱しか感じないようになるのかも知れない。

「どうして我が国は、あんな人間が総理になれるのでしょうか？」

「我が国では、無難にそつなく仕事をこなし、上司に気に入られることが、組織の中でのし上がっていく方法だからだ。派は閥ばつの領りょう袖しゅうの役割は、利害関係の調整だしな。そのせいで物事を無難にこなそうとする事なかれ主義の人間ばかりが残っていくことになる。だから指導者に向かない人間が居残っちまうんだ」

「私は、暴力主義者なんでしょうか？」

「俺はそうは思わないぞ。一見すると、森田の考え方は人命や、平和を第一に考えているように見えるが、結果としてより多くの人間を苦しめることに繋がっているからだ。ここと決めたところを守るために血を流すことを厭いとわない態度を示すことは、結果として流す血の量を減らすことに繋がるんだ。世の中ってのは皮肉なことに、中途半端な平和主義者こそが、悲劇の原因となるって事は少なくない。ナチがヨーロッパで猛もう威いを振るっていていても、米英は手をこまねいて見ていた。そのせいで戦争が拡大し、多くの血が流された。もし米英が早い内に本腰を入れてヒトラーを抑え込んでいれば、犠牲はもっと少なくて済んだろうよ」

「私もそう思います。歴史に『……たら』『……れば』というのは危険だとは思いますけどね」

「そして現代の問題は、中国だ」

「ええ。中国はすでに我が国に対して『超ちょう限げん戦せん』を挑んできています」

「なんだそれは？」

　嘉納は初耳の言葉らしく、詳しい説明を求めた。

「中国軍人民解放軍空軍大佐の喬きょう良りょうと、王おう湘しょう穂すいの唱えた考えで、社会の全領域を戦場と位置づける新しい戦争の概念です。これによって戦争の手段は軍事だけでなくあらゆる分野に広がります。世論を意のままに操るメディア戦、為替かわせ相場を利用して相手国経済に打撃を与える金融戦、資源を独占する資源戦、相手に正当性の意識を疑わせる心理戦、コンピューターのウイルステロ……」

「なるほど……上手くやるもんだと思っていたが、はっきりと体系づけられた戦争の一形態という意識で挑んで来ているってことか。統一された指揮の下で方針に基づいて戦略をたて、様々な戦術を展開していく」

「そうです。しかも毛もう沢たく東とう思想に基づいて、戦いの遂行は相手の資金と武器を使えというやり方をしてますから、防戦に回った我が国は、まずは敵に利用された味方との戦いをしなければなりません。我が国は、身内を相手に消しょう耗もう戦を強いられることになってしまっているんです」

「まいったな」

　嘉納は、天を仰いだ。

「特地を安全保障理事会にゆだねさせようと言うのもその一環でしょう。我が国を様々な次元で弱らせようとしているんです」

「だが、森田にはそれが分かってない。あいつはもう、何もかも投げ出すつもりだ」

　夏目と嘉納は互いに黙り込んだ。

　しばらく夜景を眺めていた夏目は、ぼそっと言った。

「嘉納さんはレレイ嬢がまだ特地にいるって信じますか？」

「ああ。何の根拠もない話だが、漫画的な表現で言えば、霊魂ゴーストがそう囁ささやくんだ」

　嘉納はそう言うと、いかにも自信ありげに自分の頭を指先でとんとんと叩いた。

「その漫画なら、嘉納さんのお勧めでしたね。読みましたよ。士し郎ろう正まさ宗むね氏の作でしたっけ」

「そうだ」

　元ネタを知られていたのが恥ずかしいのか、悪戯いたずらがバレた子供のように首を竦すくめる嘉納。

「嘉納さん。あのような閣議決定がなされた以上、私に出来ることはありません。残念ながら私はこういう時に動かせるような、個人的な手札の持ち合わせがありませんから。でも嘉納さんは違いますよね」

「俺か？　そんなもんあるわけねぇだろう？　俺はまっとうな政治家だぞ。くそっ、Ｇ型トラクターの購入広告でも出せってのか？」

「いやいや、伝説の暗殺者なんかに依頼しなくても、特地派遣部隊への連絡、レレイ嬢の救出という重要な任務を果たしてくれそうな人材が、貴方の個人的な友人にあるはずですよ」

「あいつのことを言ってるんなら、それはどっちかって言うと防衛大臣のあんたの領分だって言えるんじゃないのか？　特殊作戦群……使えるんだろう？」

「ですが総理にバレてしまいます。いくら頭の中がお花畑の総理でも、私の動向くらいは監視させてるはずですから」

　嘉納は舌打ちしつつ、夏目の言い分を認めた。

「確かにあいつなら動いてくれるだろう。しかも具合の良いことに取引用に身柄をこちらで押さえてある。よし、わかった、俺が奴をけしかける役目を引き受けよう。その代わりあんたにも後始末の手伝いはしてもらうぞ。あいつが後で酷い目に遭わないように、形式だけは整えてやらなきゃならんからな。俺達が負うべき責任まで押しつけちゃ可哀想だ」

「どうするんですか？」

「まず、特地派遣部隊に訓令を書いてくれ。防衛大臣の署しょ名めい捺なつ印いん入りのな。なぁに、閣議に逆らうことにはならんから心配するな。森田は明日になったら特地を常任理事国に預けると言ったが、少なくとも今日の段階では、今までの方針を踏とう襲しゅうしたもので問題ないってことだからな」

　嘉納は夏目に白紙を差し出した。

　夏目はそれを手にとると、万年筆を取り出して文面を考えはじめる。

「国益確保のために、必要と考えられるあらゆる処置を許可するって内容にすればいい」

「でも、その後はどうするんです？」

「明日の朝には森田を首相の椅子から引きずり下ろしてやればいいんだ。今夜中に全閣僚を説得して一斉に辞表を出す。森田も全ての大臣職を兼務することは出来ん。これであいつに引導を渡してやる」

　あまりにも簡単に言われたため、夏目はその意味を理解するのに数瞬の間を必要とした。

　この状況で総理を引き下ろせば、それを主導した者が代役を務めることになるだろう。だがこの時期に総理になって良いことは一つもない。

「ちょ、ちょっと待って下さい、選挙まであと少ししかないっていうのに、貴方が首相になろうって言うんですか！」

　夏目の表情は、親友に自殺の決意を明かされたかのように強こわばった。

「あいつのままにしておくよりましだ。たとえ選挙管理内閣と言われようとも、日本にとってそれが必要ならその一瞬の為に全力を尽くす。それが政治家ってもんじゃねぇのか？」

「でも、これまでの苦労が！　政治生命がふっとびますよ！」

「あいつら制服組は命をかけてるんだ。俺達も、それに匹敵するものを差し出してこそ、フェアってもんだろ。政治生命なんてのが、命と同じ重さだとは思わないがな」

　嘉納はそう宣言すると「こいつが俺達政治家の戦争だ。俺は一気に行くぞ夏目」と目をぎらりと輝かせた。
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　ゾルザル率いる帝国軍と、ピニャ率いる帝国正統政府軍によるイタリカ城外会戦は、開始から半日を経過していながら膠こう着ちゃく状態となっていた。

　既に陽が沈んで久しいため、戦いは松明たいまつと月の光を頼りにした夜戦となっている。

　互いに決定的な隙を見出すことが出来ずに、繰り出した戦力を正面からぶつけ合う。

　疲労、消耗した部隊を後退させ、予備の戦力を投入して戦線を支える。そんな作業を忍耐強く繰り返す持久戦が続いていたのだ。

　だがそれは、元々戦力の劣おとるピニャにとって、底のない蟻あり地じ獄ごくへ自ら飛び込んで藻も掻がくのに等しかった。

「ドッツエル隊！　もう保もちません！」

「メイソン隊が、一時後退の許可を求めています！」

　伝令の馬がやって来る度に、悲鳴にも似た報せが告げられた。

　ピニャは、綻ほころびそうになる戦線を懸命に維持しようとしていた。

　だが損害が加速度的に増大していくと戦線に投入できる予備戦力の確保も難しい。こうなると最前線で戦う兵士達はますます疲ひ弊へいして、戦意の旺おう盛せいな敵に圧倒され、被害がさらに拡大するという悪循環が起きてしまう。

「ちくしょうめ！」

　松明の明かりの下で、従じゅう卒そつの少女達に二の腕に包帯を巻かせていたヴィフィータは、ピニャが苛立ちを堪こらえているのを見ていられなくなったのか、口汚いののしり言葉で世話をしてくれる少女達の眉をひそめさせた。

「ヴィフィータ様。お言葉が、野や卑ひな殿方みたいです」

「分かった分かった。この戦いが終わって、生き残ってたら行儀作法にもうちょっと気を配ることにするぜ」

　いくら男勝りな気性とは言え、粗そ野やなところまで男を真似ては品位が疑われると、従卒の少女達は窘たしなめた。だが彼女の場合はこれが不思議と似合ってしまうのもまた確かなのだ。

「ボーゼス。俺がもう一度行って来る！　ちっとはマシな状況にして来るから、その間に戦力を再編して戦線を立て直してくれ」

　地に突き刺してあったロングスピアを引き抜いたヴィフィータは、その尖とがった先端を空中で一いっ閃せんさせて泥を払った。

「待ちなさい。貴女はもう、これで六度目よ！」

「七度目だろうと八度目だろうと、戦える限りは戦わないとな。こっちは頑張ってたぞ、なのに遅いじゃないかって俺の男に文句の一つも垂たれてやりたいからな」

　満まん身しん創そう痍いのヴィフィータは、馬の首を巡らせると配下の女性騎士達を見渡した。

「この期ごに及んで、嫌だという奴はいないよな」

　手傷を負っていない者など一人もいない。だが全員が隊長の問いにそろって頷いた。皆、様々な戦いを経て来た歴戦の戦士達なのだ。

「棚の上に飾っておきたくなるような兵隊人形が、良い感じでボロッちくなってる。みんな良い面つら構がまえですっげぇ頼もしいぜ。いっちょ、男共に活を入れに行くとしようぜ！　女に惚ほれられたきゃ、ここぞというところで気張って見せろってな！　お前達も、いい男を見つけたら躊躇ためらわずに唾つばをつけておけよ！　身分だなんだって気にしてたら、どっちかが先におっ死んで手遅れになっちまうんだからな！　恋の花は咲かせてこそ女ってもんだ、そうだろう!?」

　ヴィフィータは「んじゃ、行くぜ！」と馬の腹を蹴ると一気に駆け出した。

　白薔薇の隊旗がひらめいて、皆もその後に続いて夜の闇の向こうへと消えていく。その背中を見送って思うことがあったのか、ボーゼスもまた背後を振り返った。

「わたくしも、参りますわ」

「ボーゼス様！　そのお身体では」

　従卒の少女たちが一斉に止めにかかった。だがボーゼスは首を振った。

「皆が懸命になって戦ってるのに、身体を庇かばって後ろにずうっと籠もってましたなんてお腹の子にどうして言えますか！　わたくしとトミタの子がこの程度のことでどうにかなるはずありません！」

　ボーゼスの凛りんとした眼差しを正面から浴びせられた従卒の少女達は、怯ひるんだように後ずさった。

「では、黄薔薇隊も参りますよ。わたくしに続きなさい！」

　ボーゼス隊までもが前進をはじめた。そして剣をかざしながら混こん沌とん渦巻く戦場へと突き進んでいったのである。




　ピニャの周りを飾っていた花達がどんどんその数を減らしていく。

　その寂せき寥りょう感かんを誘う光景の中で、ピニャは自らが直接統率する赤薔薇隊のみを背後に、じっと戦場の方角を睨み続けていた。

「ハミルトン！」

　手綱を握り、馬の鞍くらに立ち上がって、はるか彼方かなたを仰ぎ見るハミルトンがいる。だが夜の闇の中では目を凝らしてみても、見えるものはそう多くない。

「まだです」

「違う！　もう、遠くを見るのはやめよ、今は前を見るべき時だ」

　その言葉にハミルトンは、すとっと身体を落とすようにして鞍に座った。

　座った時の衝撃は馬が引き受ける。ハミルトンは驚かせて済まないとばかりに馬の頬を軽く撫でると、ピニャの傍らへ向かうべく手綱を引いた。

「ハミルトン……第二線に控える兵らに交代で休息をとらせよ。それと食糧もだ。隊列を維持したまま食事をさせる」

「は、はいっ！」

　伝令の騎兵が陣列の前を、「奇数番の者、座ざ臥がして休息をとれ！　望むなら仰ぎょう臥がも許可する。これより食事を配る！」と触れながら駆け抜けていった。

　味方の兵が血を流している数百メートル後方で、兵士達が櫛くしの歯が欠けるように座り込んだ。そして食糧が水と共に配布されて、兵らは立ったまま、あるいは座り込んだり寝そべったりしながら食って飲み、来きたるべき戦いのために空腹を満たしていたのである。




「さすがはピニャ殿下。容易に崩れませんね。まさかここまで粘り強く戦うとは……」

　ゾルザル軍の作戦指揮をする将軍ヘルムは、ピニャの陣営の手て堅がたさを見て、驚嘆というよりは最早呆れたとでも言うような声を上げた。ピニャを単なる皇女、騎士団の創設者としてではなく、偉大な敵手として尊敬に価すると認めたのだ。

　ヘルムも、彼の知るあらゆる揺さぶりの手段を講じたのである。

　強力な突撃力を誇る亜人部隊を突入させ、小さなほころびを穿うがち、それを拡大しようと兵を繰り出し、主力を前進させるふりを見せて敵の動揺を誘い、撤退するように見せかけては敵の備えを崩そうとした。

　だが、それでもピニャは守勢の構えをしっかりと堅め、鈍いくらいに動じなかったのだ。

　逆に後退するドッツエル、メイソン隊を見て、勝敗を決定づける好機と見たのか軽率に敵本陣への襲撃を敢行し、ヴィフィータとボーゼス率いる騎兵の挟きょう撃げきを受けて蹴散らされてしまう味方の不ふ甲が斐いなさには、嘆きの声すら上げたくなった。

　カラスタが、取りなすように言う。

「味方を嘆くよりも、こちらの打つ手打つ手の先を見て的確に叩いてくる殿下を称えるべきでしょうな。まさか、懐刀のボーゼスまで繰り出して来るとは思いも寄りませんでした」

　帝国の皇女として宮廷にいたピニャとは思えない、とヘルムの幕僚達は口をそろえた。

「いったい何が殿下をここまで成長させたのでしょうか？」

　もちろん、これまでに遭遇した多くの困難が彼女を成長させたのだ。だが、途中経過を知らない彼らにとっては、ピニャの成長は別人と見間違えそうなほどの激変に見えたのである。

「我々とて多くの苦く汁じゅうをなめて来た身だ。戦いの経験で、我らを超える者はない！」

「数の上でも我々は優勢です。小細工などせずに、このまま戦い続けても勝ちは決まってます」

　ミュドラやカラスタの言葉どおり、時間の経過と共に累積していく損害数は、ピニャの側に多く、このまま戦闘を続けていけば、残存戦力がゼロとなるのはピニャの方が先であることは確実。だからこそ、ピニャの成長ぶりを褒め称える余裕もあるのだ。

　だが、三将軍の会話を聞いていたゾルザルは、落ち着かないのか爪を噛みながら言い放った。

「あまり楽観視されていても困るぞ。問題は時間なのだからな」

　三将軍はゾルザルに恭うやうやしく頭を下げると、その懸念には及ばないと告げた。

「ピニャ殿下が不利を承知で、城外を戦場に選ばれた理由は火を見るよりも明らか。援軍が来るまで自らを餌えさにして我らをこの地に引き留めておこうとしておられるのです」

「分かっているならいい。我が兵らが命を賭として稼いでくれた貴重な時間だ、決して無駄にしてくれるなよ。ボウロ……お前もだぞ」

　すると影に隠れるように地に伏せていたボウロも、「我がハリョの総力を結集して攻めかかっております。そう時を置かずに、良い報せを殿下に申し上げることが叶うかと存じまする」と地に額を擦りつけた。




　フォルマル家城館の内外では、戦闘メイド達が次々と襲ってくる敵に苦戦を強いられていた。

　送り込まれてきた敵の数が、『影戦』の常識を超えたものだったからである。

　七人の警備兵らに交ざって、城館正面玄関の守りを担当していたペルシア達は、目の前に現れた敵の数に驚いた。

「ニャ？　二十人!?」

　これが敵の全てで、これを片付ければ戦いは終わると言うならば、問題ない。だが城館のあちこち……五カ所以上で吹き鳴らされる呼び子が、この敵が敵の一部でしかないことを報せていた。

　これとほぼ同数の敵が、それぞれの場所に現れたとするなら、合わせて百を超える敵の襲撃を受けていることになってしまうのだ。

「さすが帝国ね。こんな数の密偵を抱えているなんて……」

　マミーナは敵の持つ力を素直に賞賛した。

　最近になって経済的に余裕の出来たフォルマル家とて、影戦をこなすことの出来る戦闘メイドの数は五十を超えない。

　もちろん伯爵家の領内に住すみ処かを与えられている亜人の諸部族から訓練中の若者や、予備戦力を根こそぎ掻き集めれば、百人なら集めることも可能だろう。だがそれは、戦力の継続的な確保を慮りょ外がい視しした文字通りの全戦力なのだ。

　例えるなら、実戦部隊だけでなく訓練学校の教官から訓練生までも戦闘に投入するようなものである。これを失ってしまえば、戦力の再建はかなり長期にわたって不可能な状態に陥ってしまう。

　なのにゾルザル派軍は百を超える数を投入して来た。

　これまでの影戦で与えて来た損害だって少なくないのにこの規模である。ゾルザルの影戦を担うハリョと呼ばれる正体不明の集団は、想像以上に巨大な組織なのかも知れない。

　圧倒的多数の敵を相手にする以上は、決死の覚悟を決める必要がある。守りきれずに突破されるとしても、敵の戦力を出来る限り削ぎ落としておかねばならないのだ。

　そのためにはまず、乱戦に持ち込む。

「マミーナ！」

「分かってるよ。ノルマは一人で二人。最低でも三人で六人は削れって言うんだろ？」

　そのかわり、自分達は全滅するだろう。その可能性は著しく高い。

「クラタさん。ごめんニャ」

　最近交際を始めた男に、二度と会えない不義理をわびる。

　こんなことなら、もっともっともっともっと早いうちにつきあい始め、いっぱい遊んでおけば良かったと思った。ヒト種の男が、真剣にキャットピープルの雌に求愛するなんてあり得ない、と臆病になっていたのが失敗だったかも知れない。

　戦いが始まった。

　あっという間に彼ひ我がの距離が詰まって無数の手裏剣ダークが飛び交い、それを躱かわしながらすれ違い様に短剣で斬りつける。

　鋭い爪が体をかすめ、メイド服の数カ所が切り裂かれて肌が露わとなるが、一人を倒し、さらに二人目に挑もうと振りかえる。だが、ペルシアの目に映ったのは、戦おうとせず、そのまま城館に突入しようとする敵であった。

　槍を手にしていた一般の警備兵達は一人の敵に手を焼いて、他の敵にはぽろぽろとすり抜けられていた。

「ニャにっ!?」

　敵は交戦しようとせず、城館の深奥部に向かってひたむきに突き進んでいったのである。




　ペルシアは呼び子を吹き鳴らして支援を要請すると、城館前を警備兵達に任せて追跡を始めた。

　やがて呼び子につられ、城館内に配されていた数人の戦闘メイド達が集まってくる。

「追跡班はウチに続くニャ！　残りは正面玄関を固めるニャ！」

　ペルシアは小さくなっていこうとしている敵の背中を追った。すると敵も、若い二人の戦闘員を残した。まさかたったの二人でペルシア達に勝てるとは思ってはいまい。とすれば、足止め要員であろう。

「やっかいだニャ」

　足止めに残された敵は、ペルシアから見ても若く幼い獣人の雄である。

　年の頃で十四、五歳だろうか？　犬系かそれとも猫系か？　様々に混血しているようで基礎となる種族が分かりにくい。それが必死の形ぎょう相そうで立ち向かって来た。

　それは、まるで生きて帰ることを考えていないかのような、無茶苦茶な攻撃であった。

「なんて馬鹿な奴らニャ！」

　その剣筋は幼く未熟で、しかも力が弱い。大胆に動いているため、まわりのメイド達は手を焼いているが、ペルシア程ともなると、食らい付いてくる敵の動きが見える。その切っ先を余裕で躱し、武器を持つ腕を断ち、急所を剣刃で貫いた。

　それでも若い獣人はペルシアにしがみついて来た。敵かなわなくとも、命絶えるまでのわずかな間であっても、ペルシアの足止めをしようとしているのだろう。

　ペルシアが力尽くでそれを振り払うと、今度はメイド服の裾に噛みついて、しがみついた。そしてその裾を食いしばった姿で息絶えたのである。

「ちっ」

　思わぬ足手まといに、ペルシアは舌打ちして短剣を抜いた。

　そして敵に切り裂かれて、衣服としての機能を果たしていないスカートの布地に突き立てると、その大部分を切り捨てた。

　ペルシアは、猫科肉食獣特有のしなやかな脚を露わにしながら、再び敵の後を追う。

　だが、後ろを走るマミーナが揶や揄ゆまじりの警告を発した。

「わわわ、ペルシア。それはちょっとエロい、エロいよ！」

　全力疾走するペルシアの、スカートの中身がほとんど丸見えになってるのだ。

　ペルシアの脚はレース地のストッキングにガーター、そして普段は隠されて見えない数本のダークをさしたホルスターなどで覆われていた。さらに、これだけは忘れてはならない。細長い『しっぽ』も付け根近くまで丸見えである。

「しょ、しょうがないニャ！」

　羞しゅう恥ち心しんで赤くなったペルシアは慌てておしりのあたりに手を回してスカートを押さえた。そのため敵を追う速度が、わずかながら下がってしまう。

　だがマミーナはさらに言葉を重ねた。

「メイド長に見つかったらうるさいよ、きっと」

　メイド長は汗をかくことすら「見苦しい」とお小言を言うのだ。こんな服装の乱れを見られたら、きっと一日二日の叱責では済まないだろう。

　ペルシアは、さらに困ったような表情でぐいっと裾を引き下げた。だが一度短く切ってしまった布地は伸びることはない。

「ううっ」

　そんなペルシアの姿を可哀想に思ったのか、マミーナは言った。

「で、でも、きっとクラタに見せたら喜ぶよ」

　マミーナは、最近ペルシアが交際を始めたヒト種の男の名前を持ち出した。

　だが、ペルシアは「それはないニャ」と返した。

　猫科動物特有の勘で、ペルシアは倉田が慎つつましやかな女性を好むことを見抜いていた。そもそも倉田は、裾の長いメイド服を来たペルシアに惚れて近寄って来たのである。

「こんなところ見られたら、逆に嫌われてしまうニャ」

　そんなことを意識させられたペルシアの足取りは、ますます遅くなってしまった。

　幼い敵が必死で挑んだ足止め作戦は、このような形で達せられたのである。
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　駒門から病院長の許可を得たという連絡が来ると、黒川もテュカ達が伊丹の病室に泊まることを認めた。とは言え、テュカが伊丹と同どう衾きんすることは風紀が乱れるとして、断固として許さず、ベッドはテュカと栗林に振り分け、伊丹と富田の二人については、資材倉庫から引っ張り出してきたマットレスを使えと命じた。

「ええええっ！　隊長の使ってたベッドに寝るのぉ……」

　ところがこの割り振りに不平の声を上げたのが、栗林である。

　一般的に女性というものは、男性と比較して我が身を預ける寝台の選定に敏感だ。清潔であることは当然で、精神的な要素にしか過ぎない誰が使っていたかにまで、大いなるこだわりを見せるのである。

　神経がワイヤーで出来ていると周囲から思われている栗林志し乃のも、そこは同じのようである。

「地面に平気で寝っ転がれる癖に、変な奴」

　伊丹の揶や揄ゆするような言葉を浴びた栗林は、毛を逆立てたどら猫のようにシャーッと唸うなる。

「野営の時とベッドで休むのとでは、気持ちのモード設定が違うんです！」

　だが黒川は、そんな栗林に憮ぶ然ぜんとした表情で言い放った。

「何を、贅沢なことを言っているのですか!?　隊長とテュカを一緒にして、貴女と富田を一緒にしろとでも言うのですか？　病院は連れ込み旅館でも、ホテルでもないのですよ。シーツを替えて差し上げますから、それで我慢なさい！」

「はぁい」

　黒川はブチブチ言いながらも、てきぱきと糊のりの利いたシーツをセッティングしていった。まるで買って来たばかりの五百枚入りＰＰＣ用紙の包装のごとく、角の尖った綺麗なベッドメイクが瞬く間になされた。

　その傍らでは、枕カバーの交換を終えた栗林が、枕をその巨大な胸に抱きしめながら、そしてテュカが、黒川の仕事が終わるのを今か今かと待っている。

　やがて黒川が仕事を終えて、あとは枕を置くだけとなった瞬間、テュカが「やったー！　一番乗りっ！」と歓声を上げながら突撃して、掛け布団の下へと潜り込んだ。

　布団の中で何をじたばたしているのかと思えば、ストッキングやら、下着やら、ブラウスやらがぽいぽいっと放り出されて来る。

　突然のことにたじろいだ栗林だったが、事態を把握すると慌てて叱責した。

「ちょ、ちょっとテュカ！　何やってるのよ！」

「もちろん寝る支度よ。決まってるじゃない!!」

　掛け布団から顔だけを出して、ケロっとした顔で返すテュカ。わずかに見える布団の隙間からうなじや肩の輝くようなラインが、産まれたままの姿で露わとなっていた。

「で、でででででで、でもっ！　何だってまっぱになってるのよ！」

「寝るなら当たり前のことでしょ!?」

　栗林は、放り出された衣類や下着を男共の目にさらさないように掻き集めた。

「あ、あ、あ、当たり前って！　何が当たり前なのよっ！」

　だが、エルフ娘は本当に訳が分からないらしい。シーツにくるまって寝ることが出来る環境にあるならば、衣服を脱いで眠るのは当然のことだと不思議そうに語った。

「いつもこうなんだけど……何か問題なの？」

「ここには隊長も富田も、それに警務官もいるし！　ちょっと無防備過ぎっ！」

　だがテュカは、それがどうしたの？　と首を傾げた。

　彼女は栗林が何故そこまで焦っているのか、本当に分かっていない様子なのだ。それどころか栗林が服を着たまま寝台に入ろうとしているのを見て、「お昼寝でもないのに、変なの」と呟く始末である。

「そんなことより早く寝ましょうよ。今日は一日中追いかけ回されて疲れちゃったわ」

　テュカは、栗林の手を握ると寝台へと引きずり込んだ。

「ち、ちょっ、テュカ！　……待ってって、あれ、もしかしてこれって貞操の危機!?」

「何を言ってるの!?　女の子同士が一緒に寝るだけなのに、どうしてそういう話になるの？」

「だってテュカの手が、あん、そこ触わんなって！」

「うふっ、志乃の胸って大きいわね！　掌に全然おさまらないし、弾力もすごい」

　じたばたと暴れる二人を前に、富田は困惑を抑えきれないといった表情となっていた。

「た、隊長……この二人、何してるんでしょうね」

「想像するな。興奮して眠れなくなるぞ」

「けど、止めなくていいんですかね？」

「大丈夫。ほっといたって不ふ埒らちな事にまで至ったりしないよ。黙って静かにしてればそれで落ち着くんだ。テュカは寝付きがめちゃくちゃ良いからな」

　伊丹が言うように、栗林が抵抗を諦めるとがさごそと喧かまびすしかったベッドの上が、途端に静かになった。寝る体勢が整うや、エルフ娘は瞬く間に寝入ってしまったからである。

「ほ、ホントに寝ちゃいました」

　静かにしていると、くぅ～という寝息まで聞こえて来る。

「さ、寝るぞ」

　伊丹も布団を被る。

　黒川は、富田に青あざを冷やすためのアイスノンを手渡して言った。

「では、みなさん、おとなしくしててくださいね。少しでも騒ぐようなら、お口を縫ほう合ごうして差し上げますので。ついでに瞼まぶたもきっちりと縫合して、良い夢を見やすくして差し上げてもよいのですが、ご希望の方は？」

「いえ、結構です。遠慮します。お構いなく」

「ならば、自前で静かになさって下さいね。わたくしの希望は静寂なる夜。平和なる夜勤であったと明日の日勤者に申し送ることです。それを邪魔して下さるようでしたら、きっと面白い体験をさせてあげます。そうですね、十八番ゲージの注射針で針治療というのはいかがでしょう？　きっと肩こり、腰痛、神経痛、その他に大変な効果が得られると思いますわ」

　黒川はそう念を押すと、十八番ゲージってこれくらいと、その太さを誇こ示じするように見せつけた。そして伊丹達の瞳が恐怖の色に染まるのを確認してから、ナースシューズがＰタイルを擦る音をさせながら、看護室へと去って行ったのである。

　その後の静寂は、修学旅行で見回りの教師が去って行った後にどこか似ている。薄暗い室内では誰かの身じろぐ衣擦れの音すらもやたらと大きく聞こえるのだ。

　そんな沈黙を破って、栗林が囁き声で悲鳴を上げた。

「たいちょ～、テュカって……」

「結構、甘えん坊だろ？　女もいける両刀って噂もあるし自分でもそう公言してるけど、実際のところはそんなもんだ。抱き枕にされるだけだから安心して寝てろ」

「分かりました。クロに抱き枕にされるだけだから心配するなって言っておきます。けど、隊長は何だってそのことを知ってるんです？」

「…………いや、まぁ、いろいろとな」

「そういえば、テュカが変になってた時、隊長ってテュカと一緒に寝起きしてましたよね。テュカが誰かを抱き枕にする習慣を知ってた。そしてテュカは裸で寝ることにも驚いた様子がない……まさか」

「し、し、しょうが無いだろ！」

「隊長、まさかと思うけど、やっちゃったりしてませんよね」

「してるわけないだろ!?　俺はお父さんだって思われてたんだぞ、そんな関係になってたまるかい！」

「本当ですか？　あの時のテュカだったら、押し通せば受け容れちゃったんじゃないんですか？　だいたい裸のテュカにしがみつかれて、よくぞまあ我慢できましたね。こうして間近に見ると、テュカってめちゃめちゃ綺麗ですよ。肌はすべすべで、弛ゆるんでるところなんか少しもないし、髪はさらさらだし、羨ましくなるくらいスタイルは綺麗に均整が取れてて。それがこんな風にぴったりと……いま、私がどういう状況になっているか分かります？　テュカにぎゅってしがみつかれてるだけじゃなくて、脚なんか腿ももで挟み込むように絡まってるんですよ……」

　おかげで寝返りすら出来ないと栗林はボヤいた。

「俺の時と、同じだな」

「やっぱし」

　するとそれまで黙って聞いていた富田が「質問」と声を上げた。

「そんな状態で、どうやったら我慢できるのか、そこのところの秘訣なんかを……」

　今では有名無実となっているが、特地派遣部隊の隊員達には特地の女性との交際を禁じる命令が出ている。それを真っ先に破ったのが富田なのだ。富田こそ我慢できない男の代表格だと言えるだろう。

　伊丹は、ことさら偉ぶって答えた。

「そうだな。相手の信頼に応えようとする気持ちが、強固な意志を形作るんだ。朝まで耐え抜くのは確かに大変だが、我慢し通すことに成功すれば、きっとこれ以上ない自信を得ることが出来るだろう」

「とは言いながら、ちょっとくらいは何かしたんじゃないんですか？　隊長」

「してない、してない」

　今になってみれば、それで良かったのだと伊丹は思った。

　変に手を出していたらわだかまりが出来て、今のような気の置けない関係は維持できなかっただろう。

「尊敬に値するとは思いますけど、なんだか逆に心配になって来る話ですね。隊長、生身の女性に興味有ります？」

　オタクだから、きっと絵に描かれた女にしか興奮しないんだと栗林は揶揄した。

「言って置くが、離婚したとは言え俺は妻帯者だったんだぞ！　一応、実戦証明済みコンバットブロープンの身の上だ。俺は図上演習だけの男ではない」

「何の実戦経験だか？　離婚の原因が、あの元奥さんにコスプレをさせまくったとかだったら笑えますよ」

「違うって！」

「じゃあどうしてテュカに手を出さなかったんです？」

「確かに、お互いがそういう気持ちになれたらそういう事をしたっていいって思うぞ。けれど、あの時のテュカはそういう気持ちで俺にしがみついたんじゃない。そこらにいる女が、本命の男に振り返ってもらえないのが寂しくて他の男にしがみつくのとは訳が違うんだ。代償ですらないんだ。なら、それにつけ込んじゃダメなんだよ。下手をするとテュカの心の中で、親父さんとそういうことをやっちまったって記憶になりかねなかったんだからな」

　すると栗林は寝返りを打って伊丹に顔を向けた。

「じゃぁ隊長は、素っ裸のテュカに抱きつかれて悶もん々もんとしなかったと？　女を感じなかった？」

「何を失敬なことを！　今日の格好なんて無茶苦茶格好良かったし、すげぇ女を感じてるぞ。顔見た瞬間から、悶々としてた！」

「な、何を、変態チックなことで威張ってるんですか!?」

「着ている服がコスプレなエロ衣装ならもっと萌もえるってことですね。分かります」

　富田が混ぜっ返すが、伊丹は普段着でも充分であると返した。

　栗林は、そういう変態的な話はもう聞きたくないとばかりにまとめに入った。

「とにかく！　そういう事はテュカに面と向かって言ってあげて下さい。裸で引っついても超然とした態度を取られたら、テュカだってそりゃ心配になって来ると思いますからね」

「心配になるのか？」

「そりゃそうでしょう!?　好きな相手に隙だらけのところを見せたのに手を出されなければ、なんで、どうして、もしかして自分に魅力がないのか、もしかして関心がないのかって、悶々とするのが女心ってものなんですから」

「心配する必要なんてないんだがなぁ」

「女は男が自分に向ける視線を結構気にするもんなんですよ。自分を女として見ているか、それとも違うのかって……」

「なるほどねぇ」

「とにかく、ちゃんとテュカと向かい合ってあげて下さいよ。前の時は違ったかも知れませんけど、今のテュカはちゃんと真剣に隊長を見てるんですからね」

　どうして栗林が、そんなことを言うのだろうかと思いつつも伊丹は「分かった、分かったよ」と繰り返した。

　だが話はここで終わらない……突如として携帯電話のバイブレーションコールが響いた。

　まず、栗林と富田がごそごそと起き出して自らの携帯電話を確かめた。そして自分への着信でないことを確認すると、伊丹へと視線を向ける。

「え、俺なの？」

「多分、そうですよ」

「あ、そう……誰だよもう」

　床からでは手を伸ばしても届かないので、伊丹は起き上がると床しょう頭とう台だいの上に置かれた携帯電話を不満そうに取り上げた。だが液晶に太郎閣下の文字を発見して「えっ」と電話を落としかける。慌てて受信ボタンを押して、耳に押し当てた。

「もしもし伊丹です。どうしたんですか、こんな時間に？　ええ、寝てましたよ。まぁ、一生分くらいは寝ましたから大丈夫ですけど。はい、ええ、えっ！　もう一度言って貰えますか!?　えっ、まさかあ、冗談でしょう!?　ほ、本当ですか!?　でもどうしてそんなことが!?　分かりました。とにかく早急にそうします。はい、はい」

　通話が終わったのか、伊丹はしばらくの間、電話を眺めていた。

　そして何カ所かのボタンを押して、再び耳に押し当てる。

「伊丹二尉。病院内での携帯電話の使用は……」

　警告する警務官Ａに伊丹は掌で待てと告げ、再度ボタンを押す。

　そして耳に当て、相手が出るのを待った。

　だが、三十秒ほどしても会話をはじめず、そのまま通話すること無くパチンと携帯電話を畳んだ。

　伊丹はそのまま自分を注視する警務官に向かって「へへへ」と微笑みかける。

「な、なんでしょう？」

　気味が悪くなったのか、警務官Ａは散弾銃の筒先を伊丹に向けた。

「う～ん……どうしたもんかいな」

　伊丹が首を傾げながら天井を仰ぎ見た。病室には、監視用のカメラがついている。作動していることを示す赤色ダイオードが輝いていた。

「どうしたんです？」

　さすがに変に思ったのか、栗林が伊丹に声をかけた。

「…………」

　しばらく考え込んでいる風であった伊丹は突如として振り返ると、「おい、テュカ」と既に眠っているはずのエルフ娘に声をかけた。

「あ、なあに？」

　するとテュカの反応は眠っていたとは思えないほどに早かった。呼びかけられるとすぐに顔を上げたのだ。

「ちょっとおいで」

「うん、ちょっと待ってて……今、服を」

　テュカは布団の下から栗林がそろえておいてくれた服へと手を伸ばした。だが伊丹はその手を握ると、そのまま強引に引っ張って抱きすくめた。

















「そのままでいいよ、どうせ脱がすんだから」

「えっ！　えっ!?」

　伊丹は、テュカをシーツでくるんだまま「よっこらせ」と抱き上げた。

「ちょちょっと隊長!?」と驚きを表す変なポーズで凍り付く栗林。

　伊丹に抱き上げられて、「うわっうわっうわっ」と人語にならない声を上げるテュカ。

「やっぱり、たぬき寝入りしてたな？」

「わ、分かってた!?」

「昔から耳だけはいいんだ。そして俺はお前が本当に眠っている時の寝息を知っている。くぅ～ではなく、すぅすぅだ」

「た、隊長、いきなり何をするんですか!?」

「伊丹二尉。貴官は何をするつもりだ!?」

　栗林や富田が叫び、基本的に定位置から動かないはずの警務官Ａも、伊丹の突然の行動に顔色を変えて前へと進み出た。

　だが伊丹は三人を無視してテュカに告げる。

「俺の気持ちが心配だったら、どうして直接尋ねない？」

「は、恥ずかしくって。だから、その、あたしのことをどう思ってるか、気持ちをそれとなく確かめて欲しいなって、志乃に頼んだの」

「そんなの分かってるだろ？」

「分かるわけない！　はっきり言ってくれないと分かるわけないでしょ！」

「しょうがない奴だなあ。じゃあ分かるようにしてやるよ……」

　伊丹はそう言うとテュカをベッドに横たえて、覆い被さるようにのし掛かった。

「お、おい、何をするつもりだ！」

　警務官の問いかけに、伊丹はようやく答えた。

「いや、テュカといやらしいことしようかなって思い立ちまして……よかったら三人とも出てってくれない？」

「そんなこと出来るか！　き、き、貴官から寸刻も離れずに監視することが、じ、自分の任務だ」

「そんなこと言っちゃって、実は見たいんでしょ？　見るつもりですよね、ムッツリスケベっぽい顔つきしてるし」

「失礼なこと言うな！　貴官がここで変なことを始めなければいいだけだ！」

「だってさ……どうするテュカ？　やめとく？　それとも見られながらでもいい？」

　伊丹は薄明かりの中でテュカの顔を覗き込んだ。

　テュカは自分に向けられる視線をこそばゆいものであるかのようにもじもじと視線をそらし、耳じ朶だと頬を真っ赤に染めながらぼそっと囁ささやいた。

「ヨウジの望むようにして……」

　そして伊丹の首元に顔を埋めた。

「じゃ、遠慮無く」

　その姿を見ていよいよ本気だと見たのか、栗林と富田は数倍する敵の奇襲を受けたかの如く病室から逃げていった。

　だが、警務官Ａだけはその場に踏みとどまっている。

「だ、ダメだ。本官には任務が……。伊丹二等陸尉、まだ間に合う。思い直せ！」

「いや、ムリです。寄生生物を身体に飼ってるかも知れないんで、明日の分からない身の上だし。それを考えたら見られてるぐらいじゃ止められないんですよ」

「こ、こ、こ、公然わいせつ罪だぞ！」

「病室って一応私的な空間ですよね。なのに公然わいせつって……いくらなんでも無理がありません？」

「だ、だ、だが、本官がここにいる!?　それにテュカ君だったな、君はそれでいいのか!?」

　するとテュカは嬉しそうに答えた。

「好きな男に求められたら、女は何い時つだって発情しちゃうものよ」

　二人とも熱い口づけをかわし、舌の絡まる姿をこれでもかという感じで警務官Ａに見せつける。

　ベッドにテュカを押し倒して覆い被さって、そのまろやかな胸をもみしだく。テュカは伊丹の振る舞いに一瞬驚いた表情をしたものの、小さく微笑んで全面的に肯定するかのように小さく頷いた。

　伊丹は周囲に聞こえるように囁いた。

「いくぞ、テュカ」

　伊丹の背に回した手に、指先に力を込めながら、とろけるような表情のテュカは「うん来て」と頷く。だが、警務官から顔を背けると「やっぱり駄目。待って」と前言を翻ひるがえし警務官Ａに請うような視線を向けた。

「お願い。初めてなのに、人に見られているなんて嫌。見ないで！　お願い！」

「くっ！」

　靴音を鳴らして逃げるように病室を飛び出していく警務官Ａ。テュカの「初めてなの、お願い」発言の衝撃が、彼の任務に対する使命感をわずかばかり上回ったようであった。

　バタンと激しい音で閉じられたドアの音を聞くと伊丹は、テュカに覆い被さった姿のまま深々とため息をついた。

「はぁ、行ってくれたか。前も使った手口だし、効くかどうか不安だったけど、よかた～」

「うん。やっと二人きりになれたね……来て」

「えっ？」

「えっ!?」

「いや、ごめん……違うんだ。そういうつもりじゃなくて」

「違うって何が!?　何が、そういうつもりじゃないの!?　それに前に使った手口って何？　誰と何をしたって言うのよ!?」

「いやいやいやいや、違わないけど違うんだ。とにかく聞いてくれテュカ。『門』が大変なことになってるって太郎閣下から……」

「誤魔化さないでよ。いったい誰と何をしたって言うの!?」

「だからレレイが捕まったかもしれないって」

「何よ！　レレイとしちゃったの!?」

　あたしを差し置いて、いつの間にとテュカは伊丹の胸板をドンドンと拳で叩いた。

「違～う！　とにかく落ち着けって！　ここを脱出するからまず服を着てくれ」

　しばらく伊丹の目をじっと睨んでいたテュカだが、「……………ん、分かった」と聞き分け良くベッドから飛び降りて、服に袖を通しはじめた。

　裸体をまるっきり隠そうとしないのを見た伊丹は、慌てて天井に設置されたカメラにタオルを掛ける。

「でも、これでやり過ごせたなんて思わないでよね。説明はちゃんとしてもらうんだから！」

　伊丹はテュカの追及に「わ、分かってるって」と投げやりに答えた。

「あと、ちゃんと続きもしてよね。あんな風に、ぬか喜びさせてぇ」

　何故か知らないがテュカの背中は、プンプンと怒っているオーラを四方八方に放射していた。

「そういうことなんだが、二人とも……いや三人とも手伝ってくれるか？」

　すると戸口の隙間から、三つ頭がにょきっと伸びてきた。

　一番上が黒川、真ん中が富田、一番下が栗林だ。三人とも「どうする？」と互いに顔を見合ってから答えた。

「なんだかよく分からないけど、レレイの為なら手伝いますよ」と栗林。

「右に同じくです」と富田。

「仕方有りませんわね。下に同じくですわ」と黒川。

「誰が下だよ」

「もちろん、お二人ですわ。他に誰かおいでですか？」

「いや……」

　本当に上から目線の女だよな、という見上げながらの富田の呟きは意外に大きく響いた。




「おおおおおっ！」

　警備の詰め所ではどよめきの声が上がった。

　机の上に並べられた液晶モニターの中で突如始まったアダルトビデオ紛まがいの映像に、警務官達は生なま唾つばを呑み込みながら身を乗り出していた。

　高感度カメラは薄暗い室内でもかなり明るく映し出すことが可能で、室内の様子ははっきりと映されている。

　白黒画像なのが残念だが、かえってのぞき見的な興奮を男達は味わうこととなった。

「お、おいっ！　この娘って高校生くらいじゃないのか？」

「あの野郎、またまた犯罪行為を！」

　検挙だ検挙だと男達は騒ぐ。伊丹の病室に向かおうとする者もあった。だが、比較的落ち着いていた一人が「やめておけ」と皆を制した。

「この娘の耳を見ろ。エルフだからきっと見かけ通りの歳じゃないぞ」

　以前伊丹を誤認逮捕したことへの反省から、彼らもそれなりに情報を集めている。

　ロゥリィ、テュカ、レレイは国会で答弁したこともあって、公おおやけになっている情報だけでも基本的なプロフィールを得ることは可能だ。

「黒ゴスのロゥリィって娘は九百歳過ぎだ。で、このテュカって娘は百六十歳を過ぎてるってことだ。レレイって娘なら十六歳だから、臭い飯を食わせてやれるんだがな……」

　本当かよと男達の間でどよめきがあがった。

「これで百歳過ぎなんて嘘だろ？　すげぇ、綺麗じゃないか！」

「人類基準で見るなよ。この娘はそういう種族なんだ。こっちの年齢に換算するなら十分の一くらいだ」

「だったら十六歳……充分に未成年だろっ！」

「く、悔しいなあ、こんな娘とお知り合いになる機会があるってなら、俺も特地に派遣されたい」

　カメラはその目的から部屋の全体を映すように設置されている。そのためベッドも遠景画面として映るだけなのだ。だが警務官達はどうにか、ズームさせることは出来ないのかといろいろと操作しようとした。

　だがいよいよ始まると思ったところで、モニターに映っていた伊丹はカメラの存在を今更思い出したように振り返り、手近なところにあったタオルをレンズの前に掛けてしまう。

　真っ黒になった画像に男達は一斉に不満そうな声を上げた。

「く、くそっ！　良いところだったのに！」

　警務官達がそんなことを言い合っていると、伊丹の病室で立ち番をしてなければならないＡが、足音も高らかに詰め所に戻って来る。

　パイプ椅子にどっかりと座り込んだ姿に誰もが一斉に驚きの視線を向けた。

　その中には幾分か同情の色が含まれていたが、総じて批難の色が強い。お前が任務を放棄して帰ってきてしまうから、あいつは良い思いをしているのだという羨望から発するものである。

「おい、まずくないか？」

「彼女に懇願されてな。初めてだからお願いとか言われたら、席を外さないわけにはいかんだろう！」

　荒々しい息で、憤り混じりに返す警務官Ａ。その言葉に全員が「なにっ！　初めてだと!?」と目を剥いた。

「しかもあの男も、寄生生物を身体に飼ってるかも知れん。もし奴の腹を食い破って出てくるようなら、俺達は奴もろとも撃ち殺さなきゃならん。そう考えたら、彼女の時や場所を選んでいられない必死の想いも理解できるってもんだ。違うか!?」

　警務科の隊員達は自らに与えられた任務から、伊丹の境遇を思い返した。

　彼らに報されている情報では、伊丹には明日があるか分からない。退院できたらとか、後でという約束はアテにならない。毎日が本当の意味で一いち期ご一いち会えな状態なのだ。重ねて言うが、彼らにはそのような情報しか与えられてなかったのである。

「いつ永遠の別れになるか分からないとなれば……か」

　今こん生じょうの別れかも知れないのなら、仕方ないと見逃すのが武士の情けというものだ。そう男達は語り合った。

「だがよ、服ふく務む規き程てい違反だぞ」

「小隊長！」

　戸口には制服を隙なく着込んだ壮年の幹部が立っていた。

「監視対象の部屋で異常があったという報告を聞いて来たんだが……何やらややこしいことになってるみたいだな」

「はい。ですが……」

「分かっている。だがそれとこれとは話が別だ。こうしている今もあいつに異常事態が起きないとも限らないのだからな」

「では、監視のために病室に戻れと？　今からですか？」

　警務隊員達の間で緊張が走った。何も映らないモニターの向こうに、今から踏み込むのはあまりにも無粋だと誰もが思ったからである。

　だが続いた小隊長の言葉が皆を安堵させた。

「そうだな、では二時間後……そう、二時間後に規定の配備位置にお前達がいるかを確認するぞ。なのでお前は『今すぐ』監視に戻るんだ、いいな」

「は、はいっ！」

　今すぐ戻れと言いつつも、配置に就いているかどうかの確認は二時間後というのが微妙な指示である。警務官達はこれを粋いきな計らいと見たのだ。

　警務官Ａは命令通りすぐさま控え室を出た。だが、わざと遠回りを選んだ。

　ぶらぶら廊下を後戻りしたり、玄関を出たり、無意味に歩き回ったのである。もちろん伊丹のいる病室にたどり着くまでに、二時間かかるようにであった。




　身辺に張り付いて離れない警務官Ａを追い出すことに成功した伊丹は、黒川に汚物入れを用意させるとテュカと共にそれに潜り込んだ。一応、頭の上に何枚かのシーツを被せ、さらにフタをする。

　この状態で感染症病棟から運び出すように黒川に頼み込んだ。

「仕方がないですわね。でもお手伝いはこれだけですからね」

　病棟前で立ち番をしている警務官のＢは、黒川が姿を見せると軽い調子で声をかけてきた。

「こんな時間に掃除かい？」

「患者さんには深夜も早朝もありませんから。……特に不潔な物はすぐに処理してしまいませんと」

　不潔を強調されたこともあってか、警務官Ｂは汚物入れの中を覗き込むようなことはしなかった。そしてその脇を富田と栗林が通り抜けて行く。

「あ、ご苦労さま」

「二人ともこんな時間なのにどこに行くんだ？」

「あはは、あたし達にはちょっと目に毒なんで、ファミレスでも行って時間を潰してきます」

　もともと監視対象ではない栗林と富田達は、外に出ることは禁じられてない。警務官Ｂが気にとめたのも夜のこんな遅くにという理由であった。だが二人が外に逃げ出る理由は大変に理解できたため、二人とも同情の視線で見送られながら病棟を出たのである。

　一方、伊丹達はエレベータを使って病院の最上階へと向かった。

「わたくしがお手伝いできるのはここまでですので、後は隊長にお任せ致します。レレイに何があったのかよく分かりませんけれど、後ほどきちんとした説明と報酬を要求致しますので、どうぞご覚悟をしておいてくださいね」

「わ、分かったよ」

　ここで黒川と分かれた伊丹は、テュカと共に屋上の端へと走った。

　病院の多くには火災等の緊急時脱出用の脱出袋や降下具……減速機のついたロープ等が用意されている。伊丹はこれを利用して病院から抜け出そうと考えていたのだ。

　伊丹は収納庫からクレーンアームを引き出すと、その先端から伸びるベルト環にテュカを腰掛けさせ、自分もそれに足をかけると屋上の縁ふちからロープへと身をゆだねた。

　キリキリという音と共に、二人の身体はゆっくりと下がっていく。

　だが、伊丹が降りようとしている地上には、何故か警務官のＡが姿を現していた。

「やばい！」

　散弾銃を手にしたその男は、手持ちぶさたを紛らわすかのように、所在なさげに病院の建物外をうろうろしている。

　緊急時脱出用のロープに中途で停止する機能などない。このままでは問答無用で警務官の前に二人で降り立つことになってしまう。

「くそっ、なんだって、あいつがこんな所に」

　ＡはＡなりに気を使ってこんなところで暇つぶしをしているのだが、今の伊丹とテュカにとっては迷惑以外の何者でもない。しかも重力は、無情にも伊丹を大地へと招き寄せる。

「くっ！」

「ん？」

　警務官Ａは、突然の気配に振り返った。

　油断なく散弾銃の銃口を向けて、物音の正体を確かめようと目を凝らす。

「…………なんだ、猫か」

　そこにいたのは、野良猫であった。虎とら縞しまの雄猫だ。

　大抵の病院には給食の残飯を狙った野良猫が、半分飼い猫のようにして暮らしていることが多い。環境衛生的にもご近所的にも、良いことではないのは明らかなのだが、患者や職員が心の潤うるおいにと餌を与えることもあって、なかなかいなくならないのである。

　ドラ猫は、自分に向けられた必殺の銃口に胡う散さん臭くさい物でも見るかのような視線を向け「みゃ」と鳴いた。

　一人と一匹が静かに対峙し、緊張感があたりを満たしていく。

　Ａは猫に向けて、突然「だーん、しゃこん、だーん、しゃこん、だーん、しゃこん」と口で発砲、装弾の効果音をあてて、猫相手にシャドー銃撃戦を始めた。

「なんだ、そりゃ？」と胡散臭そうな視線を向けていた猫も、突然の事態に困惑しているのか、ひくっとした表情で凍り付いている。

「通常弾が通じないだと!?　こうなったら最後の武器だ。特殊カドミウムフレシェット弾だ！」

　そう言って新たな弾丸を装填するフリをするＡ。実に楽しそうである。

　相手にしてられねぇやと思ったのか、猫は、背中を向けるとそそくさと去って行く。

　Ａはその背中を追うように銃口を向けて、「だーん、しゃこん、だーん、しゃこん」と効果音をあてながら銃口を跳ね上げる。きっとこの動作は、発砲時の反動を意味しているのだろう。

　誰も見てないと思って安心しているのか、Ａは「ふん、これで許してやろう」と誇らしげだ。

　そのお茶目な振る舞いを頭上から見下ろしながら、吹き出しそうになるのを堪える伊丹とテュカ。精神科病棟の窓枠に外からしがみついて、どうにかＡの頭上に降下することを防いだものの、足下でＡがうろうろしている限りこのまま窓枠にしがみついているしかない。

　一方、窓の内側……病室の中では、眠れぬ夜を過ごしている患者の一人が、窓の向こうの美しい金髪エルフ娘に魅み入いられたような視線を向けていた。

　見とれているのか、それとも夢心地なのかボーとした表情だ。夢と幻覚の区別がつかないのかも知れない。

　視線のあったテュカはウィンクをして、静かにと人差し指を立ててその指の背にキスをした。

　すると患者は何かに納得したように、そう、もの凄く納得したように頷いてベッドに横たわった。

　ちなみに「空が落ちて来そうだ。恐ろしい」と訴えて入院していたこの患者は、後に「妖精を見た。彼女は俺に口づけして、大丈夫だ、見守っててやるから安心してゆっくり休めって言ったんだ」と語り、それからほどなくして社会復帰し、自信に溢れる生活を送ることになるのである。

「どうしたもんかな。あいつなんだってこんなところに」

　重ねて言うが、Ａは伊丹達に気を遣って病棟の裏で時間を潰つぶしているのだ。

　だがその振る舞いが野良猫に散弾銃を向けて脅かしたり、花か壇だんの前にしゃがみ込んでいたりではいささか威厳というか、体裁というか、色々なものが残念である。

　同時になんだかなぁという、やたらほのぼのとした気持ちも沸き上がってくるのだが、そう思えるのはきっと第三者だけだろう。

「…………」

「…………」

「参ったなぁ」

「ちょっと窮きゅう屈くつね」

　窓枠に外からしがみつくのは、姿勢的にも腕力的にもかなり疲れる行為なのだ。

「あれをどうにかすればいい？」

「なんとかなるか？」

「う～ん、試してみるわ」

　テュカは、人差し指をぐるぐると回しながら、精霊に囁きかける。そして、「えいっ」と指先を警務官Ａに向けた。

　すると、鋭い風が吹いてＡの制帽を吹き飛ばす。

　ころころと地面を転がり、建物の向こう側へと消えていく制帽を追って、Ａも走っていった。

「よし」

　ぱっと窓枠を蹴ってテュカと共に地面に降りる伊丹。すばやくテュカを安全ベルトから解き放つと、その手を引いてＡが消えたのとは逆の方に走ったのである。




　伊丹達は病院から抜け出すと、待ち構えてた栗林達と再合流した。

　タクシーを捕まえて乗り込むと、伊丹は嘉納から伝えられた埼玉県と東京都の境さかいにあたる河か川せん敷じきのゴルフ場の名を告げる。

「で、いったいどうしたって言うの？」

　そろそろ事情を説明しろとテュカ達が言う。事情も聞かずにここまで協力してくれる信頼感にはすばらしい物があるが、それは詰きつ問もんを先送りしてくれただけのことであり、ずうっと何も聞かないままでいてくれるという意味ではなかったのだ。

　伊丹は説明の順番を考えながら、まず結論から告げた。

「太郎閣下の話だと、森田総理が中国の外交官から、レレイの杖を見せられたそうだ」

「それってどういうこと？」

「事態はいくつか想定される。杖だけ盗まれた。杖の複製を作った……」

「そんなことなら、こんなに慌てて病院を抜け出す必要はないと思うけど」

「その通りだ。最後の一つの可能性が、レレイが捕らえられているってことだ」

　テュカが、ひっと小さな悲鳴を上げた。

　だが栗林が当然考える疑問を口にした。

「でも隊長、あたし達がアルヌスを出る前は、レレイはちゃんと居ましたよ。どうやってどうやってあの子を中国が捕まえるなんてことが出来るんですか!?」

「閣下もそれを問題視している。今、特地は連絡が断たれていて、事実の確かめようがないんだ。だから最悪を想定して動く必要がある。そのためには一度アルヌスに戻らなきゃならん」

「でも、もしレレイが捕まってその身柄が中国にあるって言うなら、どうやって助けるんですか？」

「そうなっていたら、俺個人でどうにか出来る範囲を超える。だが閣下は、そうなってないと考えているそうだ。レレイの身柄はまだ特地にある可能性が高い」

「どうしてそんなことを言えるんですか？」

「そうでなきゃ、連中の強引すぎる行動を説明できないからだ」








〈下巻に続く〉














　　　あとがき






　皆さん、『ゲート　自衛隊　彼の地にて、斯く戦えり　５．冥門編（上）』を手に取り、あまつさえお読みいただき、誠にありがとうございます。

　いよいよこの上下巻にて、『ゲート』シリーズのファーストシーズンは一段落となります。

　お疲れ様でした。長らくのおつきあい、本当にありがとうございました。

　残りは下巻の一冊だけです。どうぞゴールに向かって一気に駆け抜けて下さいませ。

　このあと、外伝がしばし続いた後に、セカンドシーズンに向かうこととなります。なのでそれまでの間、しばし英気を養っていただければと思います。

　もし『ゲート』シリーズが恋しく思われた際は、コミック版をお楽しみ頂けたらと思います。あるいはお財布と相談しつつ単行本の外伝に手を伸ばし、物語の続きを楽しんで頂けるとなお嬉しく思います。

　さて、突然ですがこの『ゲート』シリーズに出てくるサブキャラの中には、実際にいたら、気後れしてつきあえないだろうな、と思える女性が二人ほどいます。

　それは妖よう艶えんな白しろ兎うさ女と、腹黒美少女の二人です。

　テューレは、作者の言うことを全然聞いてくれませんでした。

　作者の思惑を超えて好き勝手に動いてまわり、話をどんどん勝手に変えていこうとします。おかげで大変な苦労をさせられました。ホントに手に負えないんです。けどそれだけにとても書き応えがありました。

　これに対して子爵令嬢から伯爵夫人に出世したシェリーもまた、好き勝手に動いて話を引っかき回してくれました。動乱編は彼女のせいで書かれたようなものだと思います。

　でもこの子もまた書き応えのある娘でして、もし余裕があったら、この娘が東京のお嬢様学園で花嫁修業にいそしむ姿を描いた外伝を一冊書いてもいいかな、とか思っていたりします。

　要するに、キャラとして魅力を感じることと実際につきあうことには、大きな違いがあるのでしょうね。

　さて、冥門編上巻は、風ふう雲うん急きゅうを告げてゾルザルとの決戦です。

　ピニャは城に籠こもっていれば勝てると言うのに、ゾルザルを逃がさないために正面から戦って、味方がやってくるまでただひたすら耐えようとしています。

　健軍率いる第四戦闘団、果たして間に合うかという状況なのですが、日本側にも大きな問題が起きています。

　しかも、主人公の伊丹は病院に監禁されてる身の上です。

　伊丹は無事に特地に戻ることができるでしょうか？　どうなるピニャ、どうなる日本、どうなる自衛隊。

　これまで登場してきた多くの人物達の物語が、結末へと向かっていきます。
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柳内たくみ（やないたくみ）

東京都在住。自衛官を経験した後、２００６年に自営業を開業。本業に従事する傍ら、インターネット上で精力的に執筆活動を展開し、２０１０年４月、「ゲート　自衛隊　彼の地にて、斯く戦えり　１．接触編」で出版デビュー。シリーズ累計３５０万部のミリオンセラーとなる。他に「氷風のクルッカ　雪の妖精と白い死神」（アルファポリス文庫）、「戦国スナイパー」シリーズ（講談社文庫）などがある。




イラストレーター
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